コピ ッ ク 絵 師 た ちの 


東方 


イラ スト デ テクニック 


塗り 絵 か ら イラ スト メイ キン グ ま で 


和 茶 火 神 レオ き 
角 丸 つぶ の ら 栖 集 


火 神 レ オ さん の 作品 が ほん わか 系 な の で 、『 め で た い 』 は 意識 し て 動き を 出し た ポー ズ 、 エッジ 
を 強調 し た 塗り 方 に し て いま す 。 そ の た め に 濃い 色 か ら 藻 ヽ で | 


ッ 
方 いま す . 濃 薄い 色 へ つない で いく グラ デ 塗 り が 多 
いで すね 。 鮮やか な 赤 の パリ エー ショ ン を た くさ ん 取り 入れ た 、 に ぎ や か な 作品 に し て いま す 。 


キネ メイ キン グ は 94 一 103 ペ ー ジ 


火 神 レオ 


衣 


『 桜 と 霊夢 』 色紙 (27.3x24.3cm) 


淡い 色調 の 桜の 下 に 、 ゆっ た り と た た ず む 佳 夢 で す 。 に じみ が な く て 使い や すい サイ ン 用 の 色紙 を 使っ て いま す 。 描 いて いる 間 、 ずっ と 
見 て いて くれ た 粗 茶 さん か ら 、「 火 神 さ ん の コピ ッ ク 本 数 制限 な し の 描き 方 は 、 本 当 に お そろ し い …」 と いう 感想 を も らい まし た 。 1 か 所 に 
使う 色 数 や 工程 が と て も 多く 、 解説 が 難し いか ら 、 と の こと で す 。 メ イキ ング で は わか りや すい よう に 、 各 部 分 を 細か く 紹 介し て いき ます 。 


クラ ウン ピー ス と 純 狐 、 そ し て 幽々子 粗 茶 


『 純 』 の 線画 。 薄く 印刷 し 、 着 色 し て か ら カ 
ラー の マル チラ イナ ー も 使っ て 作品 を 仕上 
げ る 。 


『 冥 府 の 桜 姫 』」 の 線画 。 パラ ンス が よく な る 
気 が し た の で 、 線 画 を 左右 反転 し て みた 。 
twitter で パソ コン で の ラフ 段階 か ら メ イキ 
ング を 公開 中 。 


ラフ か ら 線 画 ま で は パソ コン て 制作 。 
消し ゴム で 紙 が 傷 ま な い の で 便利 。 


部 分 アッ プ 


参考 作品 :『 受 府 の 桜 姫 』 マー メイ ド 水 彩 紙 B4 (36.4x25.7cm) 


桃 と 文 、 そ し て 天子 魚 ウサ 王 


『 幻 想 明 婚 』 大 色紙 (45x45cm) 


犬 走 宛 ( いぬ ば し り も み じ ) と 射 命 丸 文 (し ゃ めい ま 
る あや ) の 忠 動 感 の ある ポー ズ を 描い た 作品 で す 。 白 
い 服 の シワ に は クー ル グ レ イ 、 家 の 髪 や 尻尾 に は ウォ 
ー ム グレ イ を 使用 し て 色 味 や 質感 に 差 を つけ て いま す 。 
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使用 し て いる 色紙 は 100 円 ショ ッ プ で 売っ て いる 45 セ ンチ 四方 の 色紙 。 下 
描き の と き に メイ ン で 使う の は 、 0.5mm の 水色 芯 の シャ ー プ ペン 。 色 が 薄く 
て 消し 忘れ が 目立た な い の で お スス メ 。 キ ャ ラ 同 士 が 重なっ て いる の で 、 位 
置 関係 が わか りや すい よう に 黒 の シャ ー プ ペン も 使用 。 


ペン 入れ の メイ ン は 、 コ ピッ クマ ル チ ラ イナ ー (プラ ッ ク ) の 
1.0mm を 使い 古 し た も の 。 


要 石 (か な めい し ) に 座り 、 旨 想 の 剣 
を 操る 比 那 名 居 天 子 (ひな な ゐ て ん 
し )。 大 き な 色 紙 に 一 枚 絵 を 描く 初 の 
試み だ っ た 作品 。pixiv で 参考 作品 の 
アナ ログ メイ キン グ を 紹介 し て いる 。 


参考 作品 :『 勇 気 凛々 の お 娘 ち ゃ ん 』 
大 色紙 (45x45cm) 


キネ メ イキ ング は 112 一 117 ペ ー ジ 


ドク ター マー チン ペン ホワ イト 


下 抱き 用 0.8mm 
03 1.0mm 台 色 シャ ー プ ベン 


ホワ イト 用 
水池 


下 描き 用 0.5mm 
水色 シャ ー プ ベン 箇 形 定規 


に な 


1 


wa 


チル ノ と 大 妖精 、 そし て 幽々子 高田 ウィ リア ム 


『 妖 精 た ちと 花 』 
漫画 原 入 必 ケン ト 紙 
A4 (29.7x21cm) 


線画 は 柔らか い 人 和 囲 人 に し た い の で 、 こ げ ち ゃ いろ 
の 色 鈴 筆 を 使用 。 コ ピッ ク で 色 を 塗る 前 に 消し ゴム 
を か け て 、 線 を 少し 薄く し て お く 。 


eeea 
ETm2T 


は 22 


奥 は コピ ックス ケッ チ 、 手前 に 立て て いる の は コピ ッ ク ク 線画 に 使う 色 釣 筆 
ラシック 。 双 吹 き 、 ポ スカ や ホワ イト 類 な どの 画材 一 式 。 (に げ ちゃ いろ )、 
シャ ー プ ペン と 消し ゴム 


夜景 の 場合 は 、 キ ャ ラク ター が 了 朋 
立つ よう に 背景 に も アー スカ ラー を 
重ね て いる 。 

人 才 作 品 :『 夜 桜 
漫画 原稿 用 ケン ト 紙 A4(29.7x21cm) 


キメ イキ ング は 118 一 123 ペ ー ジ 


色 を 塗る 順番 は 、 カゲ の 部 分 に 最初 は 明る め の 色 
を 置い て お き 、 グ ラ デ 塗 り を 少し 取り 入れ な が ら 
全体 を 塗り つぶ し 、 それぞれ の も の の 色分け を し 
て いき ます 。 色分け が 終わ っ た ら E70 番 台 を 中 心 
と し た アー スカ ラー で 、 さ ら に 濃い カゲ を 入れ た 
り 輪 郭 を 描き 込ん で いく と いう 流れ で す 。 


最終 段階 (123 ペ ー ジ の 4 以降 ) で は 、 背景 上 部 
分 に B0000 を 置き 、0 で ニブ を 紙 に た た きつ ける 
よう に し て に じ ま せ 、 チル ノ の 羽 や 蝶 な ど に も 被 
り 返し 背景 を ぼかし て いく 。 ざ ら ざ ら 
テク スチ ャ ー の よう な に じみ 方 に し て 、 仕上 
げに カラ ー レ スプ ブレ ンダ ー を 入れ た 毅 吹 き を 少し 
か け て ぼかす 。 そ こ に コピ ッ ク ク ラシック の スー 
パー ファ イン の 極細 用 ニブ で 、 顔 や 輪郭 な ど 細部 
を 描き 入れ る 。 背景 や スカ ー ト 部 分 な ど に も う 一 
度 到 吹 ほし て ぼかし 、 ホワ イト を 散ら せ て 白 や 肌 
色 の 色鉛筆 で 細か い 部 分 を 描き 込ん で いく 。 最 後 
に ティ ッシュ に ホワ イト を つけ て 、 紙 を ぼん ぼん 
と た た いて 画面 効果 を 出し て いる 。 


姫 神 か を り 


こい し 


と アリ ス 、 そ し て 


ソト い 
ン 


y 
/ 


D 


魔 理 


人 の 魔法 使い 画用紙 B5(18.2x25.7cm) 


『 


べ 型 き ひ へ レミ 中 心 エ トー 
IN へ AP 餅 周 員 更 WW" 拍 忠 G 開 せ 
キーN て へ し ト ふ 舞っ じ 3 て " 


ヘ キ ー か へ 
PU で O: 


人 り も 潰れ て し まう の で 慎重 に 。 


描く と キラ キラ 感 が 出 ま す 。 入れ 
すぎ る と 画面 が 汚く な っ て し まい 、 


仕上 プ げに ホワ イト の ペン を 使い 、 
点描 を する よう に 大 小さ ま ざ ま に 
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キメ イキ ング は 124 一 129 ペ ー ジ 


一 | メイ キン グ に 使っ た 画材 一 式 。 
コピ ックス ケッ チ 、 コピ ッ ク チ 
| ャ オ 、 コピ ッ ク マ ル チ ラ イナ 
ー( プラ ウン 、 ブラ ッ ク 、 ピン 
ク ( 桜 ) / 各 0.05mm )、 消 
し ゴム 、 シャ ー プ ペン 、 水 健 、 
水彩 パレ ッ ト ( エク セレ ン 透 
明 水 彩 絵具 12 色 )、 画用紙 
(マル マン スケ ッ チ プッ ク )、 

ゲル イン クボ ー ル ペン (ユニ 
ポー ル シグ ノノ ホ ワイ ト )。 


< ぷと ぷと YUS 如 


コピ ックス ケッ チ や チャ オ は 赤 紫 (RV95) や 赤み の ある 茶 (E04)、 肌色 (E51、E50) を 全体 に 使用 し 、 温か み の あ る 
色彩 表現 を し て いま す 。 グ レイ は 4 種類 の 色 味 (24 ペー ジ 参照 ) が あり ます が 、 暖 色 系 で 柔らか い 塗り が で きる の で 、 
W (ウォ ー ム グレ イ ) を 好 ん で 使っ て いま す 。 今回 は 29 色 使用 し て 『 二 人 の 魔法 使い 』 を 捨 き まし た 。 


『 閉 じ た 恋 の 瞳 』 の ラフ 。 


全体 の 浴 り 方 は どの 絵 も 変わ ら な 
い が 、 髪の毛 の ハイ ライ ト の み 絵 
の 雰囲気 に よっ て 変え て いる 。 人 
物 が 小さ め の 絵 は メイ キン グ で 紹 9 
介する 徐 り 方 、 大 きい 絵 は に いし | 
の よう な 塗り 方 で 描く こと が 多い 。 | 
こい し は ハー ト と パラ の 印象 が 強 。 | 
か っ た の で 背景 に 取り 入れ た 。 バ 
ラ は ペン 入れ せ ず 、 シャ ー プ ペン 
で アタ リ を 取っ て か ら 着色 し 、 色 
釣 筆 の 黒 で 形 を 整え た 。 わ ざと は 
っ きり と し た 線 で 描か ない こと で ーーー ーーー テ リー 」 
人 物 と 背景 と の 距離 感 を 出す 。 線画 の 段階 。 参考 作品 :『 閉 じ た 恋 の 瞳 』 ヴィ フ ア ー ル 水彩 紙 荒 日 B5(18.2x25.7cm) 
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コピ ッ ク 関 連 の 
画材 と 使い 方 * 


6 色 の 塗り 絵 で 
彩色 の コツ ! 


* つ : 


人 気 キ ャ ラ か ら 学 ぶ 
コピ ッ ク の ワザ ! 


博 麗 霊夢 の 競作 粗 茶 / 火 神 レオ 
クラ ウン ピー ス と 純 狐 、 そ し て 幽々子 粗 茶 

桃 と 文 、 そ し て 天子 魚 ウサ 王 
チル ノ と 大 妖精 、 そ し て 幽々子 高田 ウィ リア ム 
魔 理沙 と アリ ス 、 そ し て こい し 姫 神 か を り 
本 書 の ね らい 東方 Project の キャ ラク ター を コピ ッ ク で 描こ う 


色 を 塗る 前 に 線画 を 描く 画材 
線画 が で きた ら 色 を 塗る 画材 

「 東 方 」 Project の 「 方 」 の 字 で 、 筆 法 練習 ! 
「 重 ね 塗り 」 と 「 グ ラ デ 塗 り 」 を 使い 分 け よう 
色 味 の 異な る 4 つの グレ イ を 使い 分 け よ う 
併用 する 画材 


6 色 限 定 の 塗り 絵 で 「 グ ラ デ 塗 り 」 を 学ぶ 
還 雨 魔 理沙 の 場合 … 粗 茶 

6 色 限定 の 塗り 絵 で 「 重 ね 塗り 」 を 学ぶ 
博 雇 霊夢 の 場合 … 火 神 レオ 

6 色 限定 の 塗り 絵 で 「 グ ラ デ 塗 り 」+「 重 ね 塗り 」 を 学ぶ 
古 明 地 こい し の 場合 … 粗 茶 

コラ ム ノ イベ ント で 塗り 絵 教室 


八雲 紫 (や くも ゆか り ) … 金髪 と 黄色 系 の 目 粗 茶 

十 六 夜 咲 夜 (いざ ょ ぃ < や) … 銀髪 と 青色 系 の 目 租 茶 
東風 谷 早苗 に ちや さなえ ) … 黄 緑 の 髪 と 金色 系 の 目 。 粗 茶 
鍵山 離 ひき や ま ひな ) … 青 緑 の 髪 と 青色 系 の 目 火 神 レオ 
わか さ ぎ 姫 わか き ぎ ひめ ) … 青い 髪 と 目 、 和 服 風 ドレ ス 粗 茶 

火 始 猫 科 の ぇ ん びょう 9 ん ) … 赤い 髪 と 目 、 緑 の ドレ ス 火 神 レ オ 
博 世 霊 夢 の 競作 伯 『 め で た い 』 粗 茶 

博 朋 霊 夢 の 競作 @『 桜 と 霊夢 』 火 神 レオ 
コラ ム / 人 気 キ ャ ラ を 使っ た 作品 演出 法 


28 


36 


44 
50 


52 
57 
60 
64 
72 
78 
84 
94 
104 


粗 茶 が 描く 『 ク ラウ ン ピ ー ス と 純 狐 』 106 
第 4 章 魚 ウサ 王 が 描く 『 犬 走 桃 と 射 命 丸文 』 112 
高田 ウィ リア ム が 描く 『 チ ル ノ と 大 妖精 』 118 
4 人 に よる 灯 神 か を り が 描く 「 義 理沙 と アリ ス ・ マ ー ガ トロ イド 』 124 
7 ヽ ガ ぽん ぽこ 小町 に よる 髪 と 服 の 描き 分 け 
2 の フラ ンド ー ル ・ ス カー レッ ト の 場合 藤原 妹 紅 の 場合 130 
ヽ し ら た ま に よ る レー ス の 描き 方 
5 人 に よる レミ リア ・ ス カー レッ ト の 場合 _ 132 
ワン ボイン ト 技法 105 本 栖 歳 に よる 透明 感 と ツヤ 表現 
レミ リア ・ ス カー レッ ト & フ ラン ドー ル ・ ス カー レッ ト の 場合 136 
ベリ ー に よる ふわ っ と し た 毛並み 表現 
因幡 て の 場合 140 
と びに よる 色鉛筆 の 合わ せ ワ ザ | 
各 田 阿 求 の 場合 142 
付録 粗 茶 が 描く ミニ キャ ラ デ ッ サン 146 
付録 火 神 レオ が 描く ミニ キャ ラ デ ッ サン 148 
付録 ミニ キャ ラ 塗 り 絵 の 素 150 


本 書 の ね らい 


東方 Project の キャ ラク ター を コピ ッ ク で 描こ う 


「 東 方 Project」 に 登場 する 魅力 的 な キャ ラク ター を 、 ア ルコ ー ル 
マー カー の ヒッ ト 画 材 で ある 「 コ ピッ ク 」 で 描き まし ょ う 。 グ ラ デ ー 
ショ ン や 混色 を 自由 自在 に 操る 粗 茶 氏 、 魔 法 の よう に 幻想 的 な 色 
彩 を つく り 出 す 火 神 レ オ 氏 を は じ め と する コピ ッ ク の 名 手 総勢 10 
作家 が 織り な す 夢 の 暫 宴 の 幕開け で す ! 


本 書 は 、 多 彩 な 東方 キャ ラク ター を 、 通 称 「 ア ナ ロ グ 」 と 呼ば れ 
る 手描き の コピ ッ ク イ ラス ト で 紹介 し ます 。 そ の 描き 方 の 手法 を 、 
さま ざま な 作品 解説 や メイ キン グ か ら 「 見 て 学ぶ 」 画 期 的 な 技法 
書 で す 。 


東方 Project と は 同人 サー クル 「 上 海 アリ ス 幻 業 団 」 に よる ゲー ム 、 
音楽 、 書 籍 に よる 作品 群 の こと で す 。Windows 版 か ら 数 えて も 
10 年 以上 の 歴史 が ある 「 弾 幕 系 シュ ー テ ィング ゲー ム 」 は 、 新 作 
が ほぼ 毎 年 発表 され て いま す 。「 上 海 アリ ス 幻 業 団 」 主 宰 の ZUN 
氏 ほ ガイ ドラ イン を 示し 、 二 次 創作 活動 に 対し て の 許容 範囲 が 広 
いた め に 、 キ ャ ラク ター を 描い た 同人 誌 な ど が 盛ん に な っ て いま 
す 。100 人 以上 も いる キャ ラク ター た ちの 物語 の 奥深 さ に よっ て 、 
描い て みた く な る 気持 ち が 強 く 引 き 寄 せら れる の で す 。 髪 型 や コ 
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スチ ュー ム な どの デザ イン の 多様 さ が と て も 魅力 的 で 、 発 色 の よ 
い コ ピッ ク と の 相性 は 抜群 で す 。 


主人 公 の 博 藤 霊夢 や 霧雨 魔 理沙 な どの 人 気 キ ャ ラ を 例 に 、 肌 色 の 
つく り 方 、 髪 や 目 の 色 の 塗り 方 、 服 の 描き 方 な ど を て いね い に 取 
り 上 げ て いま す 。 コ ピック 最大 の 醍醐 味 で ある 多 色 使 い が 理解 で 
きる よう に 、 順 を 追っ て 見 て いき まし ょ う 。 

6 色 限 定 の 塗り 絵 レ ッ ス ン 、 2 人 の キャ ラ を 組み 合わ せ た カ ッ プ 
リン グ 作 品 の メイ キン グ 、 色 味 や 質感 を 際立た せる た め の ワ ン ポ 
イン ト 技 法 な ど 、 描 き 方 の コツ が 満載 で す 。 

気軽 に 楽し め る 塗り 絵 か ら 、 ク オリ ティ ー の 高い 描き 下ろ し 作品 
まで 、 描 いて も 鑑賞 し て も 楽し め る 待望 の 1 冊 で す 。 


*「 東 方 Project」 の 名 称 や キャ ラク ター を 使用 に つい て の 許 計 を 
上 海 アリ ス 急 巣 団 より 受け て 掲載 し て いま す 。 

キネコ ピッ ク は 、 株 式 全 社 Too の 登録 商標 で す 。 
コピ ッ ク 公式 サイ ト http://copicjp 


掲載 し た 各種 画 材 の 色 見 本 は 参考 色 で す 。 

2016 年 2 月 時 点 で の 製品 を 掲載 し て いま す が 、 各 作家 の 手元 に ある 画材 類 は それ 以前 
の 製品 も 含ま れ て いま す の で 、 色 名 や 名 称 な ど が 変更 に な っ て いる 場合 が あり ます 。 ま た 、 
紹介 し て いる イン ター ネッ ト 上 の 情報 に つき まし て は 、 予告 な く 変 更に な る こと が あり ます 。 


コピ ッ ク 関 連 の 
画材 と 使い 方 


EE 


線画 を 描く 画材 


ョ ピッ ク 


マル チラ イナ ー 


コピ ッ ク で 色 を 塗っ て も に じ ま な い 耐 
水性 イン ク の 線 描 まき ペン で す 。 塗り 
た い 色 合い に 線画 の 色 も 合わ せ て 選 
ぶ こ と が で きま す 。 


OPC MOT LINER 條 Pe 


プラ ウン 線 幅 : 0.03〆0.05/01/03 プ 0. 


ペン の ボディ に 色 名 や 太 さ ( 線 幅 ) が プリ ント され て いる 。 


キャ ッ プ に 線 橋 が 表記 され て いる 。 

に 株 幅 の 例 (ブラ ッ ク ) 
As se 0.03mm 
BROwWN プラ ッ ン な YA ン CA ヘン へ YAN COBALT っ uh と ペン 本 
sEPIA spz や で と で ヘタ へ OLIVE オリ ー ブ ペン ンー の 0.1mm 
0.3mm 
WINE ウィ ンー へ マタ シス ヘン の へ COOLGRAY ター ルク レー の ざら の と の > へ 、 0.5mm 

了 cm ーーーーーーーー 

PINK ビン 20 の ある や の と の と る WARM GRAY ゥ ォ ー ム クレ ー で きっ シー る こと へ 、 0 


キキ コピック は 株 式 会 社 Too の 登録 商標 。 本 書 で は コピ ビック マル チラ イナ ー を 呈 し て 「 マ ル チ ラ イナ ー」 と 記載 。 
マル チラ イナ ー プ ブラ ッ ク で 線画 を 描い て みた ! 


xx の NNS 6 


0.3mm な どの マル チラ イナ ー で な ぞ 同様 に ソ デ 部 分 も マル チラ イナ ー で 
り 、 主要 な 線 は や や 太く する 。 描く 


へ 


服 の 模様 を 描き 足す た め に 、 乾い た ら 消し ゴム を か け て アタ リ の 手描き し た イラ スト を スキ ャ ン し て 、 薄 い 色 で コピ ー 火 神 レ オ 博 朋 寺 夢 
プ ベ ン で アタ リ を 入れ て ペン 入れ する 。 線 を 消す 。 消 し ゴム に よっ て 表面 用 紙 に プリ ント し 、 線 に メリ ハリ を つけ る た め に マ A5(21x14.8cm) 
の 余分 な イン ク も 落と せる の で 、 より に じ ル チ ラ イナ ー で な ぞ っ て 仕上 げた も の 。 塗り 絵 用 の 線 
み に く く な る 。 画 な の で 、 プラ ッ ク で くっ きり と 捨 く (38 ペー ジ 参照 )。 
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)。 マル チラ イナ ー ノ 
カラ ー で 線画 を 描い て みた ! 


キャ ラク ター の バー ツ の 色 に 合わ せ て 、 それぞれ の 部 分 
を 色分け し た 線画 に する こと も で きる (64 ペー ジ 参 照 )。 
オリ ー プ 、 ワイ ン 、 プラ ウン 、 セピア を 使用 。 


yeaoe 
火 神 レオ 鍵山 難 
ハガキ (14.8x10cm) 


セピア の 0.03mm で エリ の 部 分 を 2 壁 に オリ ー プ 、 リポ ン に ワイ ン を 使用 。 全体 に 細い 線 で 繊細 に 描き 、 カ ゲ に な る 部 分 は や や 太め に 仕 
上 げ て いく 。 


描い て いく 。 


ハイ テッ ク C as 


色 の 濃い 線 が 引け て 、 に 
じみ に くい 極細 の パイ ロッ 


ss 
粗 茶 東風 谷 早 症 
ハガキ (14.8x10cm) 1 


H 

1 

1 

1 

1 

1 

H 3 

H ト 製 の ゲル イン キ ボ ー ル ン 

ェ ー ペ ン 。 0.25mm、0.3mm、 次 

1! 0.4mm、0.5mm が あり 、 に 

! 比較 的 均一 な 線 が 引け 、 還 

1』 筆 圧 を 強く し て も ペン 先 が じ ビ 

1 傷み に くい の が 特徴 で す 。 芝 

1 て 

日 い 

1 プ 

H ッ 

2 

1 を 

1 合 

H 用 

H 

』 60 

『 べ 

H の NN 
ジ 

H 

! に 

H < 

! キャ ッ プ の 上 面 と クリ ッ プ 部 

1 分 に 太 さ が 表記 され て いる 。 

1 

H 

1 

H 

1 

H 

H 


斗 ら 浴 r 寺 因 S 施 叶 さ さ べ U 


色 を 塗る 画材 


o 

コピ ッ ク …… ス ケッ チ と チャ オ | 色 番号 を 読む 

コピ ー の 線 を 溶かさ ず に 色 塗 り が で きる アル コー ル マ ー カ ー 

で す 。 色 数 が 豊富 で 、 重ね 塗り を し て も 鮮やか さ が 生 きる 優 人 色 記号 

れ た 画材 で す 。 乾く の が 早い た め に 素早 く 描き 進め が で きる 、 の 色 系 統 

本 書 の 主役 と な る 画材 で す 。 描画 に よく 使わ れる 3 タイ プ ( コ 0 一 9 の 10 自 階 

ピッ クス ケッ チ 、 コピ ッ ク チ ャ オ 、 コピ ッ ク ク ラシック ) の 中 か 

ら イ ラス ト を 描く 作家 さん に 人 気 の 2 種 を 紹介 し ます 。 ⑨ 明度 
000/00/09 の 12 段 階 
の 色 名 


1/ 


E41 


スケ ッ チ の キャ ッ プ に 色 番 号 が 表記 され て いる 。 


ニブ (ペン 先 ) が ブラ シ 型 で 使い や すく 、 イラ スト 制作 に ピッ タリ ! 
スケ ッ チ は 色 数 が も っ と も 多く 用 意 さ れ て いる 。 


コピ ックス ケッ チ 


ミディ アム ブロ ー ド 


硬 
い 
良 
先 で イラ スト の 
色 塗り は 
お も に こち ら で 。 


コピ ッ ク チ ャ ヤオ 。 メ ケッ チ た 同じ ニブ で 手ごろ な 価格 。 色 数 が 厳選 され た 入門 者 用 。 


⑩ 色 記 号 …… 大 ま か な 色 相 ( 色 合い ) を 表し て いる 英字 の 記号 


色相 (し きそう ) と は 、 赤 黄 青 な どの 大 ま か な 色 合い を 指す 。 基 本 の 10 分 類 以外 に 、 
グレ イ と アー スカ ラー が 充実 し て いる の が 特徴 。 
人 き Earth (アー スカ ラー) 


9 eveet do YYelow ⑲ 
⑫ Violet ⑯ VG Yellow ereen we 因 議 ceolery 6- ル の 


⑳ Red Violet ( 素 葉 ) 【c 】 Green ( 押 ) 【 ぃ 】 Neutral Gray (ニュ ー ト ラル グレ イ ) 
人 き Red ( あ ) (ec】 Blue Green ( 青 緑 ) Toner Gray (トナ ー ゲ レイ) 
YR Yellow Red ( 炎 ) 【  】 Blue () Lv) Warm Gray (ウォ ー ム グレ イ ) 


* ネ この ほか に 無 肝 色 の 0 (カラ ー レ ス ) と 1( ブ ラック) が ある 。 F Fluorescent ( 党 光 色 ) * 色 記号 の 前 に F が つく 。 
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系 
較 
か 
い 
P4 
先 


カラ ー レ スプ ブレ ンダ ー (0) 


下塗り や に じみ な ど に 

0 使え る 、 色 の な い 深 剤 

に が 入っ た マー カー。 
グラ デー ショ ン づ くり 
- も 便利 。 


E の 中 で も っ と も 明る 
い 色 (薄い 色 )。 明度 
の 高い 色 (明る い 色 ) 
は 、 カ ラー レス ブレ ン 
ダー (0) 代わ り に 、 ぼ 


補 
か し 色 に 使え る 。 


@ 色 系 統 …… 色相 を 分 類する た め の 番号 
それ ぞ れ の 色相 を 0 一 9 の 色 系 統 に 分 類 。 


@ 明度 …・ 色 の 開き を 表す 数 字 


ひと つの 色 系 統 を 000 プ 00/0 一 9 の 階 調 (薄い 一 
濃い ) に 分 類 。 数 字 が 大 きい も の ほど 明度 が 低く 、 暗 い 
(濃い ) 色 に な る 。 * 潤 光 色 は 色 番 号 の 法 唱 が 異な る 。 


よく 使わ れる も の か ら ユ ニー ク な も の まで 、 さ ま ざ ま な 色 名 
が つけ られ て いる 。 


塗っ て みよ う …… ラク ガキ 感覚 で 試し 塗り 
ベタ 塗り ・ 


ムラ な く 塗 る 


塗り た い イラ スト の 左上 か ら ニ プ を 画面 に 押し つけ る よう に 3 少し ずつ 埋め て いく よう に 4 速 乾性 な の で スピ ー ド 朋 負 ! 
スタ ー ト 。 し て 、 細 か く 動か し な が ら 疹 る 。 疹 進め る 。 
ぼかし と に じみ …… 濃い 色 と 薄 い 色 
、 R02 っ 0 が 、 V15 っ V01 BV04 つ E0000 
濃い 色 が 先 タ K 5 』 か ら 
は R02 を 塗っ て ! | V15 を 塗っ て : 等 BV04 を 塗っ て か ら 
き は 、 濃 い 色 か ら 始 め る と よい 。 か ら 0 で ぼ か  . メ か ら 同 じ 色相 E0000 で ぼかし た 
し た も の 。 の V01 で ぼ ぽか も の 。 
し た も の 。 
薄い 色 が 先 0 R02 7 V01 っ V15 E0000ー BV04 
* 当り の 上 に 浅い を に じ ま 3 0 を 塗っ て お き 、 ! | 同じ 色相 の : 生 E0000 を 塗っ て お 
せ た あ と 、 下 度 尊い 色 で の ば し R02 を に じ ま ) V01 を 下塗り き 、 BV04 を に じ ま 
で 失 《 法 も よく 使わ れる せる 。 ” しい V15 を に じ せる 。 
ませ る 。 


グラ デ 塗 り …… カラ ー レ スプ ブレ ンダ ー(0) を 使う 場合 
rd すす コ = 記 
濃い 色 か ら < 介 
ag | _- 定 
ーー* ーー タテ 
同じ 方 向 に BV25 で は ら う よ 塗っ た 面 の 1/ 3 あたり か ら 、 濃く し た い 上 の ほう を 再度 4 0 の 先端 で ちょ ん ちょ ん と 完成 。 濃 いと ころ か ら 徐 々 
うに 塗る 。 0 を 重ね て 塗っ て いく 。 重ね 塗り 。 点 を 打つ 。 に 薄く な る グラ デー ショ ン 
が で きた 。 


事 要 グラ デー ショ ン づ くり は 、 コピ ッ ク で 
0 か ら の 塗り の 基本 と な る 。 本書 で は 、 グ 
ラ デ ー シ ョ ン を つく りな が ら 塗っ て 

ーーーーー ーー 


ンー, いく こと を 「 グ ラ デ 塗 り 」 と 呼ぶ 。 


1 0 を 先 に 塗っ て お く 。 2 BV25 で は ら う よう に 塗る 。 3 完成 。 


ーー L】 
ンプ で 聞く :) 
0 を 先 に た っ ぷり と 塗っ て お き 、 重 


ね て 点 を 打つ と に じん で いく 。 コ ユリ 
1 0 を 先 に 塗っ て お く 。 2 花 の 形 を 描く 。 3 内 側 を 0 で ぼかし て いく 。 0 が 塗っ て ある の で 、 な どの 花 の 真ん中 に ある シ ペ 部 分 
上 京 を 打つ と に じ む 。 な どの 表現 に 使う こと が で きる 。 
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せら 浴 r 半 固 S 幸 ぐさ CU 


「 東 方 」Project の 「 の 字 で 筆 法 練習 ! 


ひたすら ラク ガキ で 線 を 引く の が お スス メ で す が 、 
せっ か く で すか ら 「 方 」 の 字 を 書い て 、 は ね 、 と め 、 
は らい か ら 筆 法 的 な 塗り 方 を 練習 し て み ま し ょ う 。 


「 方 」 の 字 練 習 


アア ョ ンス 方 


1 点 を 書く 。 で ぐっ と 押し つけ て 、 ヨコ ヨコ 線 を 引き 、 角 で 曲がっ 4 最後 の 「 は らい 」 へ 。 完成 。 気軽 に ラク ガキ し て 、 
方 向 へ 引き 、 と め る 。 た ら は ね る 。 コピ ッ ク に 慣れ よう 。 
は らい の 練習 
半 。 『 生計 委 圧 8) 
リ 
イ 1 68P し っ D で タテ カ 向 つば 53 よ うに 、 さ っ と 線 の 先 に は 筆 圧 が か か ら な い の で 、 完成 。 はらう よう に さっ さっ と 塗る こと が 多い 
へ 株 を 引い て いく 。 動か す 。 細く て 淡い 色合い に な る 。 の で 、 こ の 練習 も 有効 。145 ペー ジ で は と び 


さん が 「 塗 り 方 の コツ 」 を 解説 し て いる 。 


( 人 222222900「 


質感 表現 に 使う 線 。 25 ペ ー ジ の 作品 で 、 こい し 
引い た 線 の 中 に た の 肩 に の っ て いる 空 (直島 路 空 れい じ う つ ほ ) 
くさ ん の 線 を 引く 。 の 羽 部 分 に 使っ て いる 。 


り に 7 ーー ゃ > 
コピ ッ ク の メン テ ナ ン ス イン ク の 補充 
コピ ッ ク バ リオ スイ ンク 
(シリ ー ズ 共通 の 補充 用 イン ク ) 
コピ ッ ク は いつ も ベス ト 、・、 ー 
の 状態 で 使い た いも の ) 
で す 。 イ ンク を た っ ぷ / PB 
り 入れ て お く こと が 、 ム 
ラ の な い 塗 り の 第 一 歩 。 キャ ッ プ に 色 番号 


WHRIOUSINK 辿 
先端 の つぶ ぷれ て いな い が 表記 され て いる 。 


ニ プ で 、 き れい な 線 や 訓 
喜 を 描き まし ょ う 。 《 ンー | 』 | 


ニブ の 交換 
専用 の トゥ イー ザー で ニ プ を は さ み 、 イ 


ンク の は ね に 気 を つけ て 下向き に ゆっ 1 

くり と 3 引き 抜き 、 新 し い ニ ブ を 差し 込む 。 
る プロ ー ド タイ プ の ニ プ に パリ オス イン ク の 先 
人 端 を つけ て 、 直接 イン ク を 吸わ せる よう に し 
を て 補充 する 。 少 し ずつ 吸い 込ま せ て いく 。 
MI * 針 状 の 補充 用 プー スタ ー を 用 いる 方 法 も ある 


(公式 ペー ジ 参 照 ) http://copic.jp 


ooooweweeeo' 


(A) コピ ッ ク の 色 番 号 を 記入 
する タイ プ の 色 見 本 。 


LT ユエ ミミ ミミ オオ オオ す ! 


@OoOoOweweoe@Oo 


OOOoOoweeee@ 


OOOOOw ee@@@, 


色 見 本 帳 を つく ろう 


ooooooewe@6: 


+OOGOOOGOQD に 
e ロ DU ロロ @ 明度 の 数 字 
ssHHDH ロ ロロ ロ 000/00/09 の 
*' 征 ロ 還 DUOD ロ 12 段 階 ある 。 

> 園 還 口 還 口 司 ロロ 

* ぷ ロロ 田口 財 ロロ 


品 ロ 箇 ロ ロロ ロロ 分 


順に 並べ た タイ プ の 色 見 本 。 の 書き 込み を 省略 し て いる 。 


| 
計 蜂 画 品 ロロ ロ 昌 昌 由 お スス メ は コ ビ ッ ク の カラ ー シ ス テム に 
回 正 BB 還る おち せ て っ くっ た も 見 本 (B)。 持っ て い 


(B) コピ ッ ク を 色 系 統 と 明度 る 色 が ひと 目 で わか る の で 便利 。 色 名 


⑩ 色 記号 R(Red) @ も 系 統 の 番号 0 一 9 の 10 種 。 


同村 上 同 『 同 り 周 『 『 固 圧 大 ! 下 


R 29 (ipstick Rea) 一 @ き る 


ogg | し 明度 
@ も 系統 


粗 茶 さん が 考案 し た 記入 用 紙 に 持っ て いる コピ ッ ク の 人 色 記 号 別に 塗っ て いっ た 人 色 見 本 帳 。 
この 見 本 帳 は 、(A) タイ プ (B) タ イ プ が 束ね られ た 1 冊 で ある 。 


コピ ッ ク 整 理 方 法 の 
いろ いろ 


た くさ ん の コピ ッ ク を 持つ 作家 さん は 工夫 し て 、 使 いや すく 整 
理 を し て いる 。 著者 の 粗 茶 さん は コピ ッ ク を 寝かせ て 管理 で 
きる 専用 の 棚 を つく っ て いる 。 使い た い 色 が 取り 出し や すく 、 
コン ディ ショ ン が よく 保てる の で 、 制作 が スム ー ズ に 行え る 。 


オリ ジ ナ ルカ ラー も つく れる 


メイ キン グ の ペー ジ で 、 バ リオ スイ ンク を 混ぜ 合わ せ て つく 
る 「 自 作 カラ ー」 を 紹介 し て いる 。 好き な 色 に 0 (カラ ー レ ス 
プレ ンダ ー) を 加え て 薄い 色 に し た り 色 同士 を 混ぜ て 独自 の 
色 を つく る こと が 可能 。 粗 茶 さ ん 自作 の 「S01」 は 、E50 と 
YR30 を 空 の パリ オス イン ク の ボトル で 調合 し 、0 で 薄め た 淡 
い 色 。 調合 し た イン ク を 空 の コピック スケ ッ チ の ペン に 、100 
円 ショ ッ プ の 注射 器 ( 針 が 太く 、 ス ポイ ト 代わ り に 使え る 優れ 
も の ) で 注入 し て 使用 。 


汁 ら 浴 記 寺 固 S 骨 涯 ささ U 


「 重 ね 塗り 」 と 「 グ ラ デ 塗 り 」 を 使い 分 け よう 


36 一 43 ペ ー ジ の 
重ね 塗り で 
描い て み ま し た 


守 夢 の 線画 を 
使っ て 解説 


36 ペー ジ の 6 色 限 定 の 塗り 絵 で 紹介 し た 使用 色 。 
霊夢 の 服用 の 「 鮮 や か な 赤 」 が 入っ て いな い …。 


⑤@@@⑥O@ 


VOl VI5 RV 間 Yesl E5o E7I 


服 の 色 を つく り 出 す 手 順 明る い 部 分 の 赤 


オイ 甘 


カゲ 部 分 に V15 明る い 部 分 に 下 の 色 が 乾い 
を 下塗り 。 YR31 を 下塗り 。 た ら 、 全 体 に 


RV34 を 重ね 塗り 。 や ィ ー ヒ は 淳 ja 浴 リ 7 


重ね 塗り で 魔法 の よう に 輝く 色 が 生ま れ ま す 。 


R14 を 基本 色 と し て 「 グ ラ デ 塗 り 」 し て みる 64 ペー ジ 雛 (ひな) は 、 そ の 代表 作品 で す ! 


CCP 江 
か て の よー 馬 R14 と 相性 の 良い 色 の 例 


基本 色 色相 の 差 
色 と 色 を つなげ る よう に 塗っ て グラ デー ショ ン を つく 
る 「 グ ラ デ 塗 り 」 は 、「 重 ね 塗り 」 と 違っ て 、 コピ ッ 
ク が 乾 か な いう ち に 作業 を 進め る こと が 重要 。 先 に 
塗っ た 色 を 後 か ら 塗 る 色 で 引き の ば し て 、 滑 ら か な 
色調 を つく り ま す 。 慣 れ な いう ち は 、 近似 色 を 使っ FT 
た グラ デー ショ ン か ら 始 め ま し ょ う 。「 グ ラ デ 塗 り 」 を R14 弱 
多用 する と 、 水彩 の よう な 大 所 も 出せ ます 。 | LWc が も 宋 と い 8 いい 多 や 芝 を くす ませ 
色 系 統 は 1 が 同じ 色 。 度 が 低く て も 合う 。 た 色 な の で 、 彩 度 
ネ 色 番号 の 読み 方 は 、 18 ペ ー ジ 参照 。 色 記号 は Red( 赤 ) が 低い 。 


つく りや すい グラ デ 塗 り の 例 


色相 の グラ デ 


R14 


下 の 色 相 環 で 見 る と 、R ( 赤 ) と RV( 赤 紫 ) は 
お 隣 同士 の 近似 色 な の で 相性 が 良い 。 


難易 度 高め の グラ デ 塗 り の 例 


混ざる と グレ イ が で きる 。 


色相 の グラ デ 


下 の 色 相 環 で 見 る と 、 赤 と 緑 は 反対 側 に 位置 する 。 色 の 差 が 大 き 
に くい 。 た と えば R14 と G14 の 間 に Y15 を 入れ る と 、 な 


明度 の グラ デ 還 店 


明度 の 差 が 大 きい 場合 も 、 間 に 2 色 一 3 色 と 赤 の 色合い を 


増やせ ば 、 グ ラ デ ー シ ョ ン が つなが りや すく な る 。 


彩 度 の グラ デ 訪 語 W-4 


鮮やか な 赤 を 段階 的 に グレ イ に な じ ま せ て いく 塗り 方 も 、 
間 に ほか の 色 を 加え な けれ ば 琴 易 度 が 高い 。 


難易 度 の 高い グラ デー ショ ン を 使い た い 場合 、 色 の 差 が 大 きい 2 色 を つなぐ と き 不 自然 に な る の を 緩和 する に は 、 


明度 の グラ デ 
同色 相 よる グラ デ 塗 り は 、 
イラ スト の 中 に と て も よく 使わ れる 。 
彩 度 の グラ デ 症 滞 民 E04 
鮮やか な 色 か ら 鈍 い 色 に 移り 変わ る グラ デ 塗 り も 、 
よく 使用 され る 。 
間 に ど ちら と も 相性 の 良い 色 を 入れ る こと で す 。 
グラ デ 塗 り の 例 


R④) 


RV( 赤 穫 ) 


っ 時 rr( へ て で と ) 
琉 所 ( ゆ ど 也 滴 癌 ゆ 


V 


色相 環 に よる 色 番 号 の イメ ーー 


相性 の 良い 色 同 士 で 
グラ デ 塗 り し て み ま し た 


グラ デ 塗 り は 、 色 同士 の 関係 が 近い ほう が つく りや すく 
な り ま す 。 色 同士 が 似 て いる か どう か は 、 あ る 程度 の 判 
断 が 色 番 号 で も 可能 で す 。 重ね 塗り は 基本 的 に 色 と 色 
の 足し 算 で 、CG の 乗算 に 近い 塗り 方 で す 。 慣れ な いう 
ち は 、 ペ ー ス 色 を 塗っ て か ら カ ゲ の 色 を 入れ る と よい で 
し ょ う 。 同じ 色 の 重ね 塗り で も 濃い 色 が つく れ ま す 。 


重ね 塗り を 
応用 し て みょう 


重ね 塗り の 例 


vV wl E7I 


23 


せら 浴 rr 半周 S 磁 肖 ぐ CU 


色 味 の 異な る 4 つの グレ イ を 使い 分 け よ う 


色 に は 赤 、 青 、 黄 の よう に 色 味 を 持っ た 「 有 彩色 (ゆう さい し ょ よく) と 黒 、 灰色 、 
白 の よう に 色 味 の な い 無 彩色 (むさ いし ょ く ) が あり ます 。 有 彩色 は 色相 ( 色 合 
い の こ と ) と 明度 (明る さ の 程度 ) と 彩 度 (鮮やか さ の 程度 ) で 区 別 さ れ 、 無 
彩色 は 明度 の 差 で 表す こと が で きま す 。 コ ピッ ク の 灰色 (グレ イ ) は 公式 サイ ト 
の 言葉 を 借り る と 「 近 無 彩 色 」。 実 際 に は 完全 な 無 彩 色 で は な く 、 わずか な 色 味 
を 持っ て いま す 。4 タ イプ の それ ぞ れ の 特徴 を 生か し て 使っ て み ま し ょ う 。 


Warm Gray (ウォ ー ム ダレ イ ) 


〇 〇 @⑤@ 人 @ ら の ら @⑥@⑥@ ら @ 
2 3 4 5 6 M 8 


9 0 


Cool Gray ウール グレイ) 


) 〇 〇 の 人 らら らら の @ 
5 6 7 8 


0 0 1 2 3 4 9 0 


NeutraLGray (ニュ ー ト ラル グレ イ 


〇 ららら の @ 
1 2 3 な ちの 2 0 9 0 


Toner Gray (ナー ダレ 


の eeeooe 


9 1 9 10 


トナ ー ダ グレ イ は 、 
赤み の ある 灰色 
ニュ ー ト ラル グレ イ よ り は 
ウォ ー ム グレ イ に 近い 。 
印刷 や コビー し た と き に 
出 や すい グレ イ ら し い の で 、 
トー ン の 差 を 見 せ た い 
原稿 に 活用 で きる 
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criS 章 租 で 導 馬 SO ぽ ど 往 Jp※ー ス サト 計 古 は 叶 半 (人 0) 誠 件 。 叶 時 角 話 9(9W) 天 な さ か ニキ 


汁 ら 浴 半 央 S 隊 怪 さ ぐさ CU 


併用 する 画材 …… 色 多 筆 、 ホ ワイ ト 、 マ ル チ ラ イナ ー、 消 し ゴム 


色 を 塗っ て いる 途中 や 仕上 げ の 段階 で 、 一 緒 に 使う 画材 も そろ えて お きま し ょ う 。 水 で 溶い て 使用 する マン ガ 用 ホワ イト は 、 メ イキ ング の ペー ジ を 参考 に し て くだ さい 。 


1 


フリ ル の 明る い 部 分 を 色鉛筆 の ホワ イト で 加筆 。 ハイ ライ ト を 太字 用 の ホ 小さ な 光 は 細い ホワ イ 
ワイ ト の ボー ル ペ ン で 。 ト の ボール ペン 使用 。 
3 


ドー ル シグ ノ 顔料 


ゲル イン ク の 1.0mm ボ ー on 
ル ペ ン 。 不透明 な ホワ イト ーー 間 症 時 MWT 
を くっ きり と 入れ られ る 。 ーー 


Ne 9 


まつ 毛 や 瞳 の 上 側 を マル チラ イナ ー で や や 強め る 。 セ ビア と オリ ー プ を 使用 。 


* 
凍 。 
仕上 げ 段階 に は 色 銘 筆 で リボ ン の 質感 を 描き 込む 。 火 神 レ オ さん は 
油性 色 鈴 筆 の ユニ カラ ー を 愛用 。 


デ ーー ーー ニー-・ my 


ユニ ボー ル シグ ノ エン ジェ リッ ク カ ラー AC ホ ワイ ト 0.7mm 細い タイ プ の ゲル イン クボ ー ル ペン 。 


コピ ッ ク で 塗っ て いく と 画面 が 光っ て 徐 り に 
くく 〈 な る こと が ある 。 消 し ゴム を か け て 、 テ カ 
リ を 消す と よい 。 


着物 の 柄 を 点描 する 。 
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フェ 
6 色 の 塗り 絵 で 
彩色 の コツ ! 


コピ ッ ク の 特性 で ある 速 乾性 を 生か し て 、 きれ いな 塗り 方 を 
身 に つけ まし ょ う 。 塗り 方 は 大 きく 分 ける と 2 つ あ り ま す 。 先 
に 塗っ た 色 が 乾 か な いう ち に 素早 く 次 の 色 を 塗っ て 色 同 士 の 
境 め を な くし て いく 「 グ ラ デ 塗 り 」 と 、 塗っ た 色 の 上 に 次 の 色 
を か ぶせ る よう に 塗る 「 重 ね 塗り 」 で す 。 こ の 2 つの 基本 技 
法 を 試し て み ま し ょ う 。 魔 理沙 で は 「 グ ラ デ 塗 り 」、 霊夢 で は 
「 重 ね 塗り 」 を 効果 的 に 使っ て 塗っ て いき ます 。 こ いし の 塗 
り 絵 で は 、 2 タイ プ の 塗り 方 の 合わ せ ワ ザ を 使っ て いき ます 。 


6 色 限 定 の 塗り 絵 で 「 グ ラ デ 塗 り 」 を 学ぶ 


R11 E51 


E31 


魔 理沙 の 線画 を 使っ て 、 グラ デー ショ ン を つく る 塗り 方 、 略 し て 「 グ ラ デ 塗 
り 」 を 練習 し て み ま し ょ う 。 小 さ な 画 面 に 全身 を 入れ た い の で 、 キ ャ ラク ター 
は 2 頭 身 半 程度 の ミニ キャ ラ に デザ イン し て いま す 。 色 と 色 を つない で な め 
ら か に 変化 させ る グラ デ 塗 り の ワザ を マス ター し て 表現 に 幅 を 出し ます 。 


竣 雨 魔 理沙 の 場合 … 粗 茶 


パソ コン で 描い た イラ ス 
ト を 水彩 紙 に プリ ント ア 
ウト し て 線画 を 用 意 す る 。 


日 
! 日 
上 8 I 
『 由 六 塗り 絵 用 な の で 、 く っ きり 
量 『 ドド と し た 輪 施 に な る よう に 
包 メリ ハリ の ある 黒い ライ 
ム 
時 重 人 が ン に し て いる 。 
良 学 
目 朋 記 1 
- る 
た 巻 
か 
れ 
で 
い 
4 
er > 
6 色 だ け で 全身 を E 沙 


塗れ る よう に 色 を 上 厳選 。 マー メイ ド 水 肛 紙 を 使用 。 


- 二 グラ デ 塗 り の 組み 合わ せ 
試し 塗り し な が ら 、 使 用 色 を 選ん で いく 。 二 間 生 と 上 貞 
R11 E31 W-2 
E31 Y21 W-6 R11 Y21 
人 た 』 上 1 om 
に E51 
W-2 。 W-2 W-2  E51 E31 @ な し Ya1 W-e 
| すぐ に アー スカ ラー の ( 紙 の 白地 ) (W-5 で も よい ) 
肌色 や 服 の 色 、 金 髪 と 目 に 使う 色 の 相性 を 和紀 E31 で ぼかし て みて 、 
確認 し な が ら グラ デ 塗 り に 使う 色 を 決定 。 色調 を 確か め る 。 ほう き と 服 (@) 
レン 
W-6 W-e 
服 トヨ ハ ダ ほう き 
1 1 | 
亡 口 園 22 塗っ て 基礎 練習 
ん だ Y23 よ り E31 W-2 Ss 
W-2 。 W-6 。 Y23  E51 。R11  E31 や 明る め の Y21 に 人 
変更 。 6 色 を 決定 。 
Y21 な し 
Ya1 
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訓 まず 肌色 か ら 


R11 で 顔 の カゲ に な る 


O 
の 9 H 
2 前 髪 が つく る カゲ の 部 分 を 小 る 。 脚 も R11 で 塗っ た 後に 
E51 で ぼかし て グラ デ 
塗り に する 。 


次 は 目 の 色 へ 


黄色 の Y21 を 目 の 
中 に 塗っ て いく 。 


Y21 E31 


ジノ Y21 が 乾 か な いう ち に E31 を 重ね て グラ デ 塗 り 。 ぞ 腕 の ヒジ や 手首 部 分 
に E51 で カゲ を つけ る 。 


全体 に 肌 の 色 を 置い た 段階 。 指先 に も R11 
で 赤み を つけ 、 E51 で な じ ま せ る 。 


目 の 部 分 が で きた 。 上 の ほう が や や 濃く て 、 
下 に 向かっ て 淡い グラ デー ショ ン に する 。 


ー マ US 選 部 ご 職 S ほ の | | 


服 の カゲ 色 を 入れ る 


CO 


服 の 白い 部 分 の カゲ に は ウォ ー ム グレ イ の W-2 幅 子 の 下 の フ リル に 
を 使用 。 リ ボン の 陰影 を 塗っ て 厚み を つけ る 。 カゲ を つけ る と 、 立 
体 的 に 。 


(9 
エプロ ン の シワ や フリ 
ル は 、 さ っ と は ら う よう 
な 直線 や 短い 線 で 塗っ て い 
く 。20 ペ ー ジ の 「 方 」 の 字 
の 筆 法 練習 が 役に立つ 。 


金髪 の 色 は 、 目 と 同じ 2 色  () () 


Y21 E31 


1 前 回 か ら Y21 
。 『 て で ギザギザ の 
形 を 描い て いく 。 
N AU 
へ 下 の ほ うに ご \ パ 
| 2 E31 を 塗っ 
て グラ デ を つく る 。 
\ 


) 


肩 に か か っ た 房 の 部 分 に も 突っ た ギザ ギザ の エッ ジ が や や 6 最も 明る い ハ イラ イト を 白く 塗り 残し な が ら 金 髪 を 塗り 進め る 。 
形 を 描い て いく 。 濃く な る よう に 塗る 。 
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E31 の は ら う よう な 8 内 側 を Y21 で 塗る 。 E31 で ギザ ギザ を 増 や 
線 で 失っ た 形 を 描く s し 、 グラ デ 塗 り 。 


Ki、 


1 髪 の ウ ェ ー ブ 乾 か な いう ち に 髪 の 房 同士 が 重 な 
に 合わ せ て 曲 Y21 で の ば す 。 つて で きる カゲ に 1 3 胡 の 塗り が 仕上 が っ た 。 今回 は アタ リ な し で 髪 の ハ イラ イト を 白く り 
線 的 に 塗る 。 E31 を 重ね る 。 残し て いる が 、 目 立た な い 黄 色 の 色鉛筆 な ど で 軽 く 線 を 引い て も よい 。 
由 ぃ ニ ボッ 
ほう き と ブ ー ツ を グラ デ 塗 り 
ほう き の 柄 を W6、 


E31、Y21 で 塗っ て い 
く 。 東 の つけ 根 を ウォ ー 
ム グ レ イ で 暗く し 、 E31 で 
塗り 進め て いく 。 ブ ー ツ も 
還 Y21 と E31 で 塗っ て いる 。 


ハイ ライ ト を 塗り 残 3 乾 か な いう ち に Y21 リボ ン の あたり に 暗い ほう き の 柄 は E31 で タテ 方 向 の 線 を さっ と 引 く よ うに 塗り 、 
し て E31 で 描く 。 を 塗っ て な じ ま せ る 。 色 を 重ね る 。 細い ハイ ライ ト を 塗り 残し て いる 。 


vowwscwoo。 


| 


帽子 は 濃淡 2 色 の グレ イ で 


帽子 の 内 側 と 先端 


Nw 


フチ か ら W-6 で 2 素早 塗り 進め て つば 部 分 の エッ ジ は 、 
塗っ て いく 。 いき ます 。 照り 返し の 部 分 を 白く 
細く 塗り 残し ます 。 
W-2 
| W-6 
帽子 の 先 は W- 6 か ら 塗り 始め 淡い ほう の W-2 で の ば し 、 さら 6 服 や スカ ー ト の カゲ に な る 部 分 も W-2 と W-6 で 塗っ て お く 。 
る 。 コ ピッ ク を 立て る よう に 持 に W-6 で グラ デ 塗 り 。 


つて ニブ の 先 を 使っ て 塗っ て いく 。 


帽子 の 外側 


/ 淡い W-2 を 帽子 の すぐ に 濃い W-6 9 ぼかし て グラ デ 塗 り 。 
外側 に 塗っ て お く 。 を 塗る 。 


1 0O 外側 か ら 輪 郭 に 沿っ て 、 線 描き 1 1 W-2 や W-6 で な じ ま せ て いく 。 1 2 グラ デー ショ ン に な る よう に 調整 する 。 
する よう に W-6 を 置く 。 
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帽子 の つば 部 分 


TE 


1 5 内 側 に 白く 残し た エッ ジ 
部 分 を W-2 で ぼかす 。 


| 反対 側 の 端 に も 先 に 
W-2 を 塗る 。 


1 】 は み 出 き な いま うに て いね い に 。 


1 4 すか さ ず W-6 で の ば す よう 
に グラ デ 塗 り 。 


1 6 外側 も W-2 で 調整 し て ぼかす 。 


に 
6 
マン 


1 8 濃い W-6 で の ば す 。 


合 


20 W-2 で な じ ま せ て いく 。 


グラ デ 塗 り を 2 回 重 今回 の メイ キン 
ね た も の 。W-6 を 使 グ に 使っ た ウォ 
つた と きよ り も 、 な ー ム グレ イ W-6、 
め ら か な グラ デー シ W-2 の 2 色 に よ 
ョ ヨン に な っ て いる 。 る グラ デ 塗 り 。 


黒い コス チュ ー ム に W-6 を 使用 し た が 、 こ れ より も 明る い W-5 な ど で 
も グラ デ 塗 り で きる 。 今 回 は 温か い ト ー ン の ウォ ー ム グレ イ を 選ん だ 。 グ 
レイ に は クー ル 、 ニ ュー トラ ル 、 ト ナー、 ウ ォ ー ム の 4 タイ プ が ある の で 、 
手元 に ある コピ ッ ク を 使用 し て みよ う 。 * グ レイ の 使い 分 け は 24 ペー ジ 参 照 。 


グ 1 同じ W-6 と W-2 で 服 の ほう に 取り か か っ て いく 。 
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-vowssoo。 


ベス ト と スカ ー ト も グラ デ 塗 り 


ンー ーー 
1 明る くす る 部 分 か ら 2 W-6 で 重ね る よう に 3 ボタ ン を 塗り 残し な が 
W-2 を 塗っ て いく 塗っ て いく 。 ら 、 W-6 で 塗り 進め る 。 


4 ペスト 部 分 の 上 の ほう 
が 淡く 、 ナナ メ 下 に いく 


5 画面 上 で イン ク を な じ ま せ る よう に 、 た っ ぷり 塗っ て いく 。 
/ に 連れ て 濃く な る よう に する 。 


の / 淡い W-2 で の ば す 8 明る め に 残し た いと こ 
よう に 、 グラ デ 塗 り 。 ろ に W-2 を 塗っ て いく 。 


る 
し 
6 

ま / 

NN 


り 乾 か な いう ち に 濃い W-6 を スカ ー 1 0) W-2 で な じ ま せ る よう に 1 1 リボ ン が 帽子 の 上 に 落と す カゲ を つけ て 、 
ト の 端 か ら 塗っ て いく 。 塗り 広げ る 。 前 後 関係 を わか りや すく する 。 
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回 仕上 げ 


vovswoop。 


ほう き の リ ボン を W-6、W-2 の 完成 。6 色 で 魔 理沙 の 痛 雨 魔 理沙 (きり さめ まり さ ) 
ウォ ー ム グレ イ で 仕上 げ る 。 塗り 絵 が で きた 。 マー メイ ド 水彩 紙 A5(21x14.8cm) 


フチ 取り し て 塗る と 、 平面 的 に な る 色 を つけ た い 範 囲 か ら ハ ミ 出さ な いよ うに 、 フ チ 取 り し て か ら 塗る 方 法 が あり ます 。 
均一 な ペタ 塗り に し た い 場合 は これ で も 良い の で す が 、 グラ デ 塗 りや 重ね 塗り を 生 
か し た ほう が 画面 に 変化 を 出す こと が で きま す 。 


黄色 1 色 だ け の 「 金 髪 」 で 
も 平面 的 で 面白 い 表 現 
に な る こと が ある が 、 今 
回 紹介 し た 作品 の よう に 
立体 的 な 感じ に 見 せ た 
い 場 合 、E31 の よう な 茶 
色っぽ い ア ー ス カラ ー と 
鮮やか さ を 抑え た 黄色 
を 組み 合わ せ た 塗 り 方 
の ほう が 、 英 の 光沢 感 が 
出 て 表情 か に 描け る 。 


輪郭 の 内 側 を 全部 フチ 
取り し て か ら 中 を 塗る と 、 
最初 に 引い た フチ の 部 
分 が 乾い て し まい 、 ム ラ 
の 原因 に な る こと が ある 。 


6 色 限 定 の 塗り 絵 で 「 重 ね 塗り 」 を 学ぶ 


霊夢 の 線画 で 重ね 塗り を 練習 し ます 。1 色 で ピッ タリ く 上 3 

が な い d り じ 塗れ る よう に に 色 
る 色 が な い 場 合 で も 、 2 色 以 上 を 重ね 塗り する と 好み 本 IS 
の 色 が つく れ ま す 。 目的 の 色合い に な る よう に 、 何 回 色 の 目 と 壁 の 審 夢 を 描く 


も 繰り 返し 重ね て いく と 濃淡 な ど が 調整 で きま す 。 


博 麗 霊夢 の 場合 … 火 神 レオ 


重ね 塗り の 組み 合わ せ ・ あ 茸 は 生 る 叶 


赤い 部 分 (上 
RV34 Sou 仙 2 ニ スカ ラー 
YR31 8 @ 光 1( 明 部 ) 
V15 ④ カゲ 1( 時 部 ) 
白い 部 分 ( 央 と 大 芝 ) 


黄色 い 部 分 (ネクタイ ) 
YR31 ③ ペー スカ ラー 
Vo1 ②⑨ カゲ 1 
Vs ①⑪ カゲ 2 コビー 用 紙 に プリ ント し た イラ スト を 、 マ ル 


チラ イナ ー で な ぞ っ て 塗り 絵 向き の メリ ハ 
茶色 い 部 分 ( 藤 と ) リ の ある 線画 に し た (16 ペ ー ジ 参照 )。 

は ん ⑩ ベー スカ ラー 
② カゲ 2 


③ ぼかし 色 


V01 V15 RV34 E71 E50 YR31 


還 あ の 全 有 も () 介 @W @ OO の 


③ カゲ 2 
① カゲ 1 
② ぼかし 色 


遼 最初 は 肌色 か ら 


服 の カゲ 色 と 目 の ベ ー ス 色 を 入れ る 
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フリ ル と 服 


N 


3 1 
1 E50 つ VO01 フリ ル の カゲ に E50 を V01 一 E50 右 ソ デ の カゲ に VO1 を 
塗っ て V01 で ぼかす 。 塗っ て E50 で な じ ま せ る 。 


ビー の 
E50 一 VO1 左 ソ デ の カゲ は E50 を VO1 と E50 を 交互 に 塗っ て いく 。 自 や 黄色 に な る 部 分 の カゲ 色 に は 、 淡い 紫 の VO01 と ぼかし 色 の E50 を 重ね 
塗っ て VO01 で ぼかし て いる 。 る 。 塗っ た 色 が 乾 か な いう ち に 、 も う 1 色 で な じ む よう に 塗っ て ぼかし 、 役 妙 


な 淡い 色合い に する 。 ボ カゲ 人 色 な どの 下塗り に は 、 グラ デ 塗 り の ワザ を 使用 。 


菩 い 紫 の V01 を 塗っ て 濃い 上 の 7 交互 に 塗っ て 、 少し ずつ カゲ 色 を 
V15 を 塗り 、 V01 で ぼかす 。 濃く し て いく 。 


8 瞳 に E50 を 下塗り 。 乾 か な いう 


うち 1 1 カゲ 色 や 目 の ペ ー ス 色 が で き て きた 。E50 は 肌色 だ け で な く 、 
YR31 を 塗る 。 


「 ぼ か し 色 」 と し て 活用 で きる と て も 便利 な 色 。 
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濃い カゲ 色 と 目 の 重ね 塗り 


リボ ン と 服 


1 赤い リボ ン の カゲ 色 を V01 と 2 スカ ー ト の カゲ 色 を V15 で 塗っ て お く 。 
V15 で つけ て いく 。 


シワ や 上 着 の カゲ 色 は 
V01 と V15 で 。 


の 風 の 上 
部 分 に V15 
で カゲ を つけ る 。 


黄色 い ネ クタ イ と 赤い 服 の 色 を 重ね る 


に 4 


3 上 着 に RV34 を 
重ね 塗り 。 


ぐ ぷ へ o ーー 
1 ネクタイ と 上 着 の 下 の ウ の ソ デ の 内 側 に 
ほう に YR31 を …。 RV34 を 塗る 。 


白い まま だ っ た 明る い 
面 に YR31 を 下塗り し 、 
RV34 を 重ね る 。 


5 模様 を 白く 残し て 
塗っ て いく 。 


5 左側 に も 塗っ て いく 。 


6 YR31 と RV34 の 重ね 塗り で 、 鮮やか な 赤 が で きた ! 


vowwwxop。 


リボ ン と カゲ 色 の 重ね 塗り 


リボ ン 
(| 0 1 
YR31 を 下塗り し た ら 、 時 間 を 置か ず に 明る い 孝 分 は 再度 YR31 
RV34 を 重ね 塗り 。 重ね る ! を 重ね て 鮮やか に 。 
% 1 6 V 上 
4 模様 を 避け て YR31 を RV34 を 全体 に 紙 の 上 で 色 同 士 が 重 
塗り 、 RV34 を 重ね る 。 塗っ て いく 。 な り 、 きれ いな 赤 に 。 
服 や 小物 、 目 リンド な いも を 恒 ま 、 会 価 の も パラ ンス を 見 る 。 
Y 
カゲ 色 を 調整 し て 
濃く し て いき ます 
スカ ー ト の カゲ に ソ デ の 内 側 に も 
E71 を 重ね 塗り 同じ 色 を 使う 。 
SN に | い 


0 シワ 部 分 も 濃い 1 1 手前 の カゲ の 部 分 
色 に 。 に は V15 も 重ね る . 


み ) ジ y べ る 
ミト 選 プ の K 
K レ 
2 計 5OO き < ペペ ポンッ 
な 光 を 入れ る 。 Ns ぷ 
| ョ 
1 3 クツ に は YR31 
を 重ね る 。 1 大 常 の カゲ 色 を 1 服 の ソ デ 、 フ リル な どの 白い 部 分 に も 、 
E50 で 調整 。 E50 で 淡い 色 を 置い て いく 。 
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賠 茶色 い 髪 の ベー ス 色 を 塗る 


6 
3 毛 先 の 部 分 を は み 
出さ な いよ うに 。 


B 
1 端 か ら E71 を 広い 面積 の 部 分 
べ タ 塗り を 塗っ て いく 。 


8 1 
当 り や すい 方 向 に 5 手前 の 束ね た 概 カゲ 部 分 に 塗り 忘れ 
を 塗る 。 が な いよ うに 調整 。 


回 転 させ て 進め る 。 


髪 の カゲ 色 を 重ね る 


右 の 房 に 同じ E71 フチ の 部 分 を 
で カゲ を つけ る 。 塗っ て いく 。 


いい 人 
の べり 計 / こ 


4 髪の毛 が 徐々 に 立体 的 に な っ て きた ! 5 ヨコ の 髪 に も カゲ を つけ て いく 。 


6 ニブ の 先 で 輪郭 に 沿っ て カゲ の ライ ン を 引い て いく 。 


41 


wowswo。 


回 仕上 げ 


egd63 


1 E50 を な の 典 全 体 に 下塗り 。 乾 か な いう ち に E71 を 3 右 の 瞳 に も E50 を 下塗り 。 4 E71 を 重ね る 。 
全体 に 重ね 塗り 。 
| ら 
ー ン 性 ー ン イ 間 ー ン 依 
5 E50 を 明る い 部 分 に 塗る 。 6 すぐ に E71 を 重ね る 。 明る い 部 分 と カゲ の 境 め を 8 左 の 護 も 同じ 手順 。 
少し 残し て 、 左目 へ 。 


塗り 残し て いた 境 め を 1 0 カゲ の 部 分 を V15 で 重ね 塗り 。 
E71 で つなぐ 。 

目 を 描く ポイ ント … 

納得 の いく 色合い に な る まで 、 

重ね 塗り を 繰り 返し て いく こと 。 


ン < り 


1 の 右 の カゲ に E71 を 重ね る 。 1 3 奥 の 髪 に も 重ね 塗り 。 E 1 4 手前 に ある 髪 の カゲ に も 重ね る 。 
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博 衣 霊 夢 ( は くれ いれ いむ ) 
コビー 用 紙 


A5(21x14.8cm) 


最後 の 仕上 げ は 、 髪 と 目 


er て 7 5 
カゲ に E71 を 重ね て 、 髪 を 


1 5 茶色 っ ぽく し て いく 。 1 6 oo 
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明る い 部 分 に も 


ー 
1 濃い 色 の 部 分 に YR31 を に じ ま 1 9 障 の カゲ 部 分 を より 暗い 
せ て 、 小さ な 光 部 分 を 調整 。 色 に し て メリ ハリ を 出す 。 


試し 塗り で 「 重 

ね 塗り 」 や 「 グ ラ 

Ao デ 塗 り 」 の 色 合 

い い が ど うな る か 、 

いこ の の > 実際 に や っ て み 
の て か ら 制 作 を し 


H 
1 

1 

1 

1 

H 

1 

1 

H 

H 

1 

1 

1 

! 

i A 

1 / てい ます 。 
1 人 
1 

H 

1 

1 

! 

1 イ 

1 

H 

! さ 
i イラ スト の と き は 、 線 画 は 赤 っ ぽい 茶色 に Photoshop で 着色 し て プリ ント 9 
! し て いる 。 塗 り 絵 で は 輪 放 を 黒い 線 に し た が 、 普 通 の イラ スト の 場合 は 、 

1 る 色 に 合わ せ た 色 の マル チラ イナ ー で 線画 を 描い て いる (17 ペ ー ジ 参照 )。 

1 


voswoop。 


6 色 限 定 の 塗り 絵 で 「 グ ラ デ 塗 り 」+「 重 ね 塗り 」 を 学ぶ 


魔 理沙 で グラ デ 塗 り 、 霊夢 で 重ね 塗り を レッ スン し て きま し た 。 こ こ で は 両方 の 合わ せ 
ワザ で 塗り 絵 を し て み ま す 。 コ ピッ ク で 描く と き は 、 2 タイ プ の 塗り 方 を 一 緒 に 使う 場合 
が 多い の で 、 各 パ ー ツ に 合わ せ て それ ぞ れ の 特徴 を 生か し て 描い て いき まし ょ う 。 


古 明 地 こ いし の 場合 … 粗 茶 


こい し の 使用 色 

に ーー 。 恒 后 
RV42 E00 YG23 B24 Y15 BV25 

肌色 は グラ デ 塗 り 


RV42 で カゲ に 色 を 董 き 、EC00 で 
な じ ま せ て グラ デー ショ ン を つく 
り ま す 。 


1 ヒ タ イ の カゲ 部 分 を RV42 で る 。 


ーー と へ 


ジ 髪 の 輪郭 の 外側 を 手早く 塗る 。 カゲ は E00 で ぼかし 、 鼻 や ロ の 中 に 
も RV42 で 色 を つけ る 。 


賠 目 は ベース 色 の 
上 に 重ね 塗り 


ベー ス に YG23 を べ タ 塗り し 、 
その 上 に B24 を 重ね て いき ます 。 


1 瞳 に YG23 を 塗っ て お く 。 


ハー ト 型 を 塗り 残し な が ら 、 B24 を 瞳 の 上 部 分 を 濃く 、 下 に 向かっ て 4 左右 の 瞳 に 色 が 入っ た 。 
重ね て YG23 を の ば し て いく 。 淡く な る よう に する 。 


髪 は 目 と 同じ 色 の 重ね 塗り 


1 ハイ ライ ト を 残し て YG23 を 塗る 。 コピ ッ ク を 立て 気味 に し て 、 曲線 的 
に 塗っ て いく 。 


ジ の : 
3 B24 を カゲ に な る 部 分 に 重ね 塗り 。 ヨコ の 回 に で きる カゲ に も B24 
を 重ね る 。 


リボ ン と 上 着 の 重ね 塗り 


RV42 と E00 で カゲ や シワ を 先 に 描い て お き 、 乾い て か ら 上 に 
Y15 を 重ね 塗り し ます 。 


の ( Eoo ] の RV42 [ @ ー @ Em 
[や い 


④ リ ボン 中 央 の 凹み に カゲ を つけ 、 ② 内 側 を フチ 取り 、 中 央 に 向かっ て ぼかす 。 
③ リ ボン の 端 に も 、 カ ゲ を 入れ 、 ④ さ っ と 引い て 、 ぼかし た 線 に する 。 


2 カゲ 部 分 の 下塗り が で きた 。 下 徐 り が 乾い た ら 、 全体 に 
Y15 を 重ね 塗り 。 


髪 の ハ イラ イト は 、 光 の 向き や ツヤ 感 で 立体 的 に 見 せる だ け で な く 、 
いき いき し た 動き も 感じ させ る こと が で きる 。 


4 重ね 塗り で きれ いな カゲ 色 を つく り 出 す 。 


ー ざ US9 中 選 芝 二 騰 ほ の 


回 スカ ー ト と エリ は グラ デ 塗 り 


5 ( 

ンプ 、 ンコ 
B24 で 線 を 2 " ぐ 23 を 6e。 
入れ る 。 


塗り 残し で 白い 線 を 引く 。 


CO) 7 


い 


色 が な じみ や すい よう に B24 で 乾 か な いう ち に YG23 で の ば す よ うに 
線 を 入れ る 。 グラ デ 塗 り 。 


6 カゲ や シワ に は B24 を 重ね る 。 全体 に YG23 を 重ね 塗り し て 、 
色合い を 青 緑 に 調整 


回 小物 と フリ ル は 、 べ タ 塗 り と 重ね 塗り 


の クー 


スカ ー ト に は 、「 重 ね 徐 り 」 と な だ ら か に 明暗 が 変化 する 「 グ ラ デ 塗 り 」 部 分 
を つく っ て いる 。YG23 で 塗っ た 上 に B24 を 重ね 塗り し た の で 、 髪 の 色合い 
と は 違っ た 色合い に な る 。 


④ ひし 型 の ボタ ン の カゲ の 面 に 色 を つけ る 。 ④ サー ドア イ を べ タ 塗り 。 ②③ イン ク を た っ ぷり し み 込ま せる よう に 塗っ て いく 。 
② カゲ 色 も B24 と YG23 の 重ね 塗り 。 ③ 色 が 薄く 見 える 部 分 が あれ ば 、 も う ひ と 塗り し て 調整 。 


/' 謗 


BV25 で 帽子 や リボ ン の スソ の フリ ル や クツ に BV25 で フリ ル の カゲ は 時 間 を お いて 同じ 色 の 


フリ ル を 塗る 。 色 を つけ る 。 
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重ね 塗り で 表現 。 


仕上 げ 
ンマ 2 駿 に 小さ な 光 を 入れ る 。 

【r】 
ラー < 


KO】 
3 リボ ン の 輪郭 に 白い 線 を 入れ て 、 前 後 関係 を わか りや すく する 。 


/ 人 な 人 


完成 。 ハ ー ト に も 色 を つけ て 仕上 げ ま す 。 古 明 地 こい し 

6 色 で こい し の 塗り 絵 が で きた 。 (こめ いじ こい し ) 

4 スカ ー ト の フチ も 同様 。 手前 に 出 て いる ソ デ 部 分 の 輪郭 に も コピ 
線 を 入れ る 。 A5(21x14.8cm) 


RV42 E00 


潤 器 計 涯 


Y15 


両方 と も 3 段 ある うち の 上 が グラ デ 塗 り 
(ペー ス )、 下 が 上 に 重ね た 色 。 真ん中 
は 上 と 下 を 重ね 塗り し て で きた 色 。 


B24 YG23 


ドコ 


YG23 


緑 部 分 の グラ デー ショ ン 句 側 は 、「 同 じ 色 
リボ ン と 上 着 は 「 重 ね 塗り 」… 紙 の 上 で 2 つの 色 が 混色 され て 見 える 。 の 重ね 塗り 」。 同じ 色 で も 時 間 を 置い て 
髪 と 目 は 「 重 ね 塗り 」… 重 ね て エッ ジ を つく る 。 く っ きり と させ た り ぼ か し た り 調 整 。 重ね れ ば 、 色 を 濃く で きる 。 

肌 と スカ ー ト は 「 グ ラ デ 塗 り 」 … 色 が な だ ら か に 変化 


坦 い 党 


ーUS 中 所 敬 ご 舞い 


の と さき 貞 4「 隊 下 」+「 記 隊 HUNIS」 叶 圭 小 


塗り 絵 か ら 練習 し て 、「 グ 
ラ デ 塗 り 」+「 重 ね 塗り 」 を 
マス ター すれ ば 、 大 き な 思 
画面 の 作品 も 描け る よう 
に な り ま す 。 こ の 古 明 地 さ 
と り と こい し の 作品 は 、 仕 
上 げに 色 鈴 筆 で 徹底 し 
た 描き 込み を し て 、 温 か く 
柔らか い 色 合い と 質感 を 
演出 し て いま す 。 カ ゲ の 
中 に も 複雑 な 表情 を つけ 
て 、2 人 の 強い 眼差し を 
印象 づけ て いき ます 。 
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粗 茶 
| 「 語 ら な いし 聞い て な い 」 
マー メイ ド 水彩 紙 
|  B4(35.7x36.4cm) 
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ー さ US は る 癌 ご 隊 S ほ の 


いさ ぷ 人 ーー キャ ラク ター の 線画 と コピ ッ ク が あれ ば 、 イベ ント の 会 場 で も 塗り 絵 を 楽 
イベ ン ト で 塗 り 絵 教室 し むこ と が で きま す 。 楼 (チェ ン ) & 大 走 柳 (いぬ ば し り も み じ ) 中 心 の 


イベ ント 「 幼 猫 政 選 」( よ う び ぴょ うば っ こ ) で の 塗り 絵 教 室 を 紹介 し ます 。 


会 場 に コピ ッ ク や 塗り 絵 用 
の 線画 、 お 手 本 の イラ スト 
を 用 意 。 粗 茶 さ ん の 画材 を 
特別 に 貸し 出し 中 。 参 加 者 | 
の 皆さん は 思い 思い の 色 
で 塗り 絵 を 作成 し て いる 。 


\! 


2 


あめ ! 


自作 の 色 見 本 を 参考 に 、 塗 る 色 を 選択 線画 を 鉛筆 の 濃淡 で 塗り な が ら 店 番 中 
(21 ペー ジ 参 照 )。 の 火 神 レ オ さ ん 。 


科 を 描い た 塗り 絵 の 前 長 の ハイ ライ ト 部 分 に 
お 手 本 イラ スト 。 0 を 塗る と …。 


瑞 の 白 抜き 
部 分 の に じ 
パラ ンス を 見 な が ら 、 スカ ー ト の 白線 部 分 に み は 、 フ チ が 少 
白 抜き し て いく 。 0 を 使っ て も よい 。 し 濃く な っ て いる 。 


イベ ント 会 場 の よう す 。 今 回 の 塗 

り 絵 レク チャ ー は 自由 参加 で 、 誰 

で も 立ち 寄っ て 楽し め る も の だ 

っ た 。 同 人 誌 を 頒布 する コー ナー 

で は 、 コ ピッ ク で 描か れ た 色紙 な 

ど が 多数 展示 され て いて 華やか 。 
オー クシ ョ ン に 出さ れ て いる 原画 

も 多数 あり 、 ア ナ ロ グ 作品 の 人 

気 は 高い 。 


陸協: 
幼 多 放 3& 妖 己 の 山 の 見 張り 役 準備 会 


人 気 キ ャ ラ か ら 学 ぶ 
コピ ッ ク の ワザ ! 


八雲 紫 ……> … 金髪 と 黄色 系 の 目 粗 茶 


金髪 ロン グ ヘ ア の キャ ラ 代 表 と し て 紫 を 選び まし た 。 6 頭 身 程度 を 想定 し て 、 胸 か ら 上 
の パス トシ ョ ッ ト で 描き ます 。 肌 の ペー ス の 色 は R11 と E51、 カ ゲ は E51 と E70 で す 。 


線画 を 用 意 。 ラ フ を ハガキ 大 の ワ ト ソ 
ン 紙 に トレ ス し 、 マ ル チ ラ イナ ー や ハ 
イ テ ッ ク C の 黒 で ベン 入れ し た も の 。 2 
初め に 淡い 赤 の R11 で 目の下 ( ホ 前 髪 が 落と す カゲ を E51 で 描く 。 肌 首 に で きた カゲ に は E70 使 用 。 濃 
オ ) や 唇 の 下 に 赤み を 差し て お く 。 の 大 き な 面 積 に な る の で 、 色 選び いと 感じ る か も し れ な い が 、 ほか の 
は 慎 重 に 。 パー ツ を 塗っ て いく と 気 に な ら な く な る の 
で 、 心 配 不要 。 


ンジ 1 
4 同じ E70 で ヒ タ イ に カゲ を 重ね る 。 E70 で 塗っ た 部 分 を E51 で な じ ま せ 
て グラ デ 塗 り に 。 


/ 


ヽ 


線 を 無視 し て E51 を 前 飼 に は み 出る (7 
よう に 塗る 。 仕 上 が っ た と き に 、CG 」 
で いう と ころ の グロ ウ 効 果 の よう な 雰 囲 ヒ タ イ の カゲ に E70 を 重ね 、 さらに 首 の カゲ 部 分 に も E70 を の せ て 、 際立た せ て いく 。 カ ゲ が 際立つ と いう こと は 、 


気 に な る 。 濃く し て 、 コ ント ラス ト を 上 げ て いく 。 白い 部 分 が 引き 立つ の で 、 顔 が より 将 力 的 に 見 える 。 
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12E コ 


髪 を 房 で 意識 する こと は 
と て も 重要 。 房 に な っ て 
いな い キ ャ ラ で も 、 そ う 
いう 意識 を 持っ て 塗り ま 
す 。 前 髪 は 大 き な 房 な 
の で 、 左右 (明る い 部 分 
と 暗い 部 分 ) に 分 割 し て 
色 を 塗っ て いま す 。 


毅 に ハイ ライ ト を 残し て 
E43 を 塗る 。 


上 か ら な ぞ る よう に Y23 で 
長 の 房 を 塗っ て いく 。 


4 


みぃ ヶ に ! 
| 3 生 ー ン 
ここ まで の 手順 を ひたすら 続け 
て いく 。 と ませ る 。 
く じ ま せ る 
Y26 E43 Y23 E42 E70 


グラ デ 塗 り に 使う コピ ッ ク の 相性 を いろ いっ 実験 。 色 同士 の な め ら か な つなが り の 
確認 用 に 、 試 し 塗り し て みる 。 金 髪 は 5 一 7 色 を 使っ た 多 色 グラ デー ショ ン 。 


アー スカ ラー (E70、 E43) か ら 黄色 (Y) へ と 広 す ぎる 面積 を 残さ な い の も コツ の 一 
り を 繰り 返し て 金 回 の 流れ を つく る 。 第 2 つ 。 ツ ヤ で 白 飛 び し そう な 部 分 に E42 
た ミニ キャ ラ の 魔 理沙 の 金 右 よ り 、 も っ と 多く で 筋 を 入れ て 、 長 の 流れ を 表現 し つつ 情報 
の 色 を 使っ て グラ デ 塗 り を 表現 量 を 上 げ る 。 


黄色 の 上 に E42 や E43 な ど を な 


E70 で カゲ 部 分 に 色 を 置き 、 
先 に 塗っ た 色 と な じ ま せる 。 


暗い 部 分 を 塗っ た ら 同じ よ 
うに Y23 で 明る い 部 分 を 。 


や や 暗い 黄色 の Y26 で 、 はらう よ 
うな 線 を 入れ る 。 


1 0 色調 の 変化 で 、 ツ ヤ の ある 髪の毛 を 塗っ て いく 。 


ー ま SU 性 めき させ 漠 と 


回 髪 つづ き 


1 最終 的 に 全体 の パ 1 黄色 と アー ス 
ラン ス 見 な が ら E71 カラ ー を グラ 
を 重ね て 、 カ ゲ 部 分 を や や デ 塗 り に 組み 込ん で 、 


暗く する 。 カ ゲ 色 に は 帽子 の 
近い 色 を 選ん だ 。 最 
ツ ご と が 独立 し て 
見 えな いよ うに する 工夫 の 一 
つ 。 自 い 部 分 の 横 は 意識 し 
て 少し 濃い 色 を 使っ て いる 。 


金色 の ツヤ 感 を 強調 
し 、 リア ル な 感じ に す 
る 。 金色 は 照り 返し 
部 分 の 彩 度 を 高く す 
る と 、 きら びやかな 金 
色 に な る 。 


回 目 … 黄 色 と アー スカ ラー で 輝き を 出す 


El6s= 


1 ハイ ライ ト を 残し て 、 すぐ に Y21 を 重ね 、 短い 距離 3 瞳 の 上 部 分 の カゲ に E70 を 使う 
淡い 黄色 の Y11。 の グラ デ 塗 り を な め ら か に 。 


4 E71 で まつ 毛 と 上 孔 を 描く 。 E70 で 下 ま ぶた に 接する 部 分 と 、 
瞳孔 の 大 き さ を 調節 。 


ベ 6 瞳 の フチ を 濃く 

し て より 印象 的 

な 瞳 に し 、Y20 で 鏡 全 

体 の 色 を な じ ま せ る 。 
金色 に 輝い 


て いる よう な 
購 に し て いく 。 


| 4 | 服 と 小物 ベース を 塗ら ず 、 カ ゲ だ け で 優し い 風合い を 表現 し ます 。 今 回 は シル ク の よう な 1 色 で は 表現 で き な い 彩 度 
の 高い カゲ に し た いと 思い ます 。 ま ず 数 色 (5 色 く らい ) の 色 を 選び 、 塗る と き に 迷う こと が な いよ うに し ます 。 
基本 的 に 色 数 の 多い グラ デー ショ ン を 使い た いと き は 、 塗り た い 場 所 の 近く に 配置 され て いる 色 (この 場合 、 
リボ ン の 赤 や 髪の毛 の 黄色 ) に 近い 色 の コピ ッ ク を 使っ て いき ます 。 


帽子 と 肩 の フリ ル と 帽子 の リボ ン 


と /4 ン 
Ss 
E41 は 髪の毛 の 色 に 近い 色 E41 に 近い 部 分 は 、 選ん で ある E41 を RV91 で の ば し て 、 
と し て 選ん で いる 。 BG90 で シワ の 色 を 入れ て いく 。 グラ デ 塗 り 。 


ーー ご 
次 は RV91 に E41 を つなげ る よう に 6 BG90 で リポ ン の カゲ を 拉 く 。 E41 や E70 な ど で フ リル の カゲ に 肩 の フリ ル の 裏 に は V91 で 紫 み を 
グラ デ 塗 り 。 変化 を つけ る 。 加え る 。 こ の 下 の ド レス の 色 は 柴 な 
の で 。 


帽子 の リボ ン と 色 を つなげ る よう に グラ デー ショ ン を つく る 。 〇 RV93 但 R83 ( RV34 ( 】 V25 


V25 や RV93 で カゲ を つけ た ら 、 1 0 RV93 で 暗い ピン ク 色 に 。 1 1 再び R83 で 明る い ピ ンク 1 V25 で カゲ を つけ 、 
R83 を 塗る 。 を 加え る 。 RV34 を 重ね る 。 
首 と 髪 の リ ボン 
帽子 の 赤い リポ ン の グ 
ラ デ 塗 り と 同じ 色 を 使 
つて 塗っ て いき ます 。 
明る い 面 に R83 14 RV93 で な じ ま せ て いく 。 
を 使用 。 
1 5 シワ や カゲ は し すぐ に R83 を 塗る 。 ブ CCtW2eVstto 
紫 の V25 で 。 7/ eb RV93 で グラ 塗り 。 
0 2220 RV93 で リポ ン の 形 に リボ ン の 部 分 に 4 色 を 手早く 塗り 進め て 、 
8 に ez っ 0s。 沿っ て 塗る 。 厚み や 裏表 を 表す 。 


ー ま SU 性 ゆき させ 漠 と 


国 仕上 げ … コ ピッ ク +e 


コピ ッ ク と 油性 マー カー で 目 の 調 整 


円 3 ま と コ 
有 め 下 ま ぶた の フチ に RV32 を 差す 。 ハイ ライ ト を 入れ る 。 不透明 な 油性 
ベイ ント マー カー の 白 を 使用 。 


に ニ ンス 


1 紫 の V25 で まつ 毛 の 下 に カゲ を 入れ ます 。 


ホワ イト の ペン 入れ 


『 NN 


ホオ や 首 、 撃 な どの 暗い 面 に 反射 光 を 入れ て いき ます 。 
ゲル イン ク の ボー ル ペ ン を 使用 。 


色 鈴 筆 の 重ね 塗り 


/ ン に 完成 。 金 回 を 引き 立て る リポ ン を アク セン ト に し た 。 リ ボン は 本 来 赤 だ が 、 
入れ 、 科 妙 な 色合い を 出す 。 全体 的 な 條 較 気 で 多少 の 色 変 更 が で きる 。 白い 帽子 や フリ ル の カ ダ 色 は 、 
いろ いろ な コス チュ ー ム に 応用 可能 。 ワトソン 紙 ハガキ 大 (14.8x 10cm) 


レ 


5 髪 の 暗い 面 に 紫色 の 線 を 。 
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十 六 夜 咲 夜 ( い ず よ い きく や ) ・** 銀髪 と 青色 系 の 目 ハハ ハハハ つつ つつ つつ つべ 粗 茶 


淡い 色合い の グラ デ 塗 り で 銀髪 や 服 の 白い 部 分 を 表現 し て いき ます 。 


WE 


ンチ ジー と // 1 RT 0 で 両目 の フチ を 前 も っ て 0 が 乾く 前 に R11 で 目 の 3 すぐ に 0 で ぼかし て いく 。 
0 塗っ て お く 。 下 を 塗る 。 


人 に M ( 


紫 の 作品 と 同じ よう に 線画 を 用 意 。 


グラ デー ショ ン が ホオ の の カゲ を RV11 で 。 こ の R11 で な じ ま せ る 。 鼻 や ロ 元 
赤み に な る 。 ST 大 丈夫 。 も 同じ 色づか い 。 
bw 
首 の カゲ を R11 で つけ て いく 。 RV11 を グラ デ 塗 り し て 、 9 再度 、 RV11 で 整え る 。 2 A N 
0 で ぼかす 。 用 | 叶 


1 0) E50 を 前 髪 に は み 出 る よう に 1 1 顔 や 首 の ペース の 色 を つけ る 。 1 2 カゲ 部 分 に 重なる よう に 1 3! 肌色 を つけ た 状態 。 
塗っ て お く 。 501 (21 ペー ジ 参 照 ) 使 用 。 YR20 を 童 く 。 
* S01 は 自作 オリ ジ ナ ル 色 。 E50 と YR30 を 混ぜ て 
0 で め た も の 。 


四 目 


2 BG000 で グラ デ 塗 り 。 人 


M 


3 B93 を ハイ ライ ト の キワ に 入れ る 。 4 瞳 の 上 側 に B93 を 重ね て カゲ に する 。 5 較 の 色 が 入っ た 。 
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ー ま SSCKU 性 めき させ 漠 と | | 


回 髪 


クー ル グ レ イ に 淡 
い 青 、 緑 、 柴 な ど 
を 加え て 、 光 で 
色 が 変わ る よう な 
印象 的 な 銀髪 を 
目指 し ます 。 


前 髪 に B60 と BG10 ジア C-2 で ライ ン を 入れ 、 BG10 で 色 を の ば す 。 
を グラ デ 塗 り 。 


| 


電導 / (くん (が 
三 つ 編 み に カ ゲ 色 を 5 BG10 で 色 味 を 加え る 。 カゲ の 部 分 に C-2 で は ら う 
つけ る 。 よう な 線 を 重ね る 。 


銀髪 は 微妙 な 淡い 色合い の 変化 を 生か し て 
塗っ て みよ う 。 


四 服 と 小物 … カ チュ ー シ ャ と メイ ド 服 
自 い 布 部 分 


縁 み の グレ イ を 使っ 
て 銀髪 と の 差 を 出し 
な が ら 、 白 い 布 の 質 
感 を 表し ます 。 


さや 


1 フリ ル の シワ は BG90 と W-2 の グラ デ 塗 り 。 


大 きく 凹ん だ シワ と 丸み の ある シワ の 
形 を 描い て いく 。 


リボ ン 類 


髪 の リ ボン の カゲ 側 
は BG72 と G24、 明 
る い 部 分 に は G21 
を 。 カ ゲ を グラ デー 
ショ ン に する と 、 平 面 
的 か つ 単 調 な 印象 
に な る の を 避け る こ 
と が で きま す 。 


ンー ン Prm 


BG72 G24 


/ 


6 シワ 部 分 に は BG72 を 重ね 、 カゲ 側 を 同様 に グラ デー ショ ン に 。 


B93 


青い メイ ド 服 @ @ 


青 の B97 と B37 で 暗い 部 分 か ら 
グラ デ 塗 り 。 


1 0) カゲ の 形 を 描い て いく 。 1 1 明る い 面 を B93 で 塗っ て いく 。 1 2 完成 。 長 の 毛 に 青み を 足し 、 パラ ンス を 整え て か ら 服 を 描い て 仕上 げた 。 
ワ ト ッ ツン 紙 ハガキ 大 (14.8x 10cm) 


ー 寺 S さ SU 性 きす させ 漠 と 


東風 谷 早苗 *** … 黄 緑 の 髪 と 金色 系 の 目 一 粗 茶 


黄 緑 の ロ ング ヘア に カエ ル と ヘビ の 髪 飾り を つけ 
た キャ ラ で す 。 紫 や 咲 夜 の 大 人 っ ぽい ヨコ 長 の 目 
に 対し て 、 早苗 は タテ 長 の や や 幼い 感じ の 目 に し 
まし た 。 瞳 の 色 は ここ で は 金色 (黄色 + 茶 色 系 ) 
に し まし た が 、 青 や 縁 に し て も よい で し ょ う 。 


則 肌 6 


E50 
YR20 
線画 は 水彩 抵 に ラフ を トレ ス し 、 マ ル 
チラ イナ ー や ハイ テッ ク C の 時 で ペン 但 
入れ し た も の 。 3 
3 色 を 使っ て 明る い E50 を ペー ス の 色 に し て YR20 
肌色 に 仕上 げ ま す 。 と の グラ デ 塗 り 。 淡い ピン ク の 。 ! 【/ 


R11 を ホオ の 部 分 に 使い 、 女の子 ら 沙 顔 や 耳 、 首 の カゲ 、 肩 の 部 分 を 塗っ た 。 
し さ を 出 す ポ イン ト 色 に する 。 


四 胡 黄 緑 、 緑 、 青 緑 の 3 色 で 重ね 塗り 、 グ ラ デ 塗り に 。 明 る い 色 か ら 濃い 色 へ 、 濃 い 色 か ら 〇 倫 但 
明る い 色 へ と 境 め が くっ きり 出る 部 分 、 色 同士 が 混ざる 部 分 を 使い 分 け まし ょ う 。 YG21  @43 8B672 


房 の 中 ほど に ある ハイ ライ ト 房 の 下方 向 は 色 を な じ ま せ ツヤ を は っ きり と 見 せる た め 
の 上 下 で 工程 を 分 ける と 塗 な が ら 、 先 に 塗っ て ある 肌色 に 1 段階 濃い 色 を 置き 、 コ ン 
りや すく な る 。 を 残し て G43 で は ら う よう に 塗る 。 トラ スト を 上 げ て いく 。 


ンク 2 の 


っ 
eg 『 
4 毛 先 を 塗っ た ら 、 つむ じ 側 も YG21 で 描い た ら 、G43 を 毛 先 に 向かっ て 、YG21 … 7 後ろ の 髪 も YG21 一 G43 で 塗る 。 
描い て 次 の 房 に 進む 。 重ね て カゲ を つけ る 。 G43 つ BG72 で グラ デ 塗 り 。 
顔 に か か る 房 よ り 濃い 色 に する 。 
60 


カゲ の 面 は G43 と BG72 
と の グラ デ 人 塗り に する 。 


1 前 髪 と 同じ よう に 、 髪 
の 房 は ハイ ライ ト を 残 
し て YG21 で 塗る 。 


1 5 キャ ラ の 右側 の 髪 も 
YG21ーG43 一 BG72 
の 3 色 で グラ デ 塗 り 。 


乾 か な いう ち に G43 で 


早苗 は スト レー ト ヘ へ ア な イ 
グラ デー 


の で 区 の 流れ を 意識 し て 、 
YG21 で 長い 曲線 を 引く よう に 
色 を 置く 。 


9 
2 


ピン 


1 3 次 に G43 で 人 塗り 、 1 カゲ の 面 に は BG72 を 
立体 感 を 出す 。 重ね 、 ボリ ュー ム 感 を 


つけ る 。 


壁 の 流れ を 意識 し な 
が ら 前 髪 と 後ろ の 髪 の 
間 に 色 を の せ 、 奥行 き を 出す 。 


/ / 
1 人 Coovee 1 
の せる 。 


1 て 暗い 青 緑色 に 。 色 相 を ずら し た 
カゲ を 入れ る と 、 画 面 の 単調 さ が 薄 れる 。 


1 8 髪の毛 が で きた ! 目 の 塗り 方 は 、 62 ペ ー ジ へ 。 


@1 


ー ま QS ゞ KU 性 びき させ 漠 と 


BB 〇 人 ⑮@ 


Y21  YG93  G21 E43 


ペー ス は Y21 を 置き 、YG93 と G21 で グラ デ 塗 り 。E43 で まつ 2 左目 も 同様 に 描き 進め る 。 
毛 を 描き 、 下 まつ 毛 に も E43 で 色 を の せ 、YG93 で 色 味 を 足す 。 


[0 


まつ 毛 が 落 と す カゲ 4 左目 に 黄色 を プラ ス し 、 パラ ンス を 見 て 右目 に も 色 を 足す 。 
を つけ る 。 9 ut SR 
* G21 
四 服 と 小物 ” ン k 
0 人 ン の の > 
YG05 YG45 YG17 ッ ーー 目 の グラ デ 塗 りな どの 
E43 使用 色 を 試し 浴 り 。 


カエ ル の 英 飼 り は YG05、YG45、YG17 で 3 な 
グラ デ 塗 り 。 白い 面 の カゲ 色 は W-2 を 使用 。 


/ 導 の 


3 
色 釣 筆 (シャ トル ー ズ グリ ー ン ) 模様 を 塗り 残し て BG32、 へ ヘビ の カゲ 色 は BG10、 B000 を 使用 。 
で 服 の 模様 の アタ リ を 描く 。 B23、 B32 で グラ デ 塗 り 。 白 さ を 損なわ ず に 立体 的 に 。 


色鉛筆 は 実際 に 
コピ ッ ク で 塗る 色 より 、 
少し 黄色 に よせ た 
薄い 色 を 選ん で いま す 
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国 仕上 げ … 色 鉛筆 で カゲ の トー ン を 変化 させ る 


前 の カゲ に 和 の 名 | 
鉛筆 で 細か い 線 を 入れ 
る 。 トン ボ の 色 辞 典 ( ビ 
ピット トーン ) を 使用 。 


。 則 
同じ 色 で 左右 の まつ 毛 に も 線 を 重ね る 。 こ 
こ で は 色 の 種類 を 明記 し て いる が 、 絵 の 
3 夫 較 和合 わせ て 好み の 色合い を 選ぶ と よい 。 


枯 系 の 色 鈴 筆 で 前 髪 の 
先 に 線 を つけ る 。 


ー 寺 S さ SU 性 ぶ きす せ 漠 と 


9A 


ト UL 
完成 。 今 回 は 色 辞典 を 使用 し た が 、 手元 に ある 色鉛筆 で よい 。 ア ナ ロ グ らし さ の 効果 付 
与 が で きる 比較 的 手軽 な 方 法 で 、CG で いう と ころ の テク スチ ャ ー 加 工 と 同様 、 情報 量 を 上 
げ 、 長 時 間 見 て いて も 飽き させ な い 工夫 に な る 。 ワトソン 紙 ハガキ 大 (14.8x 10cm) 


@3 


2 
で ペ 、 サシ ンマ 
の NNN 
7 NNI 
(| 
4 
/ 


0 SN 
線画 は マル チラ イナ ー の オリ ー プ ブ 、 
ワイ ン 、 ブ ラウ ン な ど を 使用 。 


N ノ 
首 に RV00 を べた り と 置き 、 ホ オ ホオ に R00 を ちょ ん ちょ ん と 塗り 、 ほぼ 全体 に E50、 髪 の カ ゲ や 
や 鼻 、 迫 の カゲ に RV000 を 塗る 。 再度 RV000 で ぼかす 。 


首 に は YRO00 を ささ っ と 塗る 。 


4 RV11 で 髪 の す き 間 や 首 に べた 一 っ と カゲ を 入れ る 。 


| ! W 


5 白目 の カゲ に V22 を 入れ る 。 


6 肌色 の 部 分 が で き て きた ! 
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髪 の カ ゲ … カ ゲ 色 を 下塗り 


白目 の カゲ を YR000 で 塗っ た ら 、BV11 で 髪の毛 の カゲ を 
つけ て いき ます 。 髪 の 緑色 を 重ね 塗り する 前 の 準備 で す 。 


に SI に や Ad 


の 

合い NN 
線画 が 乾き 切る 前 に 塗り 始め た た め 、 マ ル チ ラ イナ ー の 線 
の 色 が の び て し まっ た 。 目 立た な く な る よう に 、 ア イボ リー 
の 色鉛筆 で 補修 し て いる 。 色 鈴 筆 は 色合い の 調整 な ど 、 い 
ろ い ろ 使 える 便利 な 画材 。 


いび ンマ ーー こさ / が に に クー 
7 ヨコ の 壁 の カゲ つけ を 進め る 。 8 髪 の 流れ を と ら え 、 前 後 関係 


NN 


を 出す 。 9 カゲ 色 の 下塗り が で きた 段階 。 
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ーー まさ S さ SKU 性 めき させ 漠 と | 


加 髪 全 体 … ベ ペース 色 と 重 ね 塗り 


1 先ほど 塗っ た カゲ 色 を 避け て 、 YG11 の 上 に B52 が 重なっ て 、 4 カゲ 色 の 上 に も 重ね て いく 。 
壁 全 体 に YG11 を 塗る 。 発色 の よい 緑 に ! 


重ね 塗り で 
コピ ッ ク の 発色 の 良き が 
生き て きま す 


B52 を さっ と 塗っ た ら 、 YG11 も 下 訟 り し た カゲ 色 の BV11 部 分 の 
使っ て な じ ま せる 。 色合い も 変化 し て いく 。 


B52 と YG11 の グラ デ 塗 り を 進め て いく 。 


語 
7 


[ 


1 前 髪 に も B52 を 重ね 塗り 。 9 YG11 で の ば し て いく 。 1 0 頭頂 部 も 重ね 塗り 。 


9 


ハイ ライ ト 部 分 
を 残し な が ら 塗 
っ て いく 。 


1 3 1 2 ハイ ライ ト と の 境 め を 整え る 。 


ちょ っ と ハイ ライ ト が 明る すぎ だ っ 
た の で 、 上 か ら B00 を 重ね て 明る 
さ を 沙 と す 。 髪 の 色 を 重ね て 調整 。 


回 目 と 髪 
カゲ 色 は 重ね 塗り を 主体 に 


| 


1 瞳 の カゲ 部 分 に BV11 を 塗る 。 2 ハイ ライ ト を 避け て 、 三日月 型 に 。 


BG72 を 髪 の カゲ に 
塗り 重ね て 、 ! 
形 を 引き 給 め ます 7 
<G 


4 乾く と 瞳 の 色合い が や や 淡く な る の で 、 少し 調整 。 
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ーー まさ S さ SU 性 きい させ 形 と 


= { 
5 カゲ に BG72 を 重ね 塗り 。 


SS 了 の 


1 0 12 も 


。 朋 


1 3 V12 で カゲ を 8 


目 と 髪 の 使用 色 


14 


一 番 カ ゲ に し た い 囲ん だ 部 分 に BV13 を 重ね し 、 
た ら 、 瞳 の 続き を 塗っ て いく 。 先 に 塗っ た カゲ の = 
部 分 は 避け て YG11 を ペタ 塗り 。 


目 の 重ね 塗り 


15 明る い 部 分 を 塗り 残し な が ら 、 B52 を 塗る 。 


[ 仕上 げに 購 の 下 半 
分 くら い に YG41 を 

重ね 塗り 。 明 る く は 

つき り と 残し て 分 か 

れ て いた 部 分 の 色 

が 、 ち ょ っ と ぼや け 

て いい 感じ に な る 。 


17 カゲ に BG72 を 重ね る 。 


2 (0) 右 や 風 が で きた 段階 。 


さら に 上 か ら BV13 や V15 
を 塗り 、 カ ゲ を 濃く する 。 


紀 R 


16 カゲ の と ころ に も 塗り 重ね る 。 


隔 服 と 小物 リボ ン と ソ デ の カゲ 色 


へ ) 
語 5 -、 


3 ソ デ 部 分 に も シワ に 沿っ て カゲ を 入れ て いく 。 


上 の リボ ン を 塗る 。 カ 
ゲ に し よう と 思う 部 分 
に V12 を 塗っ て いく 。 


の 


下 の リ ボン に も 
カゲ を 入れ る 。 
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ー 寺 S さ SU 性 きす させ 漠 と 


上 服 と 小物 つづ き 


カゲ 色 か ら 重 ね 塗り へ 


くっ きり 濃く し た いと ころ リポ ボン の カゲ に も 重ね る 。 
に V15 を 重ね 塗り 。 


8 下 の リ ポン の シワ を V15 で 描く 。 上 の リポ ボン の シワ 部 分 も くっ きり と 
塗っ て いく 。 


1 1 ソ デ は RV34 や V95 を 塗り 、 V15 や BV13 で カゲ を 入れ る 。 フ Ko ラテ ま りゃ り 4 と の あい 色 に 
ブ 2 っ てい く 。 


1 まず 、① 薄 い R01 や R20 な ど を 塗り 、④ す か さ ず RV34 や ③ RV32 を し ゃ っ と 塗っ た ら 、R21 な ど で 中 間 の 色合い を の ば し 
て 整え る 。④ 再 び 薄 い 色 か ら 、 グラ デ 塗 り 。⑤ す ぐに RV34 を 塗っ て いく 。 


ーー まさ S さ SU 性 びき させ 漠 と 


白い フリ ル は V20 で カゲ を つけ 
て 、V22 を と ころ どこ ろ に 足す 。 
YR000、V000、R000 で 色 味 
を つけ 、 く っ きり カゲ に し た い 部 
分 に V22 を 重ね 塗り 。 


1 5 完成 。 白 や クリ ー ム 色 の 色 鈴 筆 で リボ ン や 髪 、 フ リル の フチ に シャ ッ シ ャ ッ と 
線 を 入れ 、 瞳 に ホワ イト の ペン で 光 を プラ ス 。 形 を は っ きり させ る た め 、 再 


14 リボ ン に グラ デ 塗 り を 重ね て 仕上 げ て いく 。 
度 マル チラ イナ ー で ペン 入れ を し て 仕上 げ る 。 ワトソン 紙 ハガキ 大 (14.8x 10cm) 
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わか さ ぎ 姫 esse ゅ 青い 髪 と 目 、 和 服 風 ドレ スーーーーー- 粗 茶 


コス チュ ー ム の フリ ル 表 現に 着目 し て 、 全身 を 描き ます 。 線画 は パソ コン で 描き 、 A4 水彩 紙 に プリ ント し て 着色 し ます 。 


則 肌 と カゲ 色 


ニー の 


グ 残っ た 部 分 に 自作 の 肌色 S01 を の 
完成 サイ ズ は B5 だ が 、 余 白 が 目の下 や 指先 な ど 赤 み が ほ し い ペー ス の E50 で 伸ばし て いく 。 赤 み せる 。 先ほど 塗っ た RV11 や E50 の 
ほし い の で 一 回 り 大 き な 紙 に 藻 部 分 に RV11 を 塗る 。 と の 境 め に は イン ク を し み 込 ませ る 。 上 に も し っ か り と 。*S01 は 自作 オリ ジ ナル 色 。 
い 色 で 線画 を 印刷 。 よう に し て 、 な め ら か な グラ デ 塗 り に 。 E50 と YR30 を 混 ぜ て 0 で 薄め た も の 。 


5 尾 は 青い の で 、 一 番 下 の フ リル の 輪郭 線 の な い フ リル の 境 は 、 
カゲ 色 は 青 っ ぽく する 。 色 の コン トラ スト を 上 げ て 表現 。 


4 次 に フリ ル の カゲ 色 を B41 で 塗り 、 C-1 で な じ ま せ な が ら グラ デ 塗 り 。 


フリ ル の カゲ 面 … シ ワ 表 現 


自 い フリ ル の 使用 色 。 薄 い 色 の パー ツ 
は 近く に ある 色 が 反映 する よう に カゲ 色 
を 選ぶ 。 絵 の 雰囲気 に より 、 カ ゲ 色 は 直 
感 的 に 選ん で も よい 。 


7 多少 あり 得 な い 
緑 の 服 の 隣 は 緑 っ ぼ い カゲ で も 、 イラ ス 
カゲ 色 に する 。 ト だ か ら 大 丈夫 。 ーー 
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白目 の カゲ 色 は 、 ハイ ライ ト ハイ ライ ト を 残し て ペー ス B34 で グラ デ 塗 り し 、 瞳 の 上 か ら の グラ デー ショ ン は 下 の ほ う の 濃 い 部 分 は 
部 分 を 残し て 瞳 全 面 に 塗る 。 色 を 塗っ て いく 。 上 の ほう を 濃く し て いく 。 ハイ ライ ト の 中 ほど まで 濃く 。 フチ を 取る 程度 に 。 


0/ 


コン トラ スト を 上 げ る た め 、 ハイ ライ ト の 7 グラ デ 塗 り は 必要 な ら 2 回 3 回 と 繰り 返す 。 左右 の 典 で 重ね る 回 数 、 出来 上 が り ま で の 
経過 時 間 を で きる だ けず ら さ な いよ うに 。 


フチ を 取る の も 有効 。 


どの パー ツ の グラ デ 塗 り も プ 
ラン を 立て な いと うま くい か 
な いこ と が 多い の で 、 使 用 色 
を 決め 、 迷 いな く 、 速 度 を 出 
し て ムラ な く 塗っ て いき ます 。 


G00 と B41 で 、 巻 いた 机 の 内 側 2 巻い た 髪 の カゲ を つけ て 町 い 青 を 巻い た 髪 に 重ね 、 前 髪 も 
や 前 英 か ら 塗っ て いく 。 立体 的 に する 。 徐々 に 青み の グラ デ 塗 り に し て いく 。 


ん る さ 

ms 目 と 英 の 使用 色 。 英 は 光 に 近い 部 分 が 
ハイ ライ ト を 残し て 頭頂 部 を 5 白い 部 分 の 周囲 を 濃い 青 に し て 6 後ろ の 壁 に も 色 を 置い て いく 。 薄い 黄色 に 寄る よう に 、 グ ラ デ ーション 
B23 で 塗る 。 コン トラ スト を 上 げ る 。 を 組ん で いる 。 
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ー ま SSsU 性 きせ 漠 と 


罰 服 と 魚 部 分 … 着 物 と ヒレ 


ここ で 多 色 を 使う の は 、 カ ゲ 

表現 と いう より アナ ログ な ら で 

は の プレ の よう な も の を 表す 手段 

が 5 い や 広い 面積 を 塗る コツ だ っ た りす る 。 
二 | 1 色 で 塗 ろ うと する と 、 ニブ プ に 含ま 
| れる イン ク 量 が 減り 、 思う 量 の イン 

ク が 出 な いと き が ある の で 、 数 色 の 


ヒレ ( 耳 ) に B000 で B60 と B91 で 素早 く 近似 色 を 使い 、 広い 面積 を 均 一 に 
色 を つけ る 。 グラ デ 塗 り 。 塗る こと を 可能 に し て いる 。 


頭 部 の 形 が 見 えて きた 。 目 を ある 程度 先 に 塗る 理由 
は 、 ポ イン ト と な る 部 分 だ か ら 。 そ こ を 基本 に ほか の 
色 を 調整 し て いく 。 次 は 魚の 尾 の 部 分 や 着物 に 進む 。 


半 エリ を 白く り 残し て 、YG05 を 6 G46 と BG72 で グラ デ 塗 り 。 
下塗り し て お く 。 


着物 の 上 側 と 
ソ デ の 使用 色 。 


W 


P/ エリ と 前 身頃 の 色合い を 変化 させ て いく 。 


10 


着物 の 色 が 部 分 ご NN 
と に 変わ る の で 、 パ > 

ソ デ は 内 側 を 塗り 残し て 、 明る い 部 分 は YG05 を 重ね 、 カ ゲ ー ツ に よっ て 使用 

G46 と BG72 で 塗る 。 や シワ に は グラ デ 塗 り を 繰り 返す 。 色 を 選出 し て いこ う 。 


1 1 YG00 を 下塗り し 、 G46 で シワ を 氏 て 。 1 フ B い 市 の シワ も 必ず 2 以 上 で 。 


1 4 この 部 分 は さま ざま な 淡い 色 合 デ だ 
いで 白い 布 の カゲ 色 を つけ る 。 , 彦 


1 5 左 ソ デ の 内 側 を B45 と B21 で グラ デ 塗 り 。 右 は や や 淡い 
グラ デー ショ ン に し て いく 。 


16 


帯締め の ヒモ の 
色 は 帯 よ り 薄い 
の で 、 先 に ビン 【 
服 の 使用 色 。 ク を 塗っ て お く 。 


ー 寺 さ S ゞ SU 性 びき させ 漠 と | 


仕上 げ … コ ピッ ク +e 


三 隊 S テ ざさ H ロ JH 


s 叶 誕 こ きき 壮 器 S き rr 潤 叶 S さ 党 
の 党 へ 斗 串 須 S 己 加 き すさ 


帯 の 濃い 色 は 先 に カゲ を 置き 、 そ の 上 か ら 


ペー スカ ラー を 置い て いく 。 


全 @ @⑤ の 


BG01 GO0 BG15 YG11 BOO 


電 ( / 


泡 部 分 は 球 を 意識 し て 、 
丸く 塗っ て いく 。 


透明 感 が 出る よう に 、 ハイ ライ ト や メイ キン グ の 解説 ペー ジ で は 、 写真 を 見 や すく する た め に 
エッ ジ を 意識 し な が ら も 、 濃く な り な る べく 向き を 統一 し て 掲載 し て いる が 、 実際 に は この よう 
淡色 で グラ デ 塗 りす る 。 に 、 描 きやすい 角度 に 用 紙 を で る ぐる 回 転 させ な が ら 塗 っ て いく 。 


透明 感 を 表す 。 


6 着物 の 柄 を 白い ボー ル ペ ン で 点描 。 ペン を 立て て 、 1 つ ず つ 点 を フリ ル の フチ に 白い 反射 を 表す 9 壁 の 毛 の ライ ン を 入れ て 、 


置い て いく 。 線 を 入れ 、 立 体感 を 出す 。 
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火 怒 猫 …""… … 赤い 髪 と 目 、 緑 の ドレ スーーー 火 神 レ オ 


赤い 目 と 髪 が 特徴 的 な キャ ラク ター で す 。 肌 を 塗っ た ら 縁 の ドレ ス の フリ ル 表 現 と 重ね 塗り に 取り か か り 、 髪 や 目 の 描き 込み で 仕上 げ て いき ます 。 


四 肌 


AN 


ホオ に R00 を 塗り 、 すか さ ず RV0000 で 、 3 YR000 で 黄色 み を プラ ス 。 
線画 は 手描き し た も の を スキ ャ ン し 、 R000 で ぼかす 。 さら に ぽか す 。 
淡い 茶色 を つけ て コビー 用 紙 に プリ ガリ 


ント 。 各 パ ー ツ の 色 に 合っ た カラ ー 
の マル チラ イナ ー で ペン 入れ する 。 


/ 


1 


ス 
ノ 、 
y/ 乾い た ら E50 を さっ と 重ね 塗り 。 


8 髪 の 輪郭 を 無視 し て YRO00 を 下塗り する 。 9 顔 周 り を 明る く ふ わっ と グロ ウ 効 果 の よう に 見 せる た め の 下 準備 。 1 1 RV11 で まぶた の カゲ を 入れ る 。 
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及 服 と 背景 … ベ ー ス の 色 


1 G20 を 下塗り し て いく 。 2 淡い 青 の B000 を 塗る 。 


B000 を 塗り 、 乾 か な い 5 R000 で ぼかす 。 淡い 青 の B000 を ペー ス ドレ ス の フリ ル 部 分 を 下塗り し た 。 エ フェ クト ( 引 霊 の 部 分 ) に は 、 
うち に 次 の 色 を 。 に 描い て いく 。 淡い 青 や 紫 の B000、 BV000、 BV00、 VO00 な ど を グラ デ 塗 り 。 


④ B00 で ドク ロ の 部 分 


を 塗る 。② B21 で グラ 1 スカ ー ト 部 分 は B52 を 下塗り し て 1 1 シワ の 部 分 に は BG72 を 何 度 も 重ね る 。 
デ 塗 り 。③ 0 で な じ ま せ る 。 BG72 を 重ね 塗り 。 
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ー 寺 SYSU% 性 びき させ 洒 と 


服 と 小物 


服 の カゲ 色 と リ ボン の ベー ス 色 


フリ ル の 裏 に BV11 で う BV11 で シワ を 描く 。 


カゲ 色 を 塗る 。 
e ツ 


グ き 7 いこ ぃ 
4 三角 形 の シワ を と ら え る 。 ネコ 耳 と リボ ン を 服 の 柄 を 0 で な ぞ っ て 7 フリ ル に BG72 を 重ね 塗り 。 
R32 で 下塗り 。 白 抜き する 。 


= デ 


8 R01 で 下塗り を し て …。 9 すぐ に B52 を 重ね る 。 


| 


ぼかし 色 の R01 
1 1 BG32 を 重ね 浴 り 。 


を 塗っ て お く 


1 


13 


スカ ー ト の スソ に 1 4 ワン ピー ス 全 体 に 色 を 置き 、 赤 で リボ ン の 下塗り を し た 段階 
YG11 を 塗っ て お く 。 


服 や クツ 、 リボ ン の 重ね 塗り … 深 みな の ある 色合い を つく る 


15 


BV23 を ワン ピー ス 全 
体 に 重ね 塗り し て いく 。 


人 

気 

キ 

ャ 

ラ 

か 

1 6 スカ ー ト に も 重ね て 、 学 

深緑 色 に する 。 ぶ 

ヨコ 

ビ 

ッ 

ク 

脚 に 巻い た リボ ン と クツ に 青 柴 の 
や 青 を 重ね て 暗い 色 を つく る 。 P2 
1 


っ て BV23 と BV25 を 塗る 。 
00 を 重 
ボン と クツ の 暗い 色 が で きた 。 


シワ の 部 分 を 再び 
BV23 と BV25 で 
描き 起こ す 。 


1 9 リボ ン に B00 を 重ね 塗り 。 シ ワ 20 白目 の カゲ を BV31 で ネコ 耳 と リボ ポン は 
部 分 は 重ね て 濃く 描く 塗っ て お く 。 
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髪 と 目 


AT 
人 MO 9 


【) 

n 共 RO1 を 下塗り 。 2 す V12 で 描い て いく 。 | 1 N 1 
2) 2 プ g 
Ne ) ピ 4 


4 V15 で 重ね 塗り に 。 


3 典 の 上 部 分 を 同じ 紫 で 塗る 。 


5 髪 の 先 に R20 を 重ね 塗り 。 ハイ ライ ト を 残し て 重ね 塗り で 細 〈 よ うな 赤 を 
塗っ て いく 。 つく っ て いく 〈。 


① 次 に RV32 を 髪 
の 先 か ら 重 ね 塗り 。 
② 頭 の ほう に も 重 
ね る 。③V12 を カ 
ゲ の 部 分 に 塗る 。 

⑨ E51 で 色 を な じ 
4 ませ る 。 


1 画面 の テカ リ を 取っ 
て 、 塗り や すく する た 1 1 三 つ 編み の 手順 も 頭 部 の 髪 と 同じ 。 リ ボン に RV32 を 重ね て 、 ペー ス の 
色 に 。 そ の 後に BV23 と BV25 を 重ね 塗り し て 暗い 色 に し て いく 。 


ハイ ライ ト の 部 分 に R20 を 重ね て 、 
明る さ を 調 整 。 め に 消し ゴム を か ける 。 


Ra] 
の 3 」 
N 


> だ 


1 2 重ね 塗り を 繰り 返し て 、 
目 を 仕上 げ て いく 。 
⑥④ RV32 を 購 の 下 に 塗る 。 
② RV34 も 使っ て 光 を 残し て 塗っ て いく 。 
③ 上 部 分 に も 同じ 色 を 重ね 塗り 。 
④ V15 で カゲ を つけ る 。 
⑤ R20 で フチ の 部 分 を な じ ま せ る 。 
⑥@ 塗り 竹 し た 光 の 部 分 に R01 で うっ すら 色 を つけ る 。 


コビー 用 紙 B5 (25.7x 18.2cm) 


1 3 完成 。 目 の ハイ ライ ト や 服 の 
柄 を ホワ イト の ペン で 描き 込 
み 、 顔 な ど を 色 鈴 筆 で 加筆 し て いる 。 
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ー 寺 S さ SU 性 きす せ 痛 と 


線画 は 今回 も パソ コン で 描き 、ED 刷 し て B2 の 木製 
パネ ル に マス キン グ テ ー プ で 回 定 し て スタ ー ト 。 


前 髪 に は み 出る よう 


『 め で た い 』 粗 茶 


東方 Project の 主人 公 キ ャ ラ を 著者 2 人 が 競作 し ます 。 背景 に た に くさ ん の アイ テム を ちり 
ば め て 、 画面 に 動き を 出し た 粗 茶 さ ん の 作品 『 め で た い 』、 満開 の 桜 を 背 に た た ず む キャ 
ラ を 描き 出し た 火 神 レオ さん の 作品 『 桜 と 霊夢 』(94 一 103 ペ ー ジ ) を 紹介 し ます 。 


則 肌 まず は 上 顔 か ら 


SM 


MM9 AN) 


これ まで の 作品 と 同様 、 目 の 下 や 指先 な ど に 乾く 前 に 0 で 色 を の ば し 、 自然 な グラ デー ショ ン 

R11 で 赤み を 差す 。 を つく る 。 指先 の ビン ク を の ば す の も 忘れ ず に 。 
自然 な 赤み を 出す た め に 0 を し っ か り し み 込ま せる 。 
ペー ス に 色 が ある と 、 汚い ムラ が で きやすい 。 


* ネ S01 は 自作 オリ 
ジ ナ ル 色 。E50 と 
YR30 を 混ぜ て 0 
で 薄め た も の 。 


に E50 で ヒ タ イ 部 分 を 自作 カラ ー の S01 で 端 を な め ら か な グラ デ 5 引き 続き 0 で 端 を な め ら か に 。 
着色 。 中 央 は 強く いく ほど 弱く する よ 塗り に 。 E50 よ り 薄 い E000 な ど を 使っ て も 
うに 筆 圧 を 調整 し よう 。 よい 。 


/ 


基本 的 に 肌 は 
塗ら な い 部 分 を 
多く と っ て 、 


透明 感 を 出す よう に 


4 
| デメ 
] ①② 首 や 前 髪 と 肌 = 誰 っ N 


の 境 め に 「 カ ゲ に な 
る 色 」 と し て E50 を P/ 顔 以 外 の カゲ を 塗っ て いく 。 
の せる 。 


そし て 手 、 腕 、 脇 


肌 の 塗り は 、 色 を 置い て 薄め の 色 で 

の ば し 、 カゲ を 強調 し て (RV32、R30、 
E50)、 また の ば し … の 繰り 返し 。 イ ンク を 
た っ ぷり 使う こと も まき れい に 塗る コツ 。 


分 BWS 国 に 2 を っ 4。 
ーーーー 
で 人 、 


ペー 


⑯⑩R30 で グラ デ 塗 り 。 


⑬ と に か く 描く 速度 が 大 事 。 
キャ ッ プ を 開け 閉め する 時 
問 が 惜しい の で 、 同 じ パ ー ツ 
で 使う グラ デ 塗 り の 構成 色 
を 、 利 き 手 と 逆 の 手 に キャ ッ 
プ を 外し た まま 持っ て 描く 。 


ー ヾ ベ さ 


③④⑤E50 や YR000 を 使っ て 腕 な どの 部 分 を 塗っ て いく 。 (⑥②⑧RV32、R30 を E50 で な じ ま せ て カゲ を 強調 する 。 


ー 寺 SYSU% 性 びき させ 痕 と 由記 


① ま ず 白 目 の カゲ を E40 で 。 一 緒 に 剛 の 上 部 分 に も 色 を 入れ る 。(③② BG10 ヘ グラ デ を つなぎ 、 瞳 の 下部 分 を 塗る 。 
さら に 瞳 の 上 か ら 中 ほど まで E42 を 重ね て ペー ス の 完成 ! 


3 蒼 ( あ お ) 部 分 に も BGO1 と BG10 で 色 を 重ね る 。 


ミー ジン WAN Y \ 
思う 色 に な る まで 色 2 2 
を 重ね る 。 今 回 は っ 
フチ 部 分 に E44 も 『 
使用 。 描 き 方 を は 
つき り と 決め て いる 
わけ で は な い の で 
毎回 試行 鐘 訓 


ツヤ の エッ ジ を 意識 し 、 
E77 と E44 で 
塗り 始め ます 


東方 キャ ラ は 登場 作 
品 に よっ て 目 の 色 が 
変わ っ た りす る の で 、 
多少 は 自由 で も いい 
Ni か な と 思い 、 茶 系 以 5 今回 は 背景 に 落 系 の 色 を 配置 する の で 、 護 に も 意 を 入れ て 一 体感 を 出し て いく 。 
> 外 を 使用 。 
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回 圧 


E77 か ら E44 へ つなげ 、 さら に E42 へ と グラ 


まず は 前 髪 か ら 


N プ 


①~⑤ 色 を つなげ て グラ デ 塗 り を 進め る 。(⑥ 一 ⑨② ハ イラ イト の 形 を 残し 、 前 髪 を 描い て いく 。 


ー、 ン 


デ 塗 り 。 最 初 に 髪 に 使う 色 と グ ラ デ ー シ ョ ン 
の 設計 を し て お け ば 、 濃い 色 か ら 塗 っ て も 平気 。 


左側 の 前 髪 の 隣 に は 後ろ の 髪 が ある の で 、 前 後 の 差 を 出 実際 の 人 物 を 見 て それ に 即 し た 表現 を する こと も よい が 、 こう いっ た 画面 上 で の 
た め に 、 ここ の ハイ ライ ト 周 囲 は 基本 的 に 薄い 色 で 構成 。 工夫 も 大 事 。 右 側 の ハイ ライ ト 周 囲 は 濃い 色 に する 。 
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ー ま SsU 性 びき させ 漠 と 


そし て 髪 か ら 服 へ 


8 白い ソ デ 部 分 な どの シワ や カゲ 色 を グラ デ 塗 り し て いく 。 


88 


今回 は エッ ジ 
を 効か せる た 
め に 、 濃 い 色 
か ら 藻 い 色 へ 
つない で いく 
グラ デー ショ 
ン を 多用 。 


一 番外 側 の 部 分 に 恋 (あお ) を 入れ た の は 、 
真後ろ に 波 を 描く か ら 。 


普段 、 白 い 部 分 の カゲ に 灰色 は あま り 使わ な い が 、 今回 は W-00 
と W-1、 E81 や E70 を 使っ て 、 色 に 変化 を 持た せ て みた 。 


ーー まさ S さ SU 性 きす させ 漠 と 


 〔 // 
が NT | 2 


博 
詞 
霊 
夢 
】 
競 
作 


で ) ニン / _ 4 ! 
ンー Ft。 


プ 


き 


1 0 この 作品 で は 髪の毛 を 先 に 塗っ た が 、 基 本 的 に は 肌 の 次 は 白い 部 分 を 塗っ た ほう が 、 失敗 は 少な く な る と 思う 。 


居 導 


目 小物 と 服 


み 写真 を 見 な が ら こ うい う ア イ テ ム 類 を 描く と 、 純粋 に 表現 カ が 上 が る 気 が する 。 


3 背景 の 縁起 物 と 服 の 色 


光り 輝く ヒョウ タン 
と 小判 を 塗る 。 ア イ 
テム 類 の 彩 度 を 高く 
設定 し 、 ウ ソ っ ぽい 
くら い の 黄 色 ! Y00、 
Y02、YR00 を 使用 


に は 塗る 、 ここ は 抜く と いう こと を 最初 に 意識 。 最 
初 は それ が 難し いと 思う の で 、 別 の 紙 に 線 を 印刷 し て アニ メ の セル 画 の 指定 の よ 
うに 境界 線 を 引き 、 参考 に し て も よい 。 パ ソコ ン の 画面 上 だ け で や っ て も 大 丈夫 。 


ーーー 1 
緑 起 物 に 負け な いよ うに 、 服 は 鮮やか な 赤 を 選ん だ 。 
R35、RV29、 RV69、 BG13 使 用 。 


し Rss ) 
| “ ン 3 


6 めで た いと 言え ば 鯛 。 そ の くら い の 印 象 で 描く こと に 。 タ ヌキ と 同様 に 写真 を 見 た り し な が ら 塗っ て いく 。 


幻想 郷 に 海 は な いと か 
いっ て は いけ ませ ん 。 

きっ と 紫 と か マミ ゾウ と か その へ ん の キャ ラ が 
鯛 を 持ち 込ん で いる は ず … 


今回 は 細か い 

描き 込み も そ 
こそ こ あ る の で 、 ウ 
ロコ も つけ る こと に 。 
周り と の バラ ンス を 
見 て どこ まで 描き 込 
むか 判断 を する 。 


銅 完成 。 新鮮 な 魚の 目 は 青い と いう 印象 で 、 
今回 の イラ スト の パラ ンス 的 に も 青く し た 。 
目 に 合わ せ て 腹 の 灰 色 も クー ル グ レ イ 系 を 使用 
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ー 寺 さ S さ SU 光 性 きす せ 江 と 


服 と 小物 つづ き 


@ 


笹 (ささ ) を グラ デ 塗 り 。 ほ か に G12、 1 常に 2 色 以 上 を 使用 する と 、 1 枚 1 枚 の 葉 に 風合い が 出る 。 カゲ に な り そ うな 部 分 は 暗め の 、 
G24、G43、YG45、YG61 な ど を 使用 。 明る そう な と ころ は 消 め の 色 で グラ デー ショ ン を つく っ て いく 。 


(1/ 
| 2 「 2 っ コ 


NO: 


1 目 の フチ 取り か ら 肌色 部 分 を 着色 し 、 に じみ を 広げ る 。 時間 を 置く と 2 つの 目 が 同じ 感じ に 見 える よう に 
再現 する の が 難し い の で 、 手早く 一 気 に ! R20、 R22、 E30 な ど を 使用 。 


な 呈 細 


14 外側 を 塗っ た ら 、 墨 の 模様 を 描き 込ん で いく 。 


が / | 


円 形 部 分 は 、 1 色 で 塗っ て いる よ 


1 赤い 部 分 は R27、 R24、 R14、 
うに 見 える が 、 実は 上 か ら 下 に R02 で グラ デ 塗 り 。 
山 っ て YR07 か ら YRO09 の グラ デ 塗 り 。 


1 5 「 福 」 の 字 や 
周り の 墨 線 は 
黒 で は な く 、N-6 使 用 。 
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仕上 げ … 金 の 帯 


YG91 と Y11 使 用 。 


「 金 糸 」 で 模様 が 入っ た 白い 帯 が た な びく 様子 
を 表現 し ます 。 金糸 は 布 と 反射 の 仕方 が 違う の で 、 
カゲ に な っ て いる と ころ を 意識 は し ます が 、 きっ ちり 
と カゲ を の せ ず 、 境 界 線 を ずら す の が コツ で す 。 


① 境 め の 部 分 は YG91 な ど で 若 干 濃 
い め に カゲ を 取る 。(② タ テ の ライ ン を 
帯 の 回 り 込 み を 意識 し な が ら 引 いて いく 。 


2 最初 に 取っ た カゲ 部 分 の 中 に 3 く 線 は 、 濃い 色 で 。 3 ソロ バン 珠 の よう な 形状 を 重ね て いく 。 


語 ss _ < 
me 


ーッ ー 還 2 
すす 


金糸 な の で 、 金 を 表現 する コツ と し て YR000 を 一 部 に 重ね て いく 。 彩 度 が 


高い 黄色 が ある と 一 気 に 金 色 風 に な る の で 、 お 試し あれ 。 オ レ 
色 を 重ね る と 新しく 新鮮 な イメ ー ジ に 。 黄 緑 を 重ね る と 落ち 着い た 金色 に な : 


7 W-2 で カゲ を つけ た 帯 締め を 紅く 塗っ て 、 紅白 に 。 背景 に 波 や 市 松 模様 な ど を 描い て 完成 へ 。 


* 完 成 作品 は 2 ペー ジ 。 


93 


ー 寺 8S ざ SU 性 ざき させ 漠 と 


博 
前 
霊 
夢 
) 
競 
作 


『 桜 と 霊夢 』 一 火 神 レオ 


この 作品 で は 背景 の 満開 の 桜 か ら 描き 始め 、 
旧 背景 … 桜 の 花 肌 や 服 の カゲ 色 に 進み 、 そ れ ぞ れ の も の の 色 
を 塗り 込ん で 仕上 げ て いき ます 。 


Ce 
いい VW 計 


角 ジ 1 
へ 2 本 7 
/ / 
画面 下 の 花 か ら スタ ー ト 。 淡い RV0000 で 塗っ た 後 、 3 再び 淡い 色 で 下塗り 。 
色紙 に 線画 を トレ ス し 、 マ ル チ ラ イナ ー で 0、RV0000、 RV00、RV02、 ピン ク の RV02 を 中 心から に 
ペン 入れ を し て お く 。 RV10、 R81 で 桜 を 描い て いく 。 じ ま せ る 。 


人 

多 ) RV0000 5 

/ 傘 に ) 淡い る を 
置い て … 


満開 の 桜の 花 が 


見 えて きま し た ! ・ イ 
アグ _ を N ーー ! 
*( 革 人 
7 な < / 
7 〆 / 
/ で クウ チ 和 り を 続け 4 ピー 和 47 NN AA 
背 舟 の 色合い の バラ ンス を の 人 ( 伯 ) AN )/ 
見 て 、 も う 少し 全体 に 色合い ア 7 ん WMz 1 ー { ) 
を 追加 する こと に 。 マコ が ク と ご ジ / 
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1 全体 に 淡い 色 を つけ る た め 、 テ 

ィ イッ シュ に パリ オス イン ク を 含ま 
せ て ポン ポン と 塗る 。YR0000、 RV000、 
RV00、RV10 の イン ク 使 用 。 


1 グ 花 の 柄 の 部 分 を 描く 。 1 画面 の テカ リ を 取る た め に 消 
し ゴム を か ける と 、 上 に コピ ッ 
ク の 色 を の せ や すく な る 。 


1 手 に の せ た 花 の シベ 部 1 後ろ に ある 花びら を や や 
分 を 濃く する 。 


濃く 塗る 。 


も 
1 や や 明る い ピ ンク で つ な 1 白い 色鉛筆 で 輪郭 な ど / 
いで グラ デ 塗 り 。 を 入れ る 。 1 
1 8 背景 が で きた 段階 。 次 は 肌 と 服 の カゲ 色 を つけ て いく 。 
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ーー まさ S ゞ SU 性 びき させ 当 と 


肌 と 服 … 下 塗り 


淡い RV000 を 塗る 。 


グラ デ 塗 り 。 


肌 に 淡い 赤 紫 を 下塗り 。 まず は 4 すぐ に RV00 で の ば す よ うに 


N 


DN 


胞 の リボ ン の シワ を 3 色 で グラ デ 6 再び RV10 で シワ ウ を 描く 。 7 VO1 を に じ ま せ て 濃い 色 に する 。 8 RV00 で ぼかし て いく 。 
塗り 。 ピ ンク 系 の RV00、RV10 
で 塗っ た 後に い 紫 の VO1 で 塗る 。 


肌 の 下塗り と 服 の カゲ 色 が 大 切 ! 


夫 下塗り の 色 が は み 出 し た 4 1 目元 の カゲ を RV11 で 描く 。 1 2 肌 の 下塗り や ネクタイ の カゲ 色 が で き て きた 。 
の で 、 0 を 塗っ て 淡く する 。 


1 4 V01 な ど で カゲ 色 を 
塗り 進め る 。 
ーー ニス い ー 
3 こつ カゲ 色 の 使用 色 
用 @O 
- VA RV00 RV10 
RV63 VO1 
/ / ー V12 。 Vi5 
用 5 スカ ー ト に も カゲ を つけ て いく 。 1 頭 の リボ ン に も カゲ 色 を 1 5 の 右上 か ら の 光 を イメ ー ジ し 、 服 な ど に 
グラ デ 和 塗り カゲ 色 を つけ て いく 。 


同 肌 … 全 体 に 色 を 塗っ て いく 


! - ント v 


肌 に E50 を 重ね 塗り 。 白目 に YRO000 を 塗る 。 E50 を 顔 全 体 に ペタ 塗り 
1 
塗り た て は グレ イ っ ぽく 見 
える が … 


SN 


NN 


に ーー クジ 便 
乾く と 明る い 色 に 。 5 腕 も E50 で 塗る 。 カゲ 部 分 に は 前 机 が つく る カゲ 
ヒ タ イ の カゲ 部 RV11 を 重ね る 。 を RV11 で 描く 。 
分 に は 重ね 小 り 。 
7 
きみ 2 
四 し 
還 昌 間 ジア / 
WW 大 / 
8 首 に で きる カゲ も 同じ 手首 の カゲ も 同じ 色 を 1 0) ヒ タ イ の カゲ を V01 1 肌色 と カゲ の 部 分 が で き て きた 。 
RV11 で 。 重ね て 漂 く 。 で や や 濃く 調整 。 


ーー まさ SYSU% 性 びき させ 演 と | | 


員 服 と 肌 … 重 ね 塗り 


アイ ポリ ー 色 の 色 鈴 筆 で 
肌 を 重ね 塗り 。 


R01 で カゲ の 部 分 
) を 調整 し 、 全 体 に 


シワ や カゲ の 色 を 
重ね た 段階 


スカ ー ト 部 分 の カゲ を 淡い RV91 で グラ デ 塗り し て 
柴 の V000 で 塗る 。 ぼかす 。 


裾 の ほう も V000 と ソ デ の シワ 部 分 も 
RV91 で 塗っ て いく 。 カゲ を つけ る 。 


服 の 「 白 い 」 部 分 の 色 
3 い ピー 
YC 


靖 人 パッ 
に あめ SN 
E50 を 塗る 。 


用 リボ ン の フリ ル に も 


4 1 


エリ に も E50 を 。 白く 残す 模様 の 部 分 に も 同じ 色 を 塗っ て いく 。 
12 13 


下塗り か ら 赤い 色 へ 


1 4 服 の 白い 部 分 に 淡い クリ ー ム 色 を 塗っ て お く 。 


赤い 部 分 の 使用 色 


〇 人 @ 〇 い @@⑳@@ 


E51 R21 R32 R00 R85  RV32 RV34 RV63 


E51 を 下塗り し 、 
その 上 に 3 色 を 
グラ デ 塗 り し な 
が ら 重 ね る 。 


コピ ッ ク を 立て 気味 に 
持ち 、 ニ プ 先 で て いね 
い に 模 様 を 塗り 残す 。 


R00 を 重ね 塗り し て 1 8 R32、 RV34 な ど を リボ ン の 裏表 に 重ね る 。 
| 鮮やか な 赤 に 。 カゲ 色 と 重なっ た 部 分 は 、 暗い 赤 に 。 
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ー 寺 さ S ゞ SU% 性 ゆき させ 洒 


服 と 髪 … も の の 色 ( 固 有色 ) を 塗る 


MAN 
1 【 
Ne シー 
(mvs ) Nss ) 
Nm 電 條 に 
ソ デ の ひも 部 分 の 赤 E51 の 上 に ピン ク の 3 暗い ピン ク の RV34 再び ビン ク で 色 を 
を 3 色 で グラ デ 塗 り 。 R32 を 重ね る 。 を つなげ て いく 。 の ば し て いく 。 


6 


スカ ー ト に RV34 を 
塗っ た 後 、RV63 を 
重ね 塗り する 。 


奥 の 髪 の カゲ を 


① V01 で リボ ポン の カ VO01 で カゲ を 
ゲ を 描く 。 ②V12 で 塗っ て いく 。 V12 で 暗く 。 
暗い 部 分 を グラ デ 塗 り 。 


/ 


12 


服 の 赤い 部 分 や | 

1 花びら の 近く は 1 髪 の カ ゲ を V12 髪の毛 の カゲ 色 
RV63 で ピン ク 色 で 描き 進め る 。 が で き て きた 。 2 

に 築 め て お く 。 
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目 と 髪 


① 瞳 の 下部 分 に E51 
を 塗っ て お く 。② 上 
に V12 を 三日月 型 に 塗る 。 
③ 中 央 に V12 を 丸く 塗る 。 


④ ま つ 毛 を V95 で 描き 
… ⑨V99 で 濃く し て い 
く 。 ③ 中 央 を V01 で 塗る 。 


右 の 束 の 塗り 。 。 


ae 


④ ( ア ) E51 を ベー ス に 塗っ て お き 、( イ ) E74 を カゲ に 重ね 塗り 。②③ カ ゲ 色 は 
E74 か ら E71 ヘ グ ラ デ 塗 り 。③ 紫 の V93 で 房 を 立体 的 に 見 せる カゲ を つけ る 。 


③ 明 る いと ころ に も R11 を 重ね る 。 


茶色 の 胡 の 毛 を 描 
く た め に 、 柴 系 や 
W 茶 な ど で 重 ね 塗り 
| を し て いく 。 


NN / 


④ V15 で な じ ま せ て いく 。 ⑤ 房 全体 に E31 を 重ね 塗り 。 


花びら の 周囲 の 胡 に RV10 を 重ね 塗り 。 
下塗り の 上 に 「 重 ね 塗り 」 と 「 グ ラ デ 塗 り 」 
を 組み 合わ せ て 、 審 夢 の 壁 色 を 表現 し て いく ! 


IN、 
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ー 寺 さ S ゞ SU 性 びき させ 洒 と 


仕上 げ 


髪 

ie、 本 
ウツ 革 ン 。 

N 太 


9 区 


り 
1 ペー ス に E51 を 2 RV10 を 花びら に 
塗っ て お く 。 重ね 塗り 。 


NL | 
3 V01 で カゲ を つけ る 。 明る くし た い 部 分 を 5 リボ ン の カゲ を 少し 暗く する 。 
R00 で 塗る 。 


が 


V15 で カゲ に な る すぐ に V95 を 8 まつ 毛 に R11 を V91 で 頭 の 丸み 1 0 ハイ ライ ト を 残し て 塗っ た 状態 。 
部 分 を 塗り …。 重ね 塗り 。 重ね る 。 に 沿っ て 色 を 置く 。 


放 】 カゲ の 暗い 部 分 を E74 で スジ 状 に 描い て いく 。 
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1 4 V91 で ヨコ の に 1 頭 部 全体 に RV10 1 の Wa か ら E71 


色 を つけ る 。 を 重ね て いく 。 


| フ V91 で ヨコ の 英 
を 塗り … に 重ね て ツヤ を 表す 。 の ペー ス 色 や 上 か ら 重 ね る 色 も グラ デ 塗 り に な っ て いる 。 


目 
| 。 マ グ 目 を 描き 込む 。 い 
き な り 濃い 色 に せ 
* パ ず 、 少 し ずつ 目 的 の 色合い 
に な る まで グラ デ 塗 り と 重 
及 ね 塗り を 線 り 返し て いく 。 
に た 
1 章 凍 間 し 0 


の ん MO 4 


⑨ RV91 で グラ デ 塗 り 。 ④ R21 を 重ね る 。 
UN 


の gg 


1 9 R00 を ハイ ライ ト 付近 20 深み の ある 栗色 の 髪 を 、 重ね 塗り と グラ デ 塗 り で 表現 。 下り 


mm フク 色鉛筆 や ホワ イト 、 マル チラ イナ ー で 細部 
⑤E77 を 瞳 の 上 の ほう に 重ね 塗り 。 ⑧ 次 に R85 を 重ね る 。 を 仕上 げ て 完成 へ 。* 完 成 作品 は 3 ペー ジ 。 
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ー 寺 JS ゞ CU 性 め き Mi せ 漠 と 


人 気 キャ ラ を 使っ た 作品 演出 法 
ヌ \ キ ヤ フ を 使 つ た Fao 章 員 ) 

第 3 章 で は 壁 の 毛 や 目 に 注目 し て 解説 する た め に 、 6 一 5 頭 身 に 設定 し た キャ ラク ター の 上 半身 を 描い た パス トシ 
ョ ッ ト の 作品 か ら 解 説 を 始め 、 次 に フリ ル た っ ぷり の 服 の 描き 方 に 進ん で いま す 。 服 の 描き 方 で は 全身 を 画面 
に 入れ た い の で 、 4 頭 身 (らい の キャ ラク ター で 解説 し て いま す 。 頭 身 を る 高く し て も 低く し て も 、 それ ぞ れ の 特徴 
的 な 要素 を 盛り 込ん で いけ ば 、 ひと目 で どの キャ ラク ター で ある か が 伝わり ます 。 さまざま な デフ ォ ル メ 表 現 が 
楽し め る の も 、 東 方 Project の キャ ラク ター の 将 力 で す 。 い ろ いろ な 頭 身 で お 気に入り の 1 枚 を 描い て 、 部屋 や 
イベ ント 会 場 な ど に 館 っ て み ま し ょ う 。 


火 神 レオ 東風 谷 早苗 豆 色 紙 (7.6x7.6cm) 
色 つき の 色紙 掛け と セッ ト に な っ た 豆 色 紙 。 
壁 な ど に 可愛 く 手軽 に 飾れ る 。 


相 茶 答 田 了 求 

10x10cm 
10cm 四 方 の 小さ な 作 
品 を 切り 抜い て 、 手 づく り の 
六角 形 額 に 収め た も の 。 *「 ア ナ ロ 


2 一 3 頭 身 キャ ラ で 上 半身 に 焦点 を 当て て 表現 。 2 頭 身 半 で 全身 を 画面 に 入れ た 作品 。 湊 勢 を 傾け 、 
黒 を 使わ ず に 、 重 ね 塗り で 服 の 色合い を 創作 。 各 パ ー ツ の ひも を な び か せ て 動き を 出し て いる 。 


グ 同 求 ま と め 」 サ イト で 使用 色 な ど を 紹介 し て いる 。 


粗 茶 八 麻 A4 (29.7x 21cm〉 相 茶 混 矢 服 訪 子 ハガキ 大 (14.8x 10cm) 
こち ら も 2 頭 身 半 く らい の キャ ラ に 、 小 物 を た くさ ん 盛り 込ん だ 作品 。52 ペ ー ジ の 柴 と 同様 に 、 2 頭 身 の キャ ラ 。 グ ラ デ 塗 り を 多用 し 、 


白 の 色合い を グラ デ 塗 り で て いね い に 表 現 。 *「 ア ナ ロ グ 柴 ま と め 」 サ イト で 使用 色 な ど を 紹介 し て いる 。 色彩 変化 を 生か し て 表現 。 


日 
U 
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! | 
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1 
H 
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出 
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H 
H 
H 
H 
H 
1 
H 
出 
) | 
1 
1 
1 
1 
1 
出 
1 
H 
FPS 
! 火 神 レオ ルー ミア A4 297x21cm) 火 神 レ オ 物 部 布 都 A4 (297x 21cm) 
H 
H 
1 
H 
1 
H 
U 
1 
1 
1 
1 
1! 
H 
1 
H 
1 
H 
H 
H 
H 
H 
1 
H 
1」 
1 
| | 
1 
1 
1 
出 
H 
1 
H 
H 
H 
1 
H 
1 
H 
1 
H 


4 人 に よる カッ プリ ング の 
メイ キン グ と 、5 人 に よる 


ワン ボイン ト 技 法 


粗 茶 が 描く 『 ク ラウ ン ピ ー ス と 純 狐 』 
肌 


自作 の S01 で の ば し な が ら 、 な じ 
ませ る 。 


> ン HDL ン D 
速度 を 上 げ て S01 で グラ デ 5 ロ な どの カゲ を E50 で つけ る 。 


塗り し て いく 。 


ラフ か ら 線 画 まで は パソ コン で 描き 、 
線 を 薄く し て 、 水 彩 紙 に プリ ント 。 


実際 の 絵 に 着色 する 前 に 試し 塗 
り 。 色 だ け で な く ニ ブ の 感覚 ( イ 
ンク が 乾い て いな いか 、 ボ ポタ 落ち 
し な いか ) の 確認 も ね て いる 。 


4 


有 め R00 で な じ ま せ る 。 


44 


と 


w 


白目 部 分 の 上 と 下 に 
YR01 を 置く 。 


基本 的 に は 薄い 色 か ら 濃い 
色 へ 、 奥 か ら 手前 へ と る 。 


色 を 置い た ら 、0 で 
の ば し て いく 。 


E50、E51、RV32 を 使っ て カゲ を 強め て 
いく 〈。 次 は 目 の 描 き 込み へ 進む 。 


アム に 


7 少し 時 間 を 置き 、 瞳 の 
ペー ス を YR01 で 塗る 。 


8 YR30 で グラ デ 塗 り 。 
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キネ S01 は 自作 オリ ジ ナル 色 。E50 と YR30 を 浪 ぜ て 0 で 薄め た も の 。 


E50 で ヒ タ イ に 落ち た 
カゲ 部 分 を 塗る 。 


同じ 種類 の 別紙 に 
塗っ て みる 。 


ンク 


0 で の ば し て 目 部 分 
の カゲ に 。 


障 が 赤 系 な の で 、 白目 の 
カゲ は 2 人 と も 同じ 色 に 。 


9 繰り 返し 塗っ て いく 。 


障 は 重要 な パー ツ 。 
全体 の 色 パ ラン ス の 要 と し て 
先 に 准 り ます ! 


ro 


1 0 YR30 を 塗っ て … 1 1 R35 を 置く 。 


し Roo ) 
Sg 


旬 
we 


My 


1 2 YR01 で グラ デ 塗 り 。 3 再び R35 を 重ね る 。 


14 クラ ウン ピー ス も 同様 に 進 1 5 障 の 上 下 に カゲ を 入れ る 。 1 0 で 色 を 抜い て ハイ ライ 


め る 。 議 の 色 に は RV17、 ト を 


入れ る 。 で きる だ 


RV32 な ど を 使用 。 け 小 さい 範囲 を 、 し つこ いく らい 
ニブ の 先 で 軽く 何 回 も た た く 。 


回 背景 


ああ ど 
中 心 部 分 な ど 、 茎 に 近い 部 分 に 0 で の ば し て いく 。 こ れ は カゲ で は な く 
YG00 を 置い て … て 花 の 中 心 部 分 の 色合い 。 


。 5! 
リク 
『 
い 1 ) 
7/。 【 
3 花びら の カゲ を W-1 で 描く 0 で ぼかし て いく 。 C-00 も 使用 。 白い 
花 の カゲ を 1 色 で 浴 る と 単調 に な り が 
ち 。 少 し 変化 させ て 、 造花 っ ぽく 見 えな い 
よう に し て いる 。 
ユリ の 使用 色 


ら 〇 りり 人 @@⑯@@⑤@@⑮@ 


0 C-00 GO000 YGOO YGO6 YR12 R32 Y18 G46 


1 まつ 毛 を 入れ て 形 を は っ きり させ て お く 。 
次 は 背景 な ど 人 物 以外 の 部 分 を 進め る 。 


花 芯 や 葉 、 尻尾 も 塗っ て いく 。 尻尾 は 
YR30、 R11、 RV55 の グラ デ 塗 り 。 
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疾 済 マユ 基 ざ さゆ で と の させ へ wS さ YS は の 還 シト 


背景 つづ き 


。 使用 色 :0、Y02、 
ビデ Y20 (自作 )、Y21、 
YRO1、E31、 
E70、E71、E84、 
B0000、B00 
* ネ Y20 は 自作 の オリ ジ 
ナル 色 。Y21 を 0 で 少 
パ し 簿 め た も の 。 


< 


W WP 
背景 の 枠 の ペー ス を 月 の 周り は 薄い 青 ヘ グ ラ 
塗る 。 デー ショ ン さ せ て いる 。 


8 


金色 の 装飾 を 描く 。Y21 
と 自作 の Y20、E47 と 
E84 で グラ デ 塗 り 。 


月 は B0000 と B41 で グラ デ 塗 り し 、 0 の イン ク を 入れ た 水 筆 (タン ク つき の 
ナイ ロン 筆 ) で ぼかし な が ら 描 く 。 枠 の 中 に 赤い グラ デー ショ ン を つく る 。 
使用 色 :0、Y000、Y11、 YRO4、 YRO7、 R17、 B0000、 00、 B41、 BVO1、 BV25 


純 狐 の 使用 色 : 

0、 YR14、YR21, 
R20、RV32、 
Y20( 自 作 ) 


クラ ウン ピー ス 
の 使用 色 : 

バ 0、 YRO0、R20 
= RV32、Y00 
記 1 R Y02、 Y20( 自 作 ) 
笹 (ササ ) の 葉 型 の グラ デー ショ ン 2 ハイ ライ ト を 残し て R20 で 塗り … 3 YR21 で グラ デ 塗り 。 
を 積み 重ね て 表現 。 


と 

人 
NN N NN 6 と 
4 R32 を 塗っ て お き … や や 淡い YR21 で YR14 を ハイ ライ ト の グラ デ 塗 り を 繰り 返す 。 クラ ウン ビ 
な じ ま せ る 。 側 に 置く 。 ー ス は や や 黄色 み 寄 り に 仕上 げ る 。 
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服 … カ ゲ 色 を 下塗り 


2 
古い 星条旗 の イメ ー 腰 の シワ 部 分 は コ 
ジ を 出し た い の で 、 カ ント ラス ト を 出し 、 
ゲ に は E 系 を 使う 。 大 き な 面 積 の カゲ は 緩 


や か に 色 が 変わ る よう に 。 


を E80 は 自作 の オリ ジ ナル 色 。E81 を 0 で 少し 薄め た も の 。 


- ペ < 
1 クラ ウン ピー ス の 服 を 塗っ て いく 。 柄 が 入る 場合 に は 、 カ ゲ を 
先 に 塗る と よい 。 


) IN AN 


に 5 eno E80 で カゲ 6 《。 Si 電 E80 で シワ を っ 0 で な じ ま せ て いく 。 


9* mm 8 0) ーー k 』 
カゲ を つけ る 。 E42 で 塗っ て いく 。 
時 王 
を < <4) アア 
【 さ 
SN 
アル NE ュー: 308 る 0 1 4 暗い 部 分 に E42 を 入れ る 。 1 5 カゲ 色 を つけ る と ぐっ と 
の E42 で 。 3 っ 0 立体 的 に な る 。 


疾 済 テマ ユ 革 さゆ と の てき マキ へ wwS さ SV こ Ns は の 還 シト 


服 つづ き 


模様 を 描く と 
体 の 形 が は っ きり と 
見 えて きま す ! 


主 線 が な い の で 後 
か ら カ ゲ を 重ね る 
と 、 境 界 部 分 が に じ 


ます 。 先 に 塗っ た 全 


1 6 スト ライ ブ 部 分 を 1 7 少し 淡い R02 で つ な 1 8 奥 の ほ う や カゲ に な る 体 の カゲ を 参考 に 、 
濃い 赤 で 着色 。 げ て グラ デ 塗 り 。 部 分 は 濃い 赤 で 。 グラ デ 塗 り を 葉 使 ! 
し 4 P ノ 
| 背中 側 と 腹 側 に 濃い 赤 を 20 薄い ほう の 赤 で つなげ て いく 。 21 な じ ま せ て 濃淡 の グラ デ 2 体 に 沿っ た 服 の 形 を と ら え 、 
塗っ て お き … 塗り に する 。 立体 感 を 出し て いく 。 


2 カゲ に な る 部 分 に 
赤 を 重ね 塗り 。 


の 5 スト ライ プ の フチ を 濃い 赤 で 描く 。 


2 6 内 側 を 消 い ほう の 赤 で な じ ま せ る 。 


2 クラ ウン ピー ス 
24 ソ デ 部 分 の 形 を くっ きり と 。 の 服 に 赤い ス 
トラ イブ を 入れ た 段階 。 
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キネ S02 は オリ ジ ナル 色 。B37 と BG57 と 0 を 混ぜ た も の 。 
テー 


交 マ ー ク の ア B52 と 自作 の S02 スト ライ プ と 同じ よ スカ ー ト の 部 分 が 
28 タリ は 、 塗 る 2 で 脚 部 分 を 着色 。 30 うに グラ デ 塗 り 。 31 で き て きた 。 
コピ ッ ク と 近い 色合い 
の 色鉛筆 で 描く 。 


黒い 部 分 


3 純 狐 の 黒い 服 を カ 
ゲ の 濃い 部 分 か 
ら BV25 で 塗っ て いく 。 時 
間 を 置き な が ら 塗り 重ね て 、 
自然 に 濃い 色 を つく る 。 


3 純 狐 の 服 は 赤い 部 分 か ら 小 り 始 
め 、 肌 孝 分 や 奥 の 長 の カゲ 色 な 
ど を 調整 し て か ら 、 黒い 服 の 描写 へ 進む 


純 碧 の 服 (赤い 正面 の 部 分 ) の 使用 色 : 
R24、R46、B95、S02 (自作 ) 


肌 な どの カゲ 色 の 使用 色 : 
RV91、RV93、E70、E71 


こ ト ュ q 人 クラ ウン ピー ス の 羽 は IN 
1 宙 リャ 薄い 青 で フチ を 取る 。 命 
レル 周り に は み 出 な いよ うに 気 。 すい / 
上 天 | を つけ な が ト H 
) 、 しっかり [ けた 蘭 和 ベ 
- 短 し アッ 羽 の ペー ス を つく っ て お く 。 と ーー 
4 用 1 Y 
9 つ その 後に 薄く の ば し た 講 | 呈 凛 4 還 
4 で ポス ター カラ ー で 羽 全 全体 的 に 色 多 筆 で や 
連休 に 色 を 置き 、 ホ ワイ ト の ベ PTP 
ン で 羽 の 模様 を 入れ る 。 


N ② 


( 本 今回 は 線 が と て も 薄い 全体 を 調整 し て 完成 。 
トー = 状態 で の 作業 だ っ た の * 完 成 作 品 は 5 ペー ジ 。 
了 で 、 必 要 な 部 分 に マル チラ イ 


有 ナー で ペン 入れ を する 。 
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疾 済 テマ ユ 革 ささみ で と の させ KS さこ Ns は の 還 シト 


ag し り も み ビ し Ye いま 


魚 ウサ モモ が 描く 『 犬 走 桃 と 射 命 丸文 』 


精 恒 な 白 狼 天 狗 の 、 余裕 の 笑み を 浮か べた 鈴 天 狗 の 文 の カッ プリ ング で す 。 
_ 個人 的 に 文 と 桃 は 武器 を 持た せ て ナン ボ だ と 思っ て いる の で 、 戦闘 開始 ? みた 
い 肌 いな イメ ー ジ で 描か せ て いた だ きま し た 。 


線画 は 使い 古 し た マル チラ イナ ー を 使用 し て い 

る の で 、 消 し ゴム を か ける と 線 が 薄く な る が 、 こ 

の 身 階 で は 無視 。 着 色 の 工程 ご と に 必要 な 箇 で や" 

所 だ け 線 を 足し て いく 。 肌色 部 分 。E0000 と E000 の 薄い 色 か ら 大 ま か に 塗っ て いく 。 薄 い 色 は は み 出 し て も 目立ち に くい の で 、 
ムラ が 出 な いこ と だ け に 気 を つけ て 浴 る 。 


コ 


カゲ の 強い 部 分 を E02 と 
E93 で 強調 。 ツ メ や ま ぶ 
た 、 唇 な ど に R000 と R00 
を 使っ て 赤み を 出す 。 


E00 で カゲ を 出す 。 ぼ か し た いと ころ は イン ク が 乾く 前 に 
E000 を 塗り 、 下地 の 色 と な じ ま せ る 。 


阿 目 


1 風 を Y02 で 下塗り 。 ウ 赤 の R22、 R24 の 順に 重ね 塗り し て いく 。 


骨 の カゲ に メリ ハリ を 了 
つけ る た め 、 赤 の 補 > 
色 B32 を 入れ て 濃く する 。 NN 
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服 … 白 と 黒 の 表現 


C-0 と C-1 を 
使っ て 大 ま か 
に 塗っ て いく 。 


腕 を 曲げ て いる 部 分 は 、 ソ デ の ダイ ナミ ッ 
ク な シワ が 見 せ 場 。 淡 い ク ー ル グレ イ の 
濃淡 で グラ デー ショ ン を つく る (グラ デ 塗り )。 


を ソ デ の シワ 、 ソ デ の 内 側 の カゲ な ど を つけ て 、 それ ぞ れ の 位置 関係 を 明確 に 。 
カゲ が 強い 部 分 は C-3 で 強調 = 


クー ル グ レ イ の 


黒 ペタ 部 分 は 筆 ペ ン を 使い 、 C-6、 
導 グラ デ 浴 り 。 


C-5、C-3 の 順 で グラ デ 塗 り 。 


文 の ネクタイ 部分 。 濃 い 色 

は ムラ が 出 や すい の で 、 薄 
い 色 を 重ね て 濃く し て いっ た ほう 
が きれ い に 仕上 が る こと が 多い 。 
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閉 洪 了 マ ユ 革 ざさ Wer と の mrNY せ キ さ へ xSSY ご Ns さ の 全 シャ 


四 服 と 小物 世 ^、 


① 文 の 脚 部 分 。 ニ ー ソ ッ 
クス を 塗っ て いく 。 ② 曲 げ 
た ヒザ の 部 分 か ら 太 も も に か け 
て 、 クー ル グ レイ の グラ デ 塗 り 。 


キャ ラ の 色 が 被 ら 
な いよ うに 、 要 は 
B32、 文 は V93 で 差し 


色 を 入れ て いく 。 
赤い 部 分 は RV13 で 洪 く 塗っ て いき 、 濃い 
部 分 は R22 と R24 で グラ デ 塗 りす る 。 


キー 


| 

LAN 手袋 と ベル ト は 半 の 光沢 が 出る よう に 、 
M 白 部 分 を 残し な が ら E13 塗っ て いく 。 

い カゲ が 濃い 部 分 は E99 を 使用 。 
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W-0 で 全体 を 
大 ま か に 塗っ 
て お く 。 細 か い 毛 
先 な ど は きっ ちり と 
塗ら な く て も 、 後に 
、 濃い 色 を 重ね て い 
く の で 大 丈夫 。 


し 


2 カゲ の 強い 部 分 に W-1 を 塗り 重ね る 。 


また 、 ハイ ライ ト を 意識 し つつ 、 
W-0 と W-1 で 細か い 部 分 を 塗っ 
て いく 。 ② さ ら に W-3 で 陰影 を 強調 


尻尾 の 色 も 同様 に 塗る 。 範 囲 の 

大 きい 部 分 な の で 大 ま か な 部 分 
は ムラ が 出 な いよ うに ザッ クリ と 、 細か 
い 部 分 は 慎重 に 塗っ て いく 。 


痢 注 デ マユ 装 ざ さ の と の さく せ さ SSY ご NL の と ュ 居 記 


回 服 と 肌 … 固 有色 (も の の 色 ) 表現 


槍 の 裕 と 午 紐 部 分 。 

早 の 服 、 赤 い 部 分 と 同じ 塗り 方 で 
進め る 。 肌 部 分 を 塗り 忘れ て いた 
の で 、 そ ちら も 同様 に 塗っ て いく 。 


の V93、V99 の 順 で 重ね 塗り し て いく 。 


/ 城 2 ノ 


1 115 ペ ー ジ の 和 の 髪 を 塗る 工程 と 同じ 。V91 を ペー ス に 塗っ て お く 。 


髪の毛 の 色 に 肌色 や 目 な ど が 負け て いた の で 、 
少々 濃く し て パラ ンス を 調整 し て いる 。 


回 仕上 げ 


武器 ( 妃 ・ 錠 ) を 塗っ て いく 。 名 
は Y23、BV20。 刃 は C-1、BV20、 
BV23。 柄 は W-3、 W-5、 筆 ペ ン 。 


文 の 服 の 模様 は YR31 

で 全体 を 塗り 、 薄く な っ 
た カゲ は C-0 で 強調 する 。 オ 
レン ジ は Y38、 赤 は R22、 茶 
色 E71 は 、 緑 は YG03 を 使用 。 


導 沙 マユ 基 ざ さゆ % で と の させ SN この 生 と 


目 に ハイ ライ ト を 入れ 
て いく 。 ド クタ ー マ ー チ 
ン の ホワ イト を 水 で 良い 具 
合 に 薄め て 徐 る 。 ま た 、 全 
体 の 細か い 部 分 に も ハイ ラ 
イト を 入れ て 調整 。 


文 の 髪 の 塗り 方 と 同様 
に 羽 を 塗り 、 線画 の 薄 
い 部 分 を 筆 ペン で 調整 し て 


完成 。* 完 成 作品 は 6 ペー ジ 。 
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高田 ウィ リア ム が 描く 『 チ ル ノ と 大 妖精 』 


る る 


間 S BV34 を 上 半分 に 塗る 。 
18 B45 を 下 半 分 の 輪 諸 を 
な ぞ る よう に 重ね 塗り 。 


肌 と カゲ 


色鉛筆 で 描い た 
線画 。 色 を 塗る 前 
に 消し ゴム を か け 
る と 、 全 部 消え ず 
に 消 く 線 が 残る 。 


人 き 人 
NM - 
下 に 光 を 丸く 残す よう に 
B52 を 置い て か ら 、 目 の 全 
体 を E50 で 塗っ て お く 。 


os BV34 mmo 
②B45 を 下 半 分 の 輪郭 を な 
ぞ る よう に 重ね 塗り 。 


- B52 を 重ね る 。 
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の 


ラフ ーー 


BV34 で 塗 

っ た 部 分 
を 上 か ら な ぞ る | 
よう に B45 で 塗 
り 、 さら に 前 髪 
や 光 を 入れ た 
い 部 分 を 残し て 


まず は 全体 の 色分け を し ます 。 肌 や も の の カゲ か ら 塗 り 始 め ま す 。 


| 『 アア 
k アア 
ぃ ム 
を P】 いう っ デ | 
も 4 の に 
先 
4 4 は 9 7 
g い さ 間 
の コッ ん レ 。 あ , 
】 人 ば 
f v 人 て 
| 2 R 
w ーッ マン ほす 
| 。 を 
1 2 
肌 は カゲ の 部 分 や 赤 に 曽 
み を つけ た いと ころ 』 
を R00 で 塗り 、R11 と R20 
上 か ら E00 で ぼかす 。 
V20 で カゲ 
E000、E0000 で 肌 全 を 足す 。 』 
体 を 塗り 、 口 の 中 に 


は R00 を 、 目 は 白目 の まま 
な の で 、 先 に BG11 を 置 
いて お く 。 服 や 白 と 黄色 で 
訟 り た い 部 分 は 、R11 で 大 
ま か に カゲ を つけ る 。 


V20 の カゲ は 、R11 

と 重なる と ころ と V20 
の 色 味 だ け の 部 分 を つく る 。 
下 の ほう に B60、BG10 を さ 
ら に プラ ス 。 白く し た い 部 
分 に E0000 を 、 鞭 色 く し た 
い 部 分 に E51 を 下塗り 。 


* B52+0 は 自作 の オリ ジ ナル 色 。B52 を 0 で 少し 薄め た も の 。 


B52+0 と V20 を 可 

BG11 で 、 全体 に 、 

壁 全体 を 塗っ | 前 髪 の 部 分 に 

て お く 。 は RO0 を 少し 
塗る 。 


大 妖精 の 髪 は 、BG72 で カゲ に 


部 分 を 残し て 塗る 。 


B95 で 服 の カゲ に な る 
部 分 を 塗っ て お く 。 


1 0 V20 を 大 妖精 の 

髪 全 体 に 、 前 髪 の 
部 分 に は R00 を 少し 重ね る 。 
各部 分 の カゲ の 部 分 か ら 色 
を 置き 、 グ ラ デ 塗 り を 取り 
入れ な が ら 全 体 を 塗り つぶ 
し て 、 色 分 け を し て いく 。 


B52 で 前 髪 や 光 を 入れ た い 


9 BG11 と YG61 で 髪 全体 を 塗っ て お く 。 


汗 基 で ユ 半 ざさ の 守 で と の し rr さ N キ へ SS ざーS す の 古 シト 居 記 


B95 で カゲ に な 

る 部 分 を 塗っ た 
ら 、 その 上 か ら BV34 
を 重ね る 。 下 の ほう 
の 白く 残し た 部 分 も 
BV34 の 色 味 を 出し た 
か っ た の で 塗り つぶ 
し 、 自 い 部 分 を 残し て 
」V22 を 少し 塗る 。 


で iA 識 


B52+0 と BG11 で 服 全 体 を 塗る 。 
* B52+0 は 自作 の オリ ジ ナ ル 色 。B52 を 0 で 少し 薄め た も の 。 


チル ノ の リボ ン 。 e 


導 
壮 1 


W 


リボ ン を 重ね 塗り で 描 

き 進め る 。 ① カ ゲ に し 
た い 部 分 に R56 を 塗る 。③ 
V25 で R56 を な ぞ る よう に 重 
ね 塗り 。③ R32、R20 で 全体 
を 塗っ て いく 。 


3 V20 を 全体 に 、 下 の ほう に は R00 を 少し 塗る 。 
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リボ ポン 部 

分 に V20 
を 重ね 塗り し 
て 、 少し 色 味 
を 抑え て お く 。 


花 に 色 を つけ て いく 。 ① 大 
きい ほう の 花 は V15 で 輪郭 
を 描く 。② V22 で 形 を 整え 、 上 か 
ら 全体 に V20 を 重ね 塗り 。③ 奥 


の 小さ い 花 は V22 で 輪郭 を 描き 、 


自作 の B52+0 を 全体 に 塗る 。④ 
さら に V20 を 上 か ら 重ね 、 背景 の 
緑 に は GOO、G40 を 使用 。 


大 きい 花 を も っ と 
ビ ピンク っ ぽく し た 
か っ た の で R20 
を 足し て みた 。 


背景 に E50、E0000 
を 置き 、 さ ら に 0 番 
で ぼかし て いく 。 


まず は 葉っぱ と 茎 

か ら 。BG72 で お 
お ま か に 輪郭 な ど を 描 
き 、B52+0 で 下 の ほ う 
か ら 塗 っ て いく 。 次 に 
G00 と G40 で 全体 を 塗 
り 、V20 を 上 か ら 重 ね る 。 
* B52+0 は 自作 の オリ ジ ナ ル 色 。 
B52 を 0 で 少し 薄め た も の 。 
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鞍 溢 マユ 装 コ の た で と の SN せ さ SS ご NIS さゆ の と モト 


回 背景 っ づき 


全体 に 描き 込み 
各部 分 の 色分け が 
| 終わ っ た ら 、 ここ か 
ら E70 一 E77、 E49 
| な ど を メイ ン に 描き 


込ん で いき ます 。 
R21 で 蝶 に 鮮やか な 色 を つけ て お く 。 次 の 段階 で は 、 
T-5 で 塗り つぶ し て いく 。 
V20、V22 で 花 や 草 な ど を 
描き 足し て か ら 、R11 で 肌 の 
カゲ を は っ きり と 置い て いく 。 


肌 、 白 と 黄 部 分 に E70+10 で カゲ を つけ て いく 。 
ネ E70+0 は 自作 の オリ ジ ナ ル 色 。E70 を 0 で 少し 六 め た も の 。 


E71 で 輪郭 を 意識 し な が ら 

描き 込む 。E71 で 塗っ た 部 分 
を は っ きり させ る よう に 上 か ら E70 
を 重ね 塗り し 、 さら に 描い て いく 。 
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岡 仕上 げ … 独 特 の 茶色 系 の 色彩 へ 


| ド の 
0 二 半 2 


ト と っ チン いい: 
次 は 服 、 髪 、 目 な ど 。 先 ほど カゲ を 塗っ た 部 分 を 元 に 、 E70+0 で 全体 を 塗り 、 温か み が 欲し か っ た の で ES1 を 全体 に 重ね る 。 先 ほど 塗 
E77 や E74、 E71 で 描き 込ん で いく 。 っ た 白 や 黄 部 分 に E77 を 塗り 、 そ の 上 に E74、 E71 を 重ね て 整え て いく 。 


*E70+0 は 自作 の オリ ジ ナル 色 。E70 を 0 で 少し 薄め た も の 。 


も っ と 温か み の あ る 色合い に し た い の で 、 全体 に E50 を 塗り 、 線 を 少し ぼかし て 人 物 を さら に 描き 込み 、 背景 全体 と 肌 に E0000 を 重ね る 。 背景 も 同じ 手順 で 

いく 。 肌 や リボ ポン な ど に も E71、 E74 を 足す 。 E70 一 E77、 E50 を 使用 。 背 景 上 部 分 に B0000 を 年 き 、 0 番 で ニブ を 紙 に た た 
きつ ける よう に し て に じ ま せ 、 繰り 返し 背景 を ぼかし て いく 。 色 鉛筆 や ホワ イト で 加筆 
し て 完成 させ る 。 * 完成 作 品 は 8 ペー ジ 。 
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普 沙 ざさ ユ 基 ざ ゆで と の て SN キ さ wS さ ざこ < すめ の と 


姫 神 か を り が 描く 『 霧 雨 魔 理沙 と アリ ス ・ マ ー ガ トロ イド 』 


普段 は 背景 も コピック の み で 色 を つけ る 場合 が 多い の で す が 、 今回 は 全体 が ふわ っ と し た 和 雰 囲 気 に な る よう に 透明 水彩 を 使用 し ます 。 
完成 作品 は スキ ャ ナー で 取り 込ん だ あと 、 SAI や picasa な どの ソフ ト を 使っ て 編集 し て いま す 。 コ ピッ ク の 作品 は 、 ス キャン する と 原 
画 と 色 味 が か な り 変わ っ て し まう の で 、 SAI で 明度 、 色相 、 明る さ を 調 整 し 、 全体 に 茶色 で オー パー レイ レイ ヤー を か け て いま す 。 


で 


g 


持っ て いる コピック を 一 覧 に し た 自作 の 色 見 本 。 


マル チラ イナ ー の プラ ウン で 描い た 線画 。 背 景 の 星 は まず ホオ や 鼻 を 中 心 に YRO0 を 置く 。 肌 の 色 は 全体 に 塗ら ず 、 と ころ どこ ろ 白 を 残し て 柔らか い 
シャ ー プ ペン で アタ リ を 描い て お く 。 印象 に し て いく 。 そ の 後 、E51 を 塗り 、 E50 で グラ デ 塗 り 。 
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基本 的 に 「 濃 い 色 、 中 間 の 
色 、 薄い 色 」 の 3 色 を 使用 す 
る と 、 自然 な グラ デー ショ ン が 
つく れ ま す 。 乾 く 前 に 素早 く 次 
の 色 を 重ね る と ムラ は で き に く 
いで す 。 カ ゲ は 水彩 の 境界 の 
よう に ば きっ と し た 塗り を 意識 
し て いま す 。 く っ きり と し た カ 
ゲ を 入れ る と 全体 が ぼや けず 、 
立体 感 が 出 ま す 。 コ ピー 用 紙 
な どの 薄い 紙 よ り も 、 スケ ッ チ 
ブッ ク や 水彩 紙 な どの 厚み の 
ある 紙 を 使用 する と 、 境界 が き 
れい に つき や すい で す 。 


境界 線 を つけ た と ころ を YR00 で の ば す 。 下 の 色 を 十分 
: か し て か ら 、 筆 を 持つ よう に ペン 先 を 立て て 細か く カ 
' ま ず に きれ いな 境界 が で きる 。 


普 落 で ユ 基 ざ ゆみ % で と の てき マキ SN こい は の 人 と た 


Ge アイ て 
=(// 


目 の 中 の ハイ ライ ト を 描く 。 シ ャ ー プ ペ アリ ス の 目 は B00 を ベー ス に 塗り 、 上 の ほう を E50 で ぼ か 」 アリ ス の 目 は RV95 で 境界 を つけ 、B00 で の ば す 。 麻理 沙 
ン で アタ リ を つけ て E00 で 塗る 。 す 。 魔 理沙 の 目 は ペー ス に YR31 を 使い 、 上 の ほう を E50. の 目 の カゲ は RV95 で 境界 を つけ て か ら YR31 で の ば す 。 
で ぼかし て お く 。 カゲ を 塗っ た 部 分 に 線画 で 使っ た マル チラ イナ ー の ブラ ウン で 


線 を 入れ 、 上 か ら W-3 で 塗り 、 E50 で ぼかす 。 
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シャ ー プ ペン で ハイ ライ 

ト の アタ リ を 入れ 、 魔 
理沙 と アリ ス の 髪 の ペ ー ス 
を YR31 で 塗っ て いく 。 


し | 


髪 全体 に 色 を 置い た 自 階 。 魔 理沙 の 口 は R20 と RV000 の グラ デ 塗 り 
で ペー ス を 首 き 、 カ ゲ は RV95 で 境界 を つけ て R20 で の ば す 。 


/ 2 


E70 で 壁 の ハイ ライ ト の 形 を 残し な が ら 中 間 の カゲ を 塗る 。 カ ゲ を 入れ すぎ る と 
全体 が 重たい ED 象 に 感じ る の で 、 パラ ンス を 見 な が ら 進め る 。 
服 と 小物 


魔 理沙 の 帽子 を 塗っ て いく 。 2 すぐ に E74、 W-3 で グラ デ 塗 り 。 その 後に B000、BV02 を 加え て 多 色 の グラ デー ショ 


ひさ し の 部 分 を W-7 で 。 ン に し 、 E50 で な じ ま せ て お く 。 
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魔 理沙 の 黒い 服 を 帽子 と 同じ よう に 塗る 。 黒 い 部 分 は 100 (プラ ッ ク ) 

な どの 強い 色 は 使わ ず 、 暗い 灰色 (W) や 茶色 (E) を 使用 する と 温か み 
の ある 色彩 に な る 。 背景 に 水色 と 紫 を 使い た か っ た の で 、 背景 と 重なり そう 
な 部 分 に は 人 物 に も 淡い 色 を 入れ て な じ ま せ て お く 。 


フリ ル と リボ ン 


フリ ル な どの 白い 部 分 も 同じ よう に 塗る 。 ア リス の ケー プ に は 
E70 を 加え て 柔らか さ を 出す 。 


アリ ス の へ アバ ンド や リボ ン は R32、 R20 で グラ デ 塗 り 。 カ ゲ は E04 で 境界 を つく り 、 R32、 
魔 理沙 の リボ ン は RV09 と R32 で グラ デ 塗 りす る 。 


R20 で 塗る 。 


3 


1 


白 の エプロ ン を 塗 
つて いく 〈。 カ ゲ に 
E04 を 置く 。 


2 


すぐ に W-3 で 


。 の ば し て …。 


に 


E50 で グラ デ 塗 り 。 
な め ら か な カゲ の 
色 を つく る 。 


青い 部 分 は B37 で 色 
を 置き 、 W-3 を 塗っ た 
後に B32 で ぼかす 。 
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淀 梁 プ マユ 革 さ さゆ 生 と の NN せ さ SN ご NIS の 時 古 と た 


ご 只 き 寺 否 


服 と 小物 つづ き 


KN 


アリ ス の 服 は ケー プ の 青い 部 分 2 B37 を 塗っ た 後に W3 で の ば し て … に B32 を つなげ て 3 色 の グラ デ その 後 、 魔 理沙 の 服 と 同様 に B000 
(127 ペ ー ジ ) と 同じ よう に B37 を 置く 。 島 り に する 。 と BV02 で 塗っ て E50 で ぼかす 。 


ほう き の ペ ベース は W-7、 E74、 
E33、 E21、 E51 を 使用 。 


人 物 か ら 外側 に 向かっ て グラ デ 塗 り 
し 、 カゲ は W7 を 塗っ て E33、E51 で 
ぼかす 。 


少量 の 赤 に 青 を 混ぜ 、 *e を っ css 


水彩 で ベ ペース を 塗る 際 は と ころ どこ ろ 白 を 残し 、 軽く 使用 し た 画用紙 は 水分 の 乾き が か な り 早 いた め 、 人 物 や ほう き の 上 か ら 水彩 で 色 を 重ね 、 違う 画材 
た た く よ うに し て 塗り 、 水 を 多く し て の ば ぱす と に じみ ほか の 色 と の 自然 な グラ デー ショ ン に な る よう に 素 で も 違和感 が 出 な いよ うに 意識 し て 塗る 。 
が きれ い に で きる 。 早く 塗っ て いく 。 
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事前 に 描い た アタ リ を 参考 に し 
な が ら 、 コピ ッ ク で 星 を 描き 込む 。 
まず は RV09 で 形 を 描く 。 


外側 に 向かっ て R32、 R20、 E51、 
E50 で グラ デ 塗 り 。 色 調 の 流れ 
を 意識 し 、 同じ 塗り 方 で 各色 の 星 を 描 


いて いく 。 星 々 の 間 に は R20+E50 や 水色:BGO5、BGO1、B000、E51、E50 水彩 の 上 か ら コ ピッ ク で 描く と 、 水 
B000+ E50 で 円 を 描く よう に グラ デ 塗 。 柴 :V17、BV02、E51、E50 彩 の 塗り が 下 に 透け て セロ ファ ン 
り を 入れ て な じ ま せる 。 緑 : BG23、E50 (株 の み 充 め に 入れ た か っ た た め 、2 色 + 星 の 形 の 壊 界 線 も と ころ どこ ろ ぼかす 。) の よう な 透明 感 の ある 表現 が で きる 。 


ー ほうき: 


E74、E70、E50 


仕上 げ 


加筆 し て ハイ ライ ト を 入れ て い 
きま す 。 全体 の バラ ンス を 見 て 、 
カゲ の 足り な い 部 分 を 塗り 込み 、 
次 に マル チラ イナ ー で 描き 込ん 
で いき ます 。 に じん で は み 出 た 


で Da か コン いと 、 ささ こさ で こ NRK に ささ ルコ 


部 分 の 修正 作業 も し ます 。 
1 カゲ を グラ デ 浅 りす る 。 麻理 沙 の エプロ ン 麻理 沙 の スカ ー ト の カゲ : アリ ス の スカ ー ト の カゲ : 
の カゲ : W-3、W-0 W-7、 E74、 W-3 W-7、W-3、B000 
両方 の ペン を 使い 、 由 
アク セン ト で キラ か 
キラ を 描く 。 を 


手前 に 出し た い 部 分 を マル チラ イナ ー の 黒 で な ぞ り 、 は っ 背景 を 中 心 に ホワ イト の ペン で ハイ ライ ト を 入れ 、 最後 に 水 
きり させ る 。 目立ち すぎ ず に 描き 込み た い 部 分 は 、 彩 度 の 筆 で 白 の 絵具 を 弾く 。 
高い マル チラ イナ ー の ピン ク ( 桜 ) で 。 * 完 成 作品 は 10 ペ ー ジ 。 
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に ょ s 髪 と 服 の 描き 分 け 


キャ ラク ター の 髪 と 服 を 「 重 ね 塗り 」 と 
「 グ ラ デ 塗 り 」 で 描き 分 け ます 。 


9 
の 


ー テ い さい 


ル 


こ て 7 
1 ハイ ライ ト の 部 分 を 残し て 、 Y21 を べ タ 塗り する 。 


その 上 か ら Y26 
\ で 一 番 濃い カゲ 
ぼかし で 服 表現 を つけ る 。 毛 先 に 向 
雇 4 ー ー か っ て Y21 で グラ デー 

ショ ン に し て いく 。 
B00 を ペー ス に B23、 
P B41 な ど を 使っ て 濃い 

部 分 を 描い て い 

レー ーー 
羽 の 結晶 の 周り を 残し て 、 境 め を な くす よう に 0 で 結晶 に も 色 を つけ て 


R22 を 塗っ て お く 。 ぼかし て いく 。 グラ デ 塗 り に する 。 
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ジ で は 、 技法 説明 の 
た め に ぼかし や 重ね 塗り を 部 分 
人 的 に リメイク し て 解説 し て いる 。 


1 NN 
C-3 を 髪 の カ ゲ に な る 部 分 に 、 


毛 先 へ 向かっ て 塗っ て いく 。 


重ね 塗り で 服 表現 


隊 


Svy ce 


N 


由 


怠 -0y 辿 ③ 肖 革 河 肌 


有 


1 明る い 部 分 を 残し て 、 R22 で ペタ 塗り する 。 


R08 で 濃い 

カゲ を 重ね 
塗り 。R08 で 塗っ 
た と ころ を R22 で 
の ば し て グラ デー 
ショ ン に する 。 


デジ タル で 部 分 
的 に 木漏れ日 の 
カゲ を つけ て 仕 
上 げ て いる 。 


/ 


て C-3 の 部 分 が グラ デ 塗 り に な る よう に 、 
B60、 B000 を つなげ る よう に 塗る 。 


『 妹 紅 の 日 常 の 一 コマ 』 コビー 用 紙 A4(29.7x21cm) 
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Na さり と くさ こく こ ざこ いひ na と コ 居 記 


《@ 記 年 本 ミレ ー ス の 抽 き 方 


ミ さ 日 マ |zY ト 場合 水彩 紙 に シャ ー プ ペン で 直接 ラ 

レミ リフ ・ ス カ レッ ト の 場合 フ を 描き 、 マ ル チ ライ ナー で な 
ぞ っ て 線画 を つく る 。 塗 り 進め 

人 物 の 塗り 方 は 既刊 の 『 ア ナ ロ グ 絵師 た ちの 東方 イラ スト テク ニッ ク 』 で て いく と き に 迷わ な いよ うに 、 全 
解説 し た 神奈 子 & 諏 訪 子 と 同じ で 、「 ペ ー ス に な る 潤い 色 つ カゲ に な る 濃 体 の 目安 と な る カゲ を V0000、 
い 色 一 ペー ス の 薄い 色 」 の 順番 で 塗っ て いま す 。 服 の ピン ク 色 部 分 に は BV0000 で 下 疹 り し て お く 。 
VO0000、V000、BV0000、RV0000、 赤 の 8 R24、R39 な どの ピン 
ク や 濃い め の 赤 を 使い ます 。 私 は 吸血 鬼 : ドー 系 の イメ ー ジ が ある 
の で 、 朱 色 系 の 明る い 赤 を 使わ ず 、 R89、 R59、 R39 あ た り の か な り 濃い 
赤 を 使う の が 好き で す 。 服 の 白い 部 分 に は BV0000、 N-0、0 を 使い 、 フ 
リル 部 分 の レー ス や 模様 は 、 ホ ワイ ト で 描き 足し て 質感 を 表し て いき ます 。 肌 と 髪 と 目 


: // 1 
\ 


N Voo00、 Se 
N- 


\ 『、 

1 グレ ー 主 線 の 部 分 は レー ス が 透け 髪 も 同じ よ 
る よう な 感じ に し た い の で 、 線 を 塗っ て いく 。 

無視 し て 肌 の 色 を 置く 。 上 か ら ホ ワイ 使用 色 : B0000、B000、B52、BV0000、C-0、C-2 

ト を 重ね る の で 少し 濃い ぐら い に 塗 る 。 


薄い 色 か ら 順 に 


①②③ 瞳 の 下 を 少 

し 残し て 、 上 の 
ほう か ら 濃 い 赤 一 赤 
ビン ク が か っ た 紫 
に な る よう に グラ デ 塗 
り 。③ 最 後に 一 番 濃 
い 色 で 瞳孔 を 描く 。 


使用 色 : 
V000、 R02、 R24、 
R39、 R46、R59 


服 の 色 は 白 つ 
ピン クー 赤 の 
順 で 塗っ て いく 。 
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服 と 小物 


いろ いろ な レー ス の 描き 込み へ 


背景 を 塗る 前 に 水 で 深い た マン ガ 用 の 
ホワ イト で 主 線 を な ぞ る 。 丸 ペン 使用 。 


羽 の 内 側 は 、 

上 か ら 紫 つ ビ と ユ 
ンク の グラ デー ショ 縁取 り の レー ス 模 様 を 入れ る と き は 、 ニブ の 本 当 に 
ン に な る よう に 塗る 。 先 の 部 分 だ け で 描い て いく 。 


1 


ち 


透け る 感じ に し た い レー ス の 主 線 が グ 
レー の まま だ と 、 濃 い 背景 色 を 上 か ら 
塗っ た 後に 見 えな く な っ て し まう た め 。 


ホワ イト で な ぞ っ た 上 か ら BV29 で 背 
景 を 塗る と 、 う っ すら 線画 が 見 える 。 


その 上 を も う 一 度 な ぞ っ て 線 を は っ き 
りさ せる 。 


水 筆 で ホワ イト を 薄め な が ら 、 レー ス 
部 分 全体 に 塗っ て いく 。 
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幸 選 


症 湊 マユ 壮 さ ざさ の 還 と の (TSN ボキ wS さ ざこ いす の 人 生 と た 


ぶ で ご 


回 服 と 小物 つづ き 
透き通っ た レー ス … ホ ワイ ト と コピ ッ ク で 描写 ! 
N 


1 0 背景 色 に よっ て は 、 薄く 塗っ た ホワ イト が 変色 する こと が ある 。 裾 部 1 1 ホワ イト を 丸 ベ ン に つけ て 細か い 模 様 な ど を 描き 込ん で いく 。 
分 の レー ス な ど は 、 時 間 が 経つ に つれ て うっ すら ピン ク 色 に 変色 し 
て いっ た 。 


回 仕上 げ 


背景 に も 、 ホワ イト を 歯 プ 
ラ シ に つけ た も の を 指 で 
は じい て スパ ッ タ リン グ し 
た り 、 キ ラキ ラ を 描き 込 
ん で みた りす る 。 0 を 上 か 
ら の せ て 色 を 溶かし 、 に 
じん だ 効果 を 加え て いく 。 


ホワ イト で 壁 の 毛 や 目 

の ハイ ライ ト を 描き 込む 。 

色鉛筆 で リボン 部 分 に ラ 

イン を 入れ た り 服 や 壁 に 

1 2 レー ス 部 分 が で きた 段階 。 質感 を 加え た り し て 仕上 
げ て いく 。 
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完成 。 『 お 媛 様 の 空中 散歩 』 マー メイ ド 水彩 紙 22x 21cm 


イン ク を 含み 過ぎ て いた り 、 先 が 毛 羽立 っ た り 先 
が つぶ れ た り し て いる ニブ だ と 、 うま く レ ー ス 模様 
が 描け な い 場 合 が ある の で 、 試し 描き を し て いつ 
も 気 を つけ て コピ ッ ク を 選び 、 使用 し て いま す 。 
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普 其 ユ 基 ざ ゆで と の マキ XSN ざ こい は の 梨 と 


人 肛 記 生 位 :s 透 明 感 と ツヤ 表現 


汁 周 せ で 通 座 


き 上 き さす ボ Ns NYANsrtUG 


ヾ >S せ ざ ユ 並 器 星 え Mu で 0 ( 昌 CC は )Z0 VJV9NVW ⑤ 


ふい 4 し 2 

Se 人 IN へ ふ ー N 
2 人 を 別々 に A4 コ ピー 用 紙 に 下 描き したら 、 E00 を 置き 、 乾 く 前 に ホオ 、 鼻 、 まぶた は 少 2 R02 と YROO で カゲ を グラ デ 塗 り 。 
スキ ャ ン し て か ら デ ジタル で 合成 し て 全体 ラ し 濃い め の YR00 を 塗る 。 


フ を 完成 。 プ リン ト し て トレ ス 台 で トレ ス & ペ 
ン 入 れ し て 線画 に し て いる 。 


目 
瞳 に ! 


Y00 を 塗っ た ら 、 上 と 下 
を 少し 残し て R02 で グ 
ラ デ 塗り する 。 


瞳 の 中 心から 右上 に 向 
か っ て 、 徐々 に 薄く な る 
イメ ー ジ で R05 を 塗り 、 R02 
で グラ デ 塗 り 。 
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! 
手順 (2) と 同じ よう に 
RV69、E37、R05 で グ 

ラ デ 和 塗り し て いく 。 


いつ も 肌 、 目 、 髪 、 そ の ほか の 部 分 の 順番 に 、 薄い 色 か ら 塗 っ て いき ます 。 
レミ リア も フラ ン も と て も 大 好き で 、 思い 入れ の ある キャ ラク ター で す 。 


回 髪 


鞍 難 マユ 半 ざさ の 生 と の SN せ さ SS こい < の 生 シモ 居 記 


毛 先 と ツヤ を 出し た い 部 分 は RV00、 残 り の 部 分 を BGO00 と フ B32 を ペー ス に 、 BG01 と BG000 で 下 に 向かっ て グラ デ 塗 りす る 。 
BGO1 で グラ デ 塗 り し て お く 。 


ハイ ライ ト 部 分 。 
RV00 の 上 に B23 
を グラ デー ショ ン 
状 に 重ね て 、 ツヤ 
感 を 表す 。 


毛 先 部 分 に も 明る い 
光沢 部 分 を 残し て お く 。 


3 B23 と B97、 BGO5 で さら に 濃い カゲ を 塗っ て いく 。 


137 


回 仕上げ 


服 の ピン ク 部 分 の ペー ス と な る RV10、 RV21 は 、 レミ リア の 服 の 使用 色 
か な り 明る め の 鮮やか な 色 で す 。 カ ゲ 色 の 見 え ピン ク 前 人 

方 が と ころ どこ ろ 異 な り ます が 、 使用 色 は RV11、 
BV31 の み で 、 塗り 重ね る 回 数 や 塗る 順番 を 逆 に 
する こと に よっ て 色 の 変化 を 出し て いま す ! 


ペース 


ゲル イン ク の ボー ル ペ ン 
(ユニ ボー ル シグ ノ プ ホワ イト ) 


色 鈴 筆 (ホワ イト ) (RV29 と の グラ デ 塗り ) 


ネフ ラン の が も 同じ 1 


すべ て の 色 塗 り が 終わ っ た ら 、 ホワ イト の ペン や 色鉛筆 で 
ハイ ライ ト を 入れ る 。 


フラ ンド ー ル の 髪 の 使用 色 


肌 と 目 の 塗 り 方 
は レミ リア と 同じ 。 | 
壁 も 使用 色 が 異 
な る だ け で 、 同 じ 
工程 で 描け る 。 


138 


さ ズ ロ 4@RA か へ GSX で ャ へ や "の ピュ 6@ い へ 表 そ ヘー 無 斑 


ーー で < ョ 還 


人 ジジ 


田 を た KG 況 公認 SINT へ 年 記 き 和伸 共 品 ロ まい マー くじ 周二 モレ っ ン " 弄 医 つや 周 皿 固 せ 培 連 公 放つ 才 9SK よ ANNA へ 図 隊 ハ ユー (PA)* 


『36 く っ 次 つ ゼー 和 セ 』 国 甘 轄 35.2x25.1cm 


ママ yz “ふわ っ と し た 毛並み 表現 


い eg 


因幡 て ゐ の 場合 で 2 ま 才 と ッ サギ を 制作 し 、 毛並み の 反 き 方 を 解説 し ます 。 


肌 と 髪 


肌 は E0000 で 塗り 、RO00 で カゲ 髪 は 毛 先 に YR30 を 置き 、W-0 で 英 の カゲ は W-0 と W-2 で 
を つけ る 。 塗っ て お く 。 つけ て いく 。 


服 と 小物 


1 YR 30 を 塗る 。 2 R 000 で グラ デ 塗 り 。 R 000 や RO0 を 重ね 塗り し て カゲ を つけ る 。 
耳 の カゲ は W-0 を 使用 。 


毛並み の 描き 込み 


ヴァ ン ゴ ッ ホ 水彩 色 釣 筆 


ウサ ギ に E0000 を 下塗り し 、E00 を 水彩 色鉛筆 の 灰色 (コー ルド グ カゲ を つけ る よう に 毛並み の 線 細 筆 で ホワ イト を 重ね て 、 毛 並み 
重ね て 濃く し て お く 。 レー ディ ー プ ) で 耳 に 毛 を 描く 。 描 を 重ね て いく 。 の 厚み や 柔らか さ を 表す 。 
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5 水彩 色鉛筆 の 茶色 (ライ ト オ キ サイ 
ドレ ッ ド ) で 毛並み を 描く 。 


E0000 で 
の ば す 。 


コピ ッ ク を 上 か ら 塗 り 込 み 、 色鉛筆 り / 細 筆 で ホワ イト の 線 を 描き 


の 線 を 溶かし て な じ ま せ る 。 


裏 に 鉛筆 を 塗り 、 画用紙 に 転写 する 。 


『 狙 われ た 人 参 』 画用紙 B4 (25.7x 36.4cm) 


ー プ ペン で な ぞ っ た り 描 き 加 えて お く 。 


重ね て いく 。 


コピ ッ ク と の 合わ せ ワザ で 描き 込み に 使用 し 
て いる ヴァ ン ゴ ッ ホ 水彩 色 鈴 筆 (36 色 セッ ト )。 


ホワ イト が 目立ち 過ぎ た の で 、 
色鉛筆 を 重ね て 抑え て いく 。 


毛並み の ホワ イト に は ポス タ 
ー カ ラー を 使用 。 水 彩色 銘 筆 
は 毛並み だ け で な く 、 草 や 笠 
(ササ )、 木目 な ど に も 使っ て 
いる 。 コ ビック の 下塗り の 上 
に 色鉛筆 で 描き 、 そ の 上 に ホ 
ワイ ト や コピ ッ ク を 重ね て 、 そ 
れ ぞ れ の 質感 を 表現 し て いく 。 


Bo 計 さ な SS か 4 
③ こ 晴 可 S か の と へ て 貴 絞 


s 通 深 t ( 泊 き 斗 ) さ 一 


< 固 ゆ と rw ど OO 狼 減 汗 北 性 す NO' 侍 可 
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普 其 ユ 基 ざ の で と の SN キ さ XSNY こ は の 人 と た 


Wi や 5 色 鈴 筆 の 合わ せ ワ ザ 


Ok fp あき em 


和 田 阿 求 の 場合 と > ク に 和津 な と の 画材 も プラ ス し て 、 キャ ラ や 小物 を 持 い て いき ます 。 


髪 と 肌 、 服 、 小 物 


7 肌 の カゲ を し ゅ いろ で 入れ る 。 
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RV00、RV000 


YR00、YR000 


髪 を BV で グラ デ 塗 り (145 ペ ー 
ジ 参 照 ) し た ら 、 肌 を 下塗り 。 


色 で の ば し た ほう が よい 。 


塗っ た 色 が 乾い た 
後に 上 か ら 同じ 色 
を 塗る と 、 重ね た と 


/ 旨 ころ が 濃く な る 。 


ニブ の 先 を 紙 か ら 


離さ な いよ うに し て 、 
電 く 前 に 塗っ て し ま 
う の が コツ 。 


紙 に イン ク を し み 込 ませ る 
感じ で 塗っ て いく 。 


初心 者 が 色鉛筆 で カゲ を つけ て いく 。 
よく 失敗 し 5 

て し まう 塗 

り 方 の 。 トン ポ 色 鉛筆 を 使用 


発色 は それ ほど よく あり ませ ん が 、 
鉛筆 に 近い 硬め の 描き 味 で 
使い や すい で す 


並べ て 線 を 7// 


引 に うと する と 、 
ムラ に な りや すい 。 


右 の 瞳 か ら ハ イラ イト を 残し て 
RV13 で 塗る 。 


花 の 部 分 は 
むら さき で 。 


3 BV11 を 重ね 小 り し て 深み の ある 
色合い に 。 


淡 い 色 の グラ デー ショ ン を つく る 
場合 、 濃い 色 を 塗っ た 後に 薄い 


い さる, 


YR01 で 肌 の カゲ を 重ね 塗り 。 ハ 
ッ キ リ 色 分 け を し た い の で 、 後 か 
ら 塗 っ て いく 。 


赤い 裕 の 上 に むら さき の 色鉛筆 

を 重ね る 。 う まく グラ デー ショ ン で 
き な い 場合 、 指 や ティ ッシュ な ど で こ 
すっ て な じ ま せ る 。 


キャ ラク ター の 絵 で は 一 番 重 要 な 
部 分 な の で 慣 重 に 。 


むら さき の 色 鈴 筆 で カゲ を つけ て 
透明 感 を 出し て いく 。 


背景 


2 本 


| とい の 
3 間 


RV14 で 花 を 塗る 。 は み 出し た あか むら さき の 色 鈴 筆 で むら さき の 色鉛筆 で 


の で 葉 に も 同じ 色 で 下塗り 。 カゲ を つけ る 。 カゲ を 重ね 塗り 。 
肥 レレ 葉 の 使用 色 : YG05、YG06、 YGO7 
カゲ 色 : BG18、 BG09 
ー 人 マー 
くろ で カゲ を つけ る 。 色 銘 筆 の EE、 ッ 
場合 、 濃い 色 は 後 か ら 塗っ て いく 。 NN AN 
い に 2 
幸 9 % Ne% 
h( 
>】 
全て ゃ 届 
WA 2 の 
で 
鮮やか な ピンク に 葉 の 緑色 を 合わ せる の は 難し い 空 の 色 も 決め て お く 。 空 の 色 で 
の で 、 紙 に 塗っ て みて 合う 色 を 見 つけ る 。 空 の 使用 色 : N-8、BG78、 グラ デ 塗 り 


BG15、 B02、 B00 し て みる 。 


カゲ 色 の BG18 を 塗っ た ら 、 下 BG09 を 重ね 人 アナ ログ 絵 人 筆 の あお みどり と くろ を 重 
塗り の RV14 と 混ざっ て 茶色 に は 失敗 を どう ご ま か す か も 大 事 ! ね て 、 色 合い を 回 復 させ て いく 。 
な っ て し まっ た …。 
/ | 
Au 
9 0 1 空 を 塗っ た 段階 。 広 い 範 
囲 を 塗る の が 難し い 場合 、 
も も いろ の 色 重ね 塗り し て 花 あら か じ め 紙 に B00 な どの 薄い 色 
S 筆 で 、 中心 びら を 少し ずっ を し み 込ま せ て お く と 、 ムラ が 出 に 
の 花 を 捨 く 。 請 和 、 ※※ く し て いく 。 還 較 sw くく 、 素早 く 塗る こと が で きる 。 
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普 其 ユ 基 ざ ゆで と の マキ へ XSNN こ は ゆめ と た 


ガ 用 の ホワ イト を 水 で 薄め て 、 前 
っ た 割り ば し で 塗っ て いく 。 つ け ペ ン 
で も よい 。 


員 


く 
ョ [ ン 焦 


。 花 の 周り は 点描 画 の よう に 塗っ て いく 。 


髪の毛 の ハイ ライ ト を 入れ る 。 細い 線 
を 引く と き は 水 を 多め に 加え て 使う 。 
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仕上 げ 


で 装飾 を 散ら し て 完成 させ る 。 
『 舞 華 』 アル シュ 紙 細目 25.4x30.6cm 


ラフ か ら 線 画 へ 試行 書 説 し な が ら の ラフ は デジ タル で 捨 いて いま す 。 複雑 な 構図 は や り 直し が で きる ほう が 便 
利 だ か ら で す 。 ざ っ と し た 配色 や 背景 も 決め た ら 、 プリ ント し て 用 紙 に 銘 筆 (ハイ ユニ の B) で ト 
レス し ます 。 線画 は 黒 の マル チラ イナ ー で 描き 、 花 の 部 分 の み 茶 色 に し て いま す 。 


デジ タル で 描い た 線画 。 ポ ー ズ を 考え な が ら 、 
構図 を 探っ て いく 。 


プラ シタ イプ 


線画 に は 各種 マル チラ イナ ー を 使用 。 
ノン の Z レ Z マル チラ イナ ー プラ ッ ク 0.3 、 0.5 
マル チラ イナ ー プラ ッ ク プラ シタ イブ BS ( 細 描 き ) 


BS ( 細 描 き ) BM ( 太 描き ) マル チラ イナ ー プラ ウン 0.3 


疾 済 テマ ユ 革 ざさ の ゆで と の SN せ へ KS さこ は の 還 シト 


塗り 方 の コツ 


コピ ッ ク の スー パー プラ シ で 「 さ っ と は ら う よう に 」 
塗る 方 法 が よく 使わ れ ま す 。 こ の 塗り 方 を 生か す と 、 
髪の毛 先 の ほう を 薄く 塗る こと が で きま す 。 


BV11 で 毛 先 の ほう に 
は 6 う よ う に 塗っ て いく と 、 
毛 先 の ほう が 薄く 塗れ ます 


ぐっ と 
紙 に 押し 
つり る 

よう に し て … 


淡 


初心 者 は BV00、 BV000、 
BV11 の グラ デ 塗 り で も よい 。 


粗 茶 が 描 く ミ ss キャ ラ デ ッ サン 生理 沙 っ ビー 有 拭 A5 21x148cm 


頭 身 の 低い 2 一 3 頭 身 キャ ラ は 寺 = ー 
大 き な 頭 部 が 特徴 的 で 、 マ ン ガ 系 イ ( 5 さ 
ラス ト の 中 で も と くに 形 を 変形 させ て 

いる デフ ォ ル メ 形態 で す 。「 ど こ を 強 1 

調 する か 」 は 自分 次 第 で あり 、 そこ に ! 

個性 が 宿る わけ で す 。 各 パー ツ を ど N | 1 1 
の 程度 精密 に 描く か 、 どの 程度 の 大 \ | / 


N N / N 
き さ で 描く か な ど 、 考え る こと は た くさ SN_ / NN レ 導 
ん あり ます 。 魔 理沙 を 例 に シャ ー プ ーー ン Ss に 


ペン を 使っ て 描い て み ま し ょ う 。 


丸 と 十文字 の アタ リ か ら 、 目 の 2 口 の 位置 は か な り 下 に 。 3 首 は 短く 、 肩幅 は 狭く 。 
位置 を 決め る 。 


キャ ラ で あっ て も こう 
\ \ 【 た 体 が 必要 で す 。 む し ろ ミ ニキ ャ ラ に 
/ N NN こそ 系 体 は 必要 と も 言え ます 。 脚 
レン ニン ュ こし レーW や 腕 が どこ か ら 出 て いる の を 気 に す 
ご 」 ト 2 る の は 、 ミ ニキ ャ ラ だ か ら と いっ て 
守 6 省略 で きる も の で は あり ませ ん 。 ア 
b / タリ と は 設計 図 の よう な も の な の で 、 

その 意味 を 考え る 事 が 重要 で す 。 


4 素 体 に 服 を 着せ て いく 。 5 服 の アタ リ と 肩 を 描く 。 6 右 の 毛 の 流れ を と ら える 。 


* 細部 も 大 ま か に 描い て お く 。 人 間 に は 利き 手 が あ 

Y る よう に 利き 目 が ある そう で 、 真 円 を 描い て いる 

つも り で も 反転 する と ゆがん で いる こと が よく ある 。 そ 

の まま で は ゆがみ に 気づく こと は と て も 難し い の で 、 

7 脚 と クツ の アタ リ へ 。 8 スカ ー ト や ほう き の 形 を 調整 。 アナ ログ で は 左右 を 反転 し て 見 る た め に 「 裏 面 か ら 見 
る 」 と いう 手法 を 取る 。 
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10 


簡単 な 対策 と し て 絵 
を 裏返し て 、 素 体 の 
形 の パラ ンス を 見 る 。 
シャ ー プ ペン か ら 色 
鈴 筆 に 持ち 代え て 、 
体 を 描い て 確認 する 。 


11 


表 に 戻し 、 ライ ト ボッ 


クス 上 に 年 く 。 色 鉛 
筆 で 描い た 体 の 形 
を 見 な が ら 、 ゆがみ 
を 修正 し て いく 。 
1 2 アタ リ の 上 に 紙 を 重ね 、 試し に 線画 1 3 手 の 長 さや ポー ズ な ど が 気 に な っ た の で 、 
を 描い て みる 。 全体 を 再度 修正 し て いく 。 


1 4 完成 し た ラフ 。 束 ね た 髪 を 前 に た らし て アク セン ト に し て みた 。 1 5 ラフ の 上 に 紙 を 重ね て トレ ス し 、 ペン で 描い た 線画 。 
後ろ と 段差 が ある 部 分 の 線 は 太く する と よい 。 
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火 神 レオ が 描く さ ニキ ャ = ラ デ ッ サン 洩 矢 諏 訪 子 (も りや すわ こ ) ハガキ 大 (14.8x10cm) 


東方 キ ャ ラ の 瑞 や 上 な どの 塗り 方 を 
説明 する た め に 、 共通 性 の ある バス = = 
トシ ョ ッ ト の 線画 を 数 点 準備 し まし た 。 さ 

相 茶 さん が 描い た 素 体 を アタ リ に し / 1| 

て 、 火 神 レ オ さん が 朗 訪 子 を デ ッ サ み 4 
ン し て いき ます 。 


頭 部 の アタ リ か ら バ スト ショ ッ ト の 第 3 章 の 解説 用 に 用 竜 し た ハガキ に し な が ら 、 髪型 や 目 、 
素 体 が で きた 。 共 通 の 径 体 を 粗 茶 大 の キャ ラク ター 素 体 。 服 な ど を アレ ンジ し て キャ ラク ター 
さん が 制作 。 の 線画 を 描い て いっ た 。 こ の 線画 


素 体 か ら ラ フ へ は 十 六 夜 咲 夜 (57 ペ ー ジ 参照 )。 


ライ ト ボ ックス に キャ 
ラク ター 素 体 を 置き 、 
水彩 紙 を 重ね て シャ 
ー プ ペン で 描き 始め 
る 。 顔 の 向き な ど が 
すでに 決ま っ て いる 
の で 、 丸 と 十文字 な 


どの 補助 線 を 省 い 
て 、 顔 か ら す ぐに 描 
き は じ め る 。 
素 体 を 下敷 き に し て 、 顔 の シル エッ ト と 
目 の 位置 を 決め て いく 。 
で Y 
P< だ 
ラニ 
3 腕 の 位置 を 検討 し て いく 。 4 頭 の 形 を うっ すら 描い て みて か ら 、 帽子 の 形 を 調整 。 
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5 左右 の 肩 や 髪 の 束 の 位 置 を 調整 し な が ら 、 ラフ を 描き 進め て いく 。 


ラフ か ら 線 画 へ 


7 細い 0.1mm の マル チラ イナ ー で 何 度 も 線 を 重ね て 、 線 に 強弱 を つけ て いく 。 


8 線画 が 完成 。 


ラフ が で きた ら 、 マル チラ イナ ー な ど 
で ペン 入れ を する 。 今回 は ラフ の 上 
か ら 直 接 ペン で 描き 、 シ ャ ー プ ペン 
の 線 を 消し ゴム で 消す 方 法 だ っ た が 、 
新しい 用 紙 を 重ね て トレ ス を する 方 
法 で も よい 。 塗っ て いく コピ ッ ク の 色 
合い に 合う よう に 、 カラ ー の マル チラ 
イナ ー を 使用 。 諏 訪 子 に は プラ ウン 
を 使用 し て いる 。 


ミニ キャ ラ 塗 り 絵 の 素 


コピ ー レ し て 自由 に 塗り 絵 を 楽し し で くだ さい ! 


すぐ に コピ ッ ク で 色 を 塗っ て 楽し みた い ! と いう と き の た め に 、 
ミニ キャ ラ の 線画 を 用 意 し まし た 。 第 2 章 で は 6 色 限 定 で 塗 
り 絵 を し た の で す が 、 も っ と 色 数 を 増やし て 着色 し て も よい 
で し ょ う 。146 ペ ー ジ か ら の ミニ キャ ラ デ ッ サン を 参考 に 、 ス 
テキ な 東方 キャ ラ を 描い て いた だ けた ら う れ し い で す 。 


今 ど の よう な デフ ォ ル メ が 流行 っ て いる か を 検証 し て 、 好 み 
の 絵柄 を つく っ て いく の も 面白 いで し ょ う 。 流行 っ て いる ミニ 
キャ ラ に は 必ず 徹底 し た 法則 が あり ます 。 ミ ニキ ャ ラ は 複数 
の イラ スト を 並べ る こと に よっ て 良さ が 倍加 し て いく 特性 が あ 
る と 思い ます の で 、 ル ー ル を 決め て た くさ ん 描い て みて くだ さ 
い 。 熱 練 度 が 上 が る と 、 より 可愛 く な っ て いく と 思い ます 。 


楊 租 茶 (50 ペ ー ジ 参照) 


博 衣 寺 其 火 神 レ オ 博 龍 守 其 火 神 レ オ (36 ペ ー ジ を 照 ) 
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聞 南 魔 理沙 粗 茶 (28 ペ ー ジ 参照) 


フラ ンド ー ル ・ ス カー レッ ト 火 神 レオ 


古 明 地 こい し 組 茶 (44 ペ ー ジ 参照) 


作家 紹介 ( 到 称 時 順不同 ) 


魚 ウサ 王 (うお うさ お う ) 
HP http://uousa.blog.shinobijp/ 
pixiv http://www.pixiv.net/member.php?id=21530 


高田 ウィ リア ム (た か だ うい りあ も ) 

pixiv http://www.pixiv.net/member.php?id=897430 
姫 神 か を り (ひめ が みか を り ) 

pixiv http://www.pixiv.net/member.php2id=4103725 


ぽん ぽこ 小町 (ぼん ぼ こ こ まち ) 

pixiv http://www.pixiv.net/member_php?id=4661175 
し ら た ま 

pixiv http://www.pixiv.net/member.php?id=871819 
栗栖 歳 《《 り す と り 

pixiv http://www.pixiv.net/member.php?id=1549663 
ペリ ー 〇 りつ 

HP http://berry007.blog78.fc2.com/ 

pixiv http://www.pixiv.net/member.php?id=416765 


と び 
HP http://tutu042188.blog73.fc2.com/ 
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